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2 繭墨はけっして神に祈らない
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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StoryⅠ






　私は、神を作ることにした。




　書かき記しるしておきたいが、それは狂気の果ての選せん択たくでもなければ、盲もう信しんの末の妄もう想そうでもない。私は、一個の人間として、自身の概がい念ねんに挑ちよう戦せんする道を選んだ。それが無む謀ぼうな挑戦だということはわかっている。決して辿たどり着つけない境きよう地ちだということも、先人の試こころみから理解している。それでも、私は、この道を歩むことを決めたのだ。私は、『具現化された神』を、無意識の海から描えがき出だしてみせる。私は必ず辿り着く。人では至いたれない境地へ、人の身で挑いどもうと思う。




　誰だれもが、私を責せめるだろう。

　誰もが、私を殺そうとするだろう。




　それでも、私は神を作るだろう。

　唯ゆい一いつ無む二にの、目的のために。





　　　　＊　＊　＊






　一人の少年が夜道を走っている。道路には、昼の気温の名残なごりが汚お泥でいのようにへばりつき、ひどく息苦しい。少年は、数人の男に追われていた。ふらつくその足取りをあざ笑うかのように、背後の足音は諦あきらめる気配を見せない。無人の道に、スニーカーの擦すれる音と、苦しげな息が響く。結果のわかりきった逃走劇は、すでに終わりが近い。

　諦めたのか、突然少年は立ち止まった。彼の目の前では、無機的なブロック塀べいが、行き止まりを告つげている。よく見ると、そこには隙すき間まなくびっしりと、念仏のように細かな文字が描かれていた。墨すみで描かれた異様な落書きが、壁一面を覆おおっている。

　背後から、男達が追いつく。その瞬間、追われていた少年が振り向く。

　突然、壁が蠢うごめきだす。水が沸ふつ騰とうするように、硬かたいコンクリートがざわめく。無数の落書きが、蟲むしの群体のように男達に襲いかかり─────。




　ふっとそこで、懐かい中ちゆう電でん灯とうが消えた。




「と、いうのが今回の事件の概がい要ようだよ」

「わざわざホラー調に語ってくださり、ありがとうございます。で、その懐中電灯の意味は何なんですか、繭まゆさん？」

　僕が電気を点つけると、繭まゆ墨ずみは肩をすくめた。さっきまで顔を照らしていた懐中電灯を転がし、退たい屈くつそうに続ける。

「夏の夜にぴったりの話だからね。様式美に凝こってみたんだよ。怖がって欲しいとは言わないけれどね。もう少し空気を読んで楽しんでくれてもいいんじゃないかなぁ？」

「残念ですが、すでに残業時間もいいところなので」

　いい加減帰らせてくれと、言外に込めて告げる。すると、繭墨は黒ストッキングに包まれた足を緩ゆるやかに組んだ。ゴシックロリータに包まれた姿は、異様なまでに美しい。革張りのソファーで指を組み合わせて座る姿は、まるで絵画の一部を切り取ったかのようだ。恐ろしいほどに整った顔立ちから、その格好はさらに現実味を奪うばっている。

　僕は思わず吐つきかけた溜ため息いきを飲み込んだ。

　できすぎにも程がある光景だ。

　それを前にして聞く話は、Ｂ級のホラー映画よりも現実味に乏とぼしい。

「つまり要点だけ言えば、壁の落書きが動く、という怪異ですか？」

「少し違うね。壁の落書きが動くくらいなら、誰も困らないさ。近場の小学校でも探せば、絵が動くなんて話は無数にあるよ。モナリザしかり、モーツァルトしかり。それだけならただの怪談、たとえ本当だろうと、笑い話で済すむところさ。問題は、壁の落書きが動いて人を襲ったことだ」

　繭墨は退屈そうに語ると、机の上の小箱を手に取った。五月現在は、そう暑さも感じず過ごしやすい。だが、気温を無視した服のためか、部屋の空調は完かん璧ぺきに保たもたれている。

　季節感を失った部屋の中には、チョコレートの匂いが漂ただよっていた。

　甘い甘い芳ほう香こうの中、繭墨はさらに新しいチョコレートを齧かじる。宝石箱に似た菓子箱の中から、彼女はチョコトリュフをつまみあげると、口に含ふくんだ。

　猫のように見上げてくる目と視線を合わせ、僕は頷うなずく。

「重要なのは、物理的な被害があった点ですか」

「そういうことだね。骨こつ董とう品ひんならともかく、壁の絵が動くだなんて、この現代でそんな馬鹿げた話もない」

　繭墨は、心底つまらなさそうに笑った。満足したのか、箱を置くと腹ばいになる。クッションに顔を埋うずめ、彼女は小さな声で囁ささやいた。

「特に、ストリートアートが動くだなんて、斬ざん新しん過すぎるしね」

「─────はっ？」

　思わず聞き返すが、繭墨はどうでもよさそうに目をつむった。どうやら、眠ろうとしているらしい。慌あわてて、僕は問いかけた。

「ちょっと待ってください。その動く落書きって、ストリートアートなんですか？」

「壁の落書きっていったら、それだろう？　カートゥーン絵からポップ、写実的な作品からヌードまで。種類は色々あるけれど、水すい墨ぼく画が、あるいは習字のストリートアートなんてボクも初めて聞いたよ。まぁ、どちらにしろ、退屈な話だけれどね。ボク好みな要素なんて欠片かけらもないよ」

　あぁ、嫌だ、嫌だ。

　ふわぁと繭墨は猫のような欠伸あくびをした。人に話をしておいて、飽あきたらしい。突然伸びた白い手が、蝶ちようのようにはためいた。黒マニキュアで彩いろどられた爪つめが、鋭えい利りな光を放つ。

「もう帰ってもいいよ。小お田だ桐ぎり君。長くひき止めて悪かったね」

「あの、すみません、もう少し詳細を聞かせて欲しいんですが」

「別にこれ以上、話すことはないよ。何せ目で見たほうが早いタイプの話だからね。君は動く落書きと、それを描いた『犯人』を捕まえることに集中してくれればいい」

　最後の部分は、初めて聞いた内容だった。都市伝説じみた逸いつ話わは、どうやら犯人を捕まえろという依頼に関するものだったらしい。眉まゆをしかめる僕の前で、繭墨は再び唇くちびるを歪ゆがめた。

　あざ笑うようなその表情を見て、疑問に思う。

　退屈だ、つまらないと繰り返しながら、何な故ぜ、彼女は依頼を受けたのか。

「繭さん、これは誰からの依頼ですか？」

　不安になり問いかけると、繭墨は静かに首を振った。

「まだ依頼はないけれどね。どうせ、そのうち来るさ。面めん倒どうだから、先に済ませておこうと思ってね」

「……そうですか。詳細の方は？」

「教えないよ。少なくとも、まだね」

「なるほど。わかりました」

　頷き、僕は立ち上がった。繭墨は、着替えのネグリジェとポンポン付きの帽ぼう子しを引き寄せている。今日のそれは、口を開けたカメレオンだ。舌の先せん端たんに、ビーズ製の虫が付いている。部屋から出ると、僕は溜息を吐いた。

　相変わらず、わけがわからない。

　文字が動き、人を襲うので、その犯人を捕まえること。

　明らかな情報はこれだけだ。理解するにはあまりにも少なく、馬ば鹿かげている。




　つまり、いつも通りだった。





　　　　＊　＊　＊






　煙草たばこの灰を落とし、携けい帯たい灰はい皿ざらでもみ消す。

　僕は呆ぼう然ぜんと、目の前に広がる『落書き』を見つめた。

「……何だ、これは？」

　三方の壁一面に、びっしりと水墨画の蛙かえるが描かれている。

　背中のイボのぬめりまでも濃のう淡たんだけで再現した絵は、見事としか言いようがない。墨で描かれたそれには、その薄さとは裏腹に異様な存在感があった。中でも異彩を放つのは、隅すみの方に残された文字だ。達筆な文字の端はしから、蛙の足が生はえている。何を意図したデザインかはわからなかったが、まるで、文字が蛙の絵に変わる途中で固まってしまったかのようだ。僕は恐る恐る、歪いびつな文字を間近で眺ながめた。




『蛙』




　ことの始まりは、不良同士の喧けん嘩かだったという。

　愛あい知ち県けん奈な午ご市しの東の外れにある繭墨のマンションから地下鉄で都心部へ向かい、そこからもう一本地下鉄を乗り継いで二十分程度。静かな駅の外に出ると、繁はん華か街がいからもビル街からも遠い、何の変哲もない住宅街の一角に辿り着いた。色あせた街並みを形成している団地の壁や民家の塀には、多くの落書きが並んでいる。比較的利用客の多い公立図書館が近くにあるが、通りから二本外れているせいか、昼時でも人通りは少ない。代わりのように、壁はにぎやかな色彩に汚されていた。

　その中で、モノクロの蛙が、異様な存在感を放っている。

　元々、この近辺は、ストリートアートが盛んだったのだという。それには、不良達の縄張り的な意味合いも含まれていたらしい。住人には迷惑でしかないが、彼らなりのわかりやすい力の誇こ示じだったのだろう。幾いくつかのグループが縄張りを競い合い、自分達の力の及ぶ範囲を、独自のストリートアートで染め上げた。力関係は拮きつ抗こうしていたため、ストリートアートの位置は長く変化しなかったが、そこにある日、異変が生じた。




　それが、この壁に残された異様な『落書き』だ。

　ストリートアート。『道みち端ばたの芸術』と呼ぶにも、異様すぎる。




『ある日、不良の溜たまり場ばに、人の落書きを消して、新しい落書きを描く新勢力が現れた。たった一人だけのね。それだけならまだよかった。哀あわれな新しん参ざん者ものは殴なぐられて追い出されて、それでおしまいさ。けれども、そうはならなかった。その人物の描いた落書きは、突然動き出し、人を襲ったんだ』

　脳のう裏りで繭墨が言う。僕はゆっくりと指を伸ばした。緊張しながら、壁に触れる。指先が、コンクリートのざらつく感触をとらえた。何も起こらない。眼球に触れられたまま、蛙は止まっている。

　馬鹿馬鹿しい。

　僕はその場からきびすを返した。繭墨からもらったメモを見る。目撃者がいるという話だった。地図を頼りに、店主が怪異を目撃したという近場の中華料理店に足を向ける。よく似た角を幾つか曲がると、突然、民家の一角に漢字で描かれた看板が現れた。赤い屋根には、安っぽい龍の絵が描かれている。近隣の住人を相手にしているのだろうか。こぢんまりとした店構えの前に立つと、油っぽい匂いに食欲が刺激された。

　そういえば、そろそろ昼食の時間だ。

　脳裏に唐から揚あげを思い浮かべながら、重いガラス戸を引き開ける。薄暗い店内に、客は一人しかいなかった。油染みで汚れたカウンターで、若い男がチャーハンをすくっている。

　前かがみ気ぎ味みの背中が、振り向いた。

「あれ、小田桐さんじゃないですか？」

　こんにちはと手を挙あげられる。人形のように整った顔に、明るい笑えみが浮かんだ。

　────嵯さ峨が雄ゆう介すけ。

　僕は無言で歩み寄り、その胸むな倉ぐらを摑つかみ上あげた。

「つまりお前の仕し業わざか」

「ちょッ、何ですか。俺おれなにかしましたかッ？」

　逃げられる前に、容疑者にして犯人を確保する。すると、雄介はレンゲに残ったチャーハンを口に放り込み、先を続けた。

「あのですね、何があったのか知りませんけど、突然、昼食を食べている一般人の胸倉を摑み上げるのはどうかと思いますよ？」

「一般人が、バットで人の頭を殴るのか？」

「あっそうですね、すみません。ともかく、冤えん罪ざいですって、え、ん、ざ、い！」

　バンバンと僕の胸を叩たたく様子は、噓うそには見えない。だが、妙に余裕を感じさせるうえに、欠片も信用がならないのは事実だ。

　嵯峨雄介は、平気で噓を吐く。

　けれども、僕はそこでふと気がついた。

「雄介、お前、絵は上う手まいのか？」

「逆に聞きますけど、俺が絵上手いキャラに見えますか？」

「自分で自分のことをキャラとか言うな、気色悪い。で、どうなんだ？」

「さぁ、そもそも絵を描く機会自体、全く全然これっぽっちもないもので。でも、上手くはないと思いますよ？」

　雄介は悩むように首を傾かしげた。信用したわけではないが手を離す。雄介はわざとらしく咳せき込こみ、水ではなく何故かチャーハンを搔かき込こんだ。その足元には、相変わらずバットが置いてある。

　人を襲う絵が描けるのなら、バットなど持たないだろう。

「ところで、雄介。お前はなんでこんなところにいるんだ？」

「こんなところって失礼ですね。旨うまいんですよ、ここの中華料理。量もありますし、安いですし」

「そういう問題じゃない。お前、清く正しい高校生活を送るんじゃなかったのか？」

「ああ、それなら、今年はバイトのやり過ぎで留年決定なので、来年から頑張ることにしたんですよ。いやぁ、我ながら金のある身分はいいですよねー。こんな俺でも、息してるだけなら、絶対に死なないんですから、世の中おっかしいですよ」

　カラカラと雄介は笑った。その間にも何か追加注文でもするのか、メニューをめくっている。明るい横顔を見ながら、僕は眉をしかめた。

　意図的に壊れている人間には、どう接すればいいのかわからない。

「すみませんー、チャーハンと餃子ギヨウザ一つー」

　その間にも、雄介は注文を済ませた。奥から、店長なのか、恐ろしく低い声が応こたえる。にこにこと笑いながら、雄介は振り向いた。

「アナタが来たってことは、またおもしろいことになりそうですねぇ。小田桐さん。何か詳細を教えてくれるのなら、お役に立てるかもしれませんよ？　後、そうだ。ここの餃子、旨いんですけど、ニラ多いんで平気でした？」

　僕は彼を無視して席に着いた。雄介はどこでどう、誰と繫つながっているかわからないのだ。情報を漏もらす気は微み塵じんもない。

　それよりも、ちょっと待て。

「……お前、勝手に僕の注文を済ませたのか？」

「アレ？　いけませんでした？」

　雄介は、悪気を感じさせない表情で首を傾げた。血管が音を立てて切れる錯さつ覚かくを覚える。メニュー一つでそこまで怒る気などないが、腹立たしい。

　何故、繭墨といい、コイツといい、人の都合を聞かないのか。

「いいか、雄介。お前な……」

　文句を言おうとした時だった。突然、雄介の顔が、獣けものじみた歓喜の色に染まった。彼は足元のバットを蹴けり飛とばし、回転するそれを手の中に収めた。同時に、外から派手な悲鳴が響く。

　うわあああああああああッという男の悲鳴が、空気を切きり裂さいた。

　あの路地の方向だ。僕は舌打ちして立ち上がった。雄介の後に続き、走り出す。道がわかるのか、雄介の足取りにためらいはなく、速度も落ちる様子はない。一度悲鳴を聞いただけだというのに、恐ろしい勘かんだった。

「行くな、雄介！　首を突っ込むなッ！」

「そう言われてハイそうですかって聞けませんよ。どうして、目の前で楽しそうなことが起きてるっていうのに、それを無視しッ……」

　調子よく語っていた語尾が搔き消えた。雄介は立ち止まり、慌てて一歩後ろへ下がった。悲鳴はもう聞こえない。代わりに、別の音が響いた。

　ペタンと無数の足音が響く。

　その光景を目にした瞬間、背せ筋すじが粟あわ立だった。

「何ですか……これ？」

　そんなもん、僕が聞きたい。

　道の上を、黒と白で彩られた蛙が跳はねている。ペタンと濡ぬれた音が響いた。薄うす墨ずみで作られた蛙の体は、ひどく希き薄はくで現実味に乏とぼしい。肉のない喉のどが膨ふくらみ、ゲコッと間の抜けた声があがった。恐る恐る、僕は視線を上げる。無数の蛙で埋め尽くされた道路の上で、派手な金髪をした若者が腰を抜かしていた。彼は必死になり、まとわりつく蛙を振り払おうともがいている。だが、不意に力を失ったかのように後ろへと倒れた。その傍かたわらに、もう一人、誰かが立っている。二人とも似た格好をしているが、立っている若者だけは、バンダナで口元を覆っていた。十五歳程度だろうか、まだ少年だ。

　その手の中に、筆がある。墨で濡れた筆先が、ゆっくりと壁に付けられた。次の瞬間、腕がすばやく動き、一つの文字が浮かび上がった。















『蛙』




　文字の輪りん郭かくが溶け出した。足が生える。腕が生える。おたまじゃくしから進化するように、文字が蛙の絵に変わっていく。そして変化が終わった瞬間、ソレは跳ねた。

　壁の中から、外へと跳び出す。

　ゲコッと鳴いた。

「お前は……一体、何なんだ？」

　呆然と僕は呟つぶやいた。同時に、少年はこっちに気がついたらしい。慌てたように筆を走らせ、壁に何か描こうとする。背筋に寒気が走った。まずいと直感的に悟さとるが、行動が遅れる。




　逆に、雄介は迅じん速そくだった。




　スニーカーの底で蛙を踏ふみ潰つぶし、彼は獣のように疾しつ走そうした。べちゃべちゃと、血けつ痕こんのように道路に墨の跡あとが残る。雄介はためらいなく少年に肉薄し、次の瞬間。




「止まれ、雄介ッ！」




　少年の頭を、勢いよくバットで殴り飛ばした。





　　　　＊　＊　＊






「小田桐君。ボクの力で何とかしてあげることはできるけれどね……ここは潔いさぎよく罪を償つぐなったほうが、君のためだと思うんだよ」

「犯人は雄介です。僕は知りません」

「うん、まぁわかってるけどね。それにしても、死んでないといいなぁ？」

「生きてるんじゃないですか？　折れた感じはしませんでしたよ？」

　それは幸いだ。だが、お前が言うな。

　運んできた少年を前に、雄介と繭墨は顔を見合わせた。マンションに彼を運び込んだ際、繭墨は驚きこそしなかったが、露ろ骨こつに嫌そうな顔はした。恐らく、面倒だと思ったのだろう。彼を運ぶのに利用したタクシー代も、当然のことながら自腹だ。少年は気絶したまま動かない。彼の傍らで気絶していた若者は、恐らく不良グループの一人だろう。生命に別状はなさそうなので、道端に寝かせてきた。一体彼らの間で何があったのかは知らないが、たやすく察さつしはつく。

　繭墨から、ホラー調に語られた話を思い返す。

　追われる少年が、壁に辿り着き振り向く。背後からは、礼儀をわきまえない新参者を痛めつけようと、多くの足音が迫って来る。その時、異変が生じる。

　ストリートアートが動いて、人を襲う。

　僕は再び少年の顔を覗のぞき込こんだ。目め覚ざめる気配はないが、呼吸は安定しているので、命に別状はないと信じたい。一応、頭を氷枕で冷やしてあるが、医者を呼んだ方がいい気もした。だが、殺さつ人じん未み遂すいで捕まるのはごめんだ。

　息がしにくいだろうと、顔を覆ったバンダナを剝はがしてみる。すると、案外幼い顔立ちが現れた。黒く細い眉と和風の顔立ちが、軽薄な茶髪と不協和音を奏でている。

　次の瞬間、その目が開いた。

　生きていた事実に安あん堵どする暇ひまもない。顔を硬直させた少年は、口元に触れ、飛び起きた。バンダナをむしりとるように僕から取り返し、ソファーの後ろに飛びのく。そのまま、警戒心を剝むき出だしにして体を隠した。

　混乱しているのかもしれない。だが、この反応は、あまりにも異常だった。

「対人恐怖症か何かですかねぇ？　怖くないですよー俺は無害ですよー」

　雄介が言っても、説得力は欠片もない。少年は何か言いた気に黙っている。ふむっと繭墨は頷き、突然扇せん子すを拾い上げた。どこから持ち出したのかと思えば、少年の腰に刺さっていたものらしい。少年は慌てて受け取り、そこにさらさらと何かを書き始めた。

　また何かあるのではないかとぎょっとするが、扇子には普通の文字が浮かんだ。

『何者か？　何用か？』

「人に何者かと聞くのなら、まずは自分から名乗るのが、礼儀というより誠意だよ？　それに、ボクを見れば、誰かくらい君にならわかるだろう？」

　繭墨は、壁に立てかけられた紅あかい唐から傘かさを顎あごで示した。すると少年は目を見開き、扇子を振った。文字が不意に搔き消える。白く戻った扇子に、彼はまた何かを書き込んだ。

『当代の繭墨あざか、か？』

「ご明めい察さつ。その通りさ。さてはて、こうして会ったのも何かの縁えんだ。どうして、君がこんなことをやっていたのか教えてもらえるかな？　水み無な瀬せの一族君？」

　繭墨は笑みを深くする。その背後で、僕は眉をしかめた。

　水無瀬？

『貴き殿でんに話すことではない』

「まぁ、隠しておきたいのならいいさ。君に聞かなくても、別に困りはしない。そのうち、連絡が来るだろうしね。君の家の使者はね、ボクが言うのもなんだけれども、行動が迅速すぎるよ」

　獲え物ものをいたぶるような彼女の笑みを見て、少年はまた何かを扇子に書き込んだ。そして、バッと口元を隠すように広げる。

『女め狐ぎつねが、我が一族を語らないでいただきたい』

「─────なっ」

　あまりの言いように、僕は怒ど鳴なりつけようと口を開いた。だが、その前に、雄介がぼやきながら手を伸ばした。

「あーもー鬱うつ陶とうしいなーパタパタパタパタ」

　そして、ひょいっと扇子を取りあげ、バキッと折おった。

「……………あっ」

　場の空気が凍こおる。少年は折られた扇子を無理やり広げ、何かを書こうとした。それをまた雄介が半分に折る。バキッという音と共に、少年の目が涙でうるんだ。

「何でそういうことをするんだお前はッ！」

「えーいいじゃないですか。だって、喋しやべれないわけじゃないんでしょう？　何か腹立ちましたし、文字読むの面倒なんですよ。俺、現代っ子ですから」

「そういう問題で片付けるんじゃないッ！」

　怒鳴りつけながら見てみると、少年は小こ刻きざみに震ふるえていた。さっきまでの尊そん大だいな態度が様さま変がわりしている。小動物のように視線をさ迷わせる肩を、ガシッと雄介は摑んだ。

「はいー吸ってー吐はいてー吸ってー。健全なコミュニケーションは、まず会話からですよねー」

　雄介は、歯を剝き出し、髑どく髏ろを思わせる笑みを見せた。少年は逃れられないと悟ったのか口を開く。

「わ……わ、わた、わた」

「はいはいー、何ですかー？」

「わ、わわわわたし、は………そ、その」

　少年の顔を、汗が滝のように伝い落ちる。下へ手たに二人の歳としが近いせいで、先せん輩ぱいによる後輩いじめにも見えなくもない。思わず溜息を吐き、止めようとしたときだった。

「そこまでにしていただけますか？」

　凜りんと澄すんだ声が響いた。振り向くと、音もなくマンションの扉が開いていく。そこに、喪も服ふくを思わせる着物姿が並んだ。黒と白で彩られたそれには、水墨画じみた絵が描かれている。女の着物の袖そでで、灰色の鳥が羽ばたいた。

　口元を布で隠した従じゆう者しやを連れ、突然現れた女は、ゆっくりと腰を折った。

「お久しぶりです。繭墨あざか殿」

「やあ、久しぶりだねぇ、水無瀬の？　引き取りが遅いから、君達の情じよう報ほう網もうも衰おとろえてしまったのかと心配したよ。どうやら、健在なようで何より」

　女は僅わずかに眉を跳ね上げた。だが、当の繭墨に嫌味の意図はないらしい。無邪気に笑う彼女を見て、女はもう一度、深く腰を折った。

「この度は、一族の者がご迷惑をおかけいたしました。その者はすぐに連れて帰ります。そして、もう一つ────」

　顔をあげ、女は凜と告げる。




「お迎えに上がりました、繭墨あざか殿」




　繭墨は何も言わず、ただ猫のように微笑ほほえんだ。
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　助けていただきたいと女は言った。

　それを噓だと繭墨は答えた。




　だが、今僕と繭墨、雄介の三人は、女の車に乗っている。広い車内で、繭墨は持ち込んだチョコトリュフを齧った。革かわ張ばりのシートにココアの粉が落ちるが、気にする様子はない。

「ねぇ、繭さん。僕は状況をさっぱり理解できていないんですが」

「そうだね……最初の詳細くらいは、もう話しておくべきだね」

　繭墨は白い指についたココアを舐なめ取とった。先ほどの少年の乗った、背後に追つい従じゆうする車両を振り返り、言う。

「君も見ただろう？　壁に描かれた水墨画が動く──アレはね、水無瀬という一族の者の仕業なんだ。彼らは、描いたものを具現化させることができる──いや、描いたものが具現化してしまう、といった方が正しいかな？　ボク以外、ほとんど何の力も持たない繭墨の家とは違い、水無瀬の家は、一族の者全てがその能力を所有している。力の強弱は当然あるけれどね？　だからこそ、彼らは一族を厳しく管理しているんだ。けれども、どうやら家出した子がいたらしいね？」

　小首を傾げ、繭墨は前へ向きなおった。肩をすくめると、首元のレースがさらさらと擦れる。

「本来なら、すぐに捕まるところだよ。けれども、彼は何を思ったのか、不良の集団に紛まぎれ込こみ、ストリートアートに打ち込み始めた。その情報は、当然彼らの元にも届いていたはずさ。だが、水無瀬の一族が、そんなことをするわけがない、その認識の下もとに、上に届く前に切り捨てられたんだ。ボクも驚いたよ。前時代的なあの一族が、まさか口元にバンダナを巻いて落書きをしているなんて、正気の沙さ汰たとは思えなかった」

　少年の様子を思い出したのか、繭墨はおかしそうに笑った。その横で雄介が、似合ってませんでしたよねーと呟く。僕はいらだちを覚えながらも、質問を重ねた。

「そのわりには、僕に探しに行かせましたよね？」

「まぁね。水無瀬の若者がいなくなっていることは知っていた。そして、もうすぐ手を焼いた彼らが、ボクの元まで依頼に来ることもわかっていた……それなら、先に手を回しておこうかと思ってね。つまらないけれども受けなくてはならない依頼はね、早急に片付けるに限るさ」

　会話を聞いているだろうに、運転手も助手席に座った女も、何も言わない。雄介は話に飽きたのか、ポケットからイヤホンを取り出し、音楽を聴き始めた。走り始めてから随ずい分ぶんと時間が経たった気がするが、スモークガラスの外は見えない。

　曇くもったその向こう側を睨にらみながら、僕は尋たずねる。

「なるほど、絵が動く事件の真相はわかりました。それで繭さん。教えて欲しいんですが、何で僕達は犯人を捕まえただけでなく、こうして連行されているんですか？」

「決まっているさ。そっちとは別件で、彼らは迎えに来たんだよ」

　チョコトリュフを食べ終わり、繭墨はまた別の箱を開けた。中から、薔ば薇らの形をした一粒をつまむ。硬い音をたてて、歯の間でチョコレートが砕くだけた。洋酒の匂いが濃く香り、薄い唇を濡らす。

「こっちも前から聞かされていたからね、そう驚きはしないさ。ついに来たのかと、そう思っただけでね。ボクが彼らの過失で殺される可能性がある。そのために、彼らは蟲以下に蔑さげすんでいるこのボク。繭墨あざかを、保護するために迎えに来たのさ」

「……殺される？」

　物ぶつ騒そうな単語を、僕は思わず反はん芻すうした。ぴくりと反応した雄介が、一気に携帯プレイヤーのボリュームを落とす。繭墨はもう一粒チョコレートを手に取り、くすくすと笑った。

「彼らの一族の離り反はん者しやが、ボクを殺そうとしているらしいよ。嫌だね、嫌だね。事態は愉ゆ快かいだけれども、あまり面白くはないよ。自分の腹が裂けるのは、娯楽としてはどうでもいい部類だからね」

　カキンとチョコレートが潰れる。中から漏れ落ちる洋酒が、血を連想させて嫌になる。

　チョコレート漬けの腹は、裂けばきっと甘いに違いない。

「殺そうとしているって……何か心当たりでもあるんですか？」

　恨うらみを買ったとか。

　殺されるほどの恨みを買うなど、この少女ならばたやすいだろう。そう思い尋たずねると、雄介は盛大に吹き出した。何がツボに入ったのか、笑い出す。繭墨も愉快そうに手を叩いた。

「ふふっ、いいね、いいね、小田桐君。その素直さは一種の美徳だとボクは思うよ。けれどもね、今回は恨みなんて生なまやさしいものじゃない。今回のコレはね、小田桐君。人の怨みなんてどうでもいいものとは一線を画すんだよ？」

　意味がわからなかった。人の怨みは、時に髑髏を歌わせ、鬼を孕はらませる。それを、僕は身をもって知っている。だが、それと一線を画すとは、何事なのか。

　恨んでいるから殺そうとする。

　それとは全く別の目的で、人の命を絶たとうとする。

　想像はつくが、予想はできない。

「すみません、繭さん。一体何なんですか？」

「決まっているさ、小田桐君。水無瀬の者が、繭墨あざかを殺そうとする」

　その瞬間、繭墨殿ッと、女が制止の声を上げた。それを無視し繭墨はにやりと笑い、応える。




「────神かみ卸おろしのために決まっているよ」
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　車を降りた先は、山の中だった。真まっ直すぐに伸びた道の左右に、竹ちく林りんが続いている。振り向くと、駐車場の向こう側には人ひと気けのない道路が延のびていた。その左右にもやはり竹たけ藪やぶが続いている。もしかして、山を一つ私有地として保有しているのだろうか。途中、ぐるぐると回った感覚があったが、あれは山を登っていたのかもしれない。一体、どこに連れて来られたのか。僕は首を振って、前に向き直った。

　さらさらと、葉擦れの音が耳に優しい。

　目の前を紅い唐傘が歩く。竹藪に左右を挟はさまれた道を、玉石を踏んで歩く姿は、着物を纏っていれば、さぞかし美しいだろう。だが、豪ごう奢しやなドレスに包まれた姿には、悪夢じみた違和感があった。鮮あざやかな紅の下の黒服は、まるで場違いな喪服のようにも見える。

「さっきの話ですけど、繭さん。貴方あなたは神がいると思うんですか？」

　繭墨家の生き神と、そう彼女は一族の者に崇あがめられている。

　自身に集まる信仰を嫌悪する彼女が、神卸しと口にするのは滑こつ稽けいに思えた。

「ずいぶん抽象的なことから聞くんだねぇ、小田桐君。詳細は教えてもらえないだろうから、外堀から埋めようという算段かな？」

　振り返りもせず、繭墨は答えた。くるり、と唐傘を回して言う。

「例えば──誰かが目の前を指差して、そこに神がいると言えば、ボクは、それはよいことだと答えるよ」

　予想外の答えに、僕は僅かに眉をひそめた。この少女なら、神という抽象的な概念自体を否定するだろうと思ったのだが。答えるように、繭墨は振り向く。そして、子供に言い聞かせるような笑みを見せた。

「神とは、つまりそういうものさ。『誰か』が信じれば、どこにでも『いる』。『いる』も『いない』も完全に個人の自由さ。これほどに自由な、都合のいい概念もあまりないよ。それにすがる者もいれば、唾だ棄きする者もいるだろう。けれども、ボクはそのどれも馬鹿にはしないよ。ボク自身を神様扱いさえしてこなければね。それは迷惑さ」

　にっと嘲あざけるように繭墨は笑い、囁いた。

「神天にいましこの世は全て事もなし。あるいは否いな……どれもすばらしい考えさ。神様なんて人間がいくらでも好きにすればいい。でも、今度ばかりはそれでは済まないね」

　緩やかに首を振り、繭墨はきびすを返した。唐傘を回し、歩みを再開する。

「神卸しについては、また教えてあげるよ。今は付いておいで」

　言われなくても。

　言葉を飲み込み、僕は歩き出した。付いて来るようにといわれれば、犬のように付き従うのが僕の役割だ。けれども、そこで後ろを振り向く。

　何故、コイツがいるのか。

「雄介………なんで、お前まで付いて来てるんだ？」

「あー、それはですね、小田桐さん。繭墨さんにいいよって言われたからですね」

　雄介はイヤホンを外し答えた。漏れ聞こえる激しい曲調はロックだろう。繭墨が認めたなら仕方ない。舌打ちしながらも、さっきの問いを投げかけてみる。

「雄介、お前、神はいると思うか？」

「あー、いたらいいんじゃないですかねぇ？　便利そうですし」

　どうでもよさそうに雄介は答えた。聞きたい曲でもあるのか、プレイヤーをいじりだす。その右腕には、手の延長のようにバットがぶら下がっている。

　前を見ると、繭墨は立ち止まっていた。その背後には門があり、先を歩いていた女が控えている。

「着いたよ、小田桐君」

　繭墨の背後で、門が軋きしむ音と共に開いた。顔を黒布で覆い隠した者達が、葬式の列のように左右に並んでいる。ゆっくりと背筋を汗が伝い落ちるのは、降り注ぐ陽光の熱さとは無関係だろう。

「水無瀬本家にようこそ」

　繭墨は、まるで我が家でも紹介するようにそう言った。
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「つまり、何を思い出すって言ったら、ヤクザですよ。ヤクザ映画」

「その連想に至った理由はわかるが、止やめてくれ」

　怖いうえに、洒落しやれになっていない。

　屋敷まで石畳の道を歩く。繭墨の歩みに合わせて、居並んだ顔を隠した者達は、皆深深と腰を折った。彼らが音もなく礼をする様は、まるで黒い波が動いているかのようだ。繭墨はその中を平然と歩いているが、僕と雄介はそうもいかない。

「驚くのは屋敷に入ってからにしたまえ。ここまでは、繭墨本家とさほど変わらないじゃないか？」

　変わらないからといって、慣れるわけでもないのだが。

　そう思いながらも、繭墨の後を追う。屋敷に入ると同時に、僕は彼女の言葉通りに絶句した。壁と天てん井じよう、床。その全てが、習字紙に似た、真っ白な紙で造られている。延々と続く廊ろう下かには、異様な圧迫感があった。

　人の棲すむ場所とは、到底思えない。

「すばらしいものだろう？　部屋も全てこうなんだよ」

　繭墨は笑いを含んだ声で言った。よく見れば襖ふすまはあるが、壁と白でひと続きになっているため、容易には区別がつかない。何故こんな造りなのかと疑問が浮かぶ。ほぼ白一色で住処すみかを埋めつくすなど、正気の沙汰ではない。

「すぐにわかるよ」

　人の疑問を読み取ったのか、繭墨はそう言った。そのまま、彼女に続いて奥の部屋へと案内される。迷路のように入り組んだ廊下を歩くと、時折視界に、脈絡なく黒色が過よぎった。それはすばやく動き回り、確認する前に消えてしまう。

　何かが、壁を這はっている。

　ような気がする。

　蠢く蛙を思い出し、嫌な気分になった。だが、正体を確かめようとすると、それは再び隠れてしまう。その間にも、最奥の部屋へと辿り着いた。両開きの襖ふすまが開かれる。

　床、壁、天井。全てが真っ白に染まった部屋だった。天井は異様に低く、息詰まる圧迫感がある。その中心に、一人の少女が両手をついて座っていた。案内を果たした女が、彼女の背後へ移動する。黒い従者が幾人も彼女と同じ様に伏せていた。密集した黒の中で少女の姿は異彩を放っている。

　彼女の着物だけが、鮮やかに白い。

「─────やあ」

　繭墨が気軽に声をかけるが、拒絶するように少女は答えない。濡れたような長い黒髪が、背中で鋭利に切りそろえられている。その肌もいっそ病的に白く、人形かあるいは死者のようだ。

　少女は伏ふせた顔を上げる。大きな黒い瞳ひとみが瞬またたいた。その唇は硬く引き結ばれたままだ。紅べにでも塗ってあるのか、ひどく紅い。どこか氷を思わせる鋭利さは、繭墨とは真逆だが、匹ひつ敵てきするだけの美び貌ぼうだった。

　少女は腰から扇子を引き抜き、開いた。さらさらといつの間にか手にした筆を走らせる。達筆すぎる字は読めたものではない。すると繭墨は訳すように口を開いた。

「『ご足労いただき光栄です。繭墨あざか殿』」

　だが少女の様子は、僕達を歓迎しているようには見えない。

　まるで敵でも見るように、繭墨を睨みつけている。

「お元気そうで何よりだよ、水無瀬の……君が、新当主でよかったかな？」

　繭墨が尋ねると、サッと少女は扇子を振った。舞のような動きの後、字が搔き消える。再び、少女は筆を走らせた。

「『水無瀬家当主、水無瀬白しら雪ゆきと申します』」

　少女は繭墨を見つめたまま、扇子を前へ広げた。日本人形のような外見と反し、意思の強そうな眼まな差ざしだ。当主と聞き、驚きながらも僕は納得する。

　この少女は、ひどく誇り高い眼をしている。

「『以後、お見知りおきを』」

「こちらこそお願いするよ。君の父上とは、友好な関係を築けなかったからねぇ」

　にやり、と繭墨は唇を歪めた。獣じみた嫌な笑みを浮かべる。

「仲良くしてもらえると、実にありがたい」

（─────噓、だな）

　僕は言葉を飲み込んだ。わかりやすい繭墨の挑発に、少女は応えない。繭墨も、それを前提で言ったのだろう。彼らは互いに理解しているのだ。

　建て前は必要ない。腹の探り合いも時間の無む駄だだ。

「それでは、単刀直入に聞かせてもらうよ。離反者はついに『神卸し』を決意したそうじゃないか。向こうの準備は、君達が情報を仕入れた時点で、どこまで進んでいるのかな？　予測はつくかい、御当主？」

　すると、少女はちらりと僕と雄介を見た。僅かに眉根を寄せ、扇子を開く。

「『その件については、お話しいたします。ただし、後ろの二人にはご退出願いたい』……か、君達が隠そうとしても、ボクから話すのだから何の変わりもないさ。それにね、御当主。『そちら』の過か失しつで、裂かれるのは『ボク』の腹だ」

　パンッと繭墨は唐傘を開いた。白い部屋に紅い花が咲く。

　繭墨は、少女の目を臆おくすることなく睨んだ。

「ふざけないでいただきたい。不当な要求はしないよ。ただし、誠意は見せたまえ。ボクは自分の不運は嘆なげかないが、他人の過あやまちも好まない。ボクの腹が裂けたところで、面白くもなんともないからね──実に腹立たしい」

　くるり唐傘が回る。四方の壁に紅い影が躍おどる。その中心で嘲るような声が響いた。

「面倒ごとに、ボクを巻き込むんじゃない」

　当主の背後に控えた女が、何かを言おうと口を開く。それを当主は、サッと白い手で制し、扇子を広げた。

「『謝罪いたします。申し訳ありません。繭墨殿の仰おつしやる通とおりです。全て包つつみ隠かくさずお話しいたしましょう。ただし』」

　繭墨の唇が弧こを描いた。目にも止まらぬ速度で、当主は筆を走らせる。

「『繭墨殿の腹が裂けることはございません。一族から生じた害悪は、必ず一族が仕し留とめます』」

　当主は一度扇子を閉じ、バッと音を起たてて開いた。

　繭墨は愉快そうに、その一文を読み上げる。

「『甘く見ないでいただきたい』」

　笑い声が響く。一転して、繭墨は親しみさえ込めた口調に切り替えた。

「なるほど、思ったより好戦的だね。愉快な御ご仁じんだ。観察のしがいはありそうだよ。娯楽にさえなるのなら、ボクにもなんの文句もない」

　繭墨はそれでいいのかもしれないが、僕にはある。

　殺すだの殺されるだのは、できれば全力で回かい避ひしたいところだ。

　だが、繭墨に僕の都合を聞く気など皆かい無むだろう。彼女は笑いながら、先を続けた。

「さて、御当主。現状はいかに追いつめられているのか、あるいは余裕なのか、お話し願いたい。まぁ、後者はないだろうけれどね？」

「『お察しの通りです。正しくご理解いただき、幸いに思います』」

　背後で唇を嚙かみしめる女とは違い、当主は動どう揺ようを欠片も見せず、繭墨の指摘を受け流した。冷静な顔のまま、彼女は筆を走らせる。

「『この話は特に内密に願います。私の父──先代の当主は、離反者に殺害されました。父は離反者を止めきれませんでした。その情報を持ち帰った従者も、一人を除のぞき殺されています。最も早はや、事態は一刻の猶ゆう予よもなりません』」

「ほ、ぅ……あの老人が、ねぇ。年老いてはいたが、先代だ。そう簡単に、彼が一族の者に殺されるとも思えないのだけれど………」

　当主は半なかば目を伏せる。すると、繭墨は頷いた。

「なるほど。そういう意味か。それなら、なおさら、君達は一族の中だけで事を終わらしたいだろうさ。勝算はあるのかい？」

「『私は父よりも優れています。勝算が無い博ばく打ちなど打ちはしません』」

　パンッと音を起てて扇子が閉じられる。当主は、気概を表現するように、次の瞬間、それを勢いよく開いた。

「『必ず、我が絵が勝ちます』」

「──────────結構」

　パンッと音を起て、繭墨は唐傘を閉じた。壁に映る紅い影が無くなる。それを杖つえのように床に差し、繭墨は当主に向き直った。

「しかしね、御当主。君はボクをここに招まねいてもよかったのかな？　もう彼は止められない。事態は一いつ刻こくの猶予もならない。止められなかったのなら、腹を裂きに来るだろう。それはわかった。けれども、本家で戦争を行うなんて、正気の沙汰じゃない」

「『ここは我らが城です。水無瀬本家を相手にすることは、一族全てを相手にすることと同義です』」

「なるほど……つまり、総力戦か。そうせざるをえない現状を嘆くべきか、それとも、君達がためらわず全力を出すことを称たたえるべきか、どちらだい？」

　繭墨の嘲るような言葉に、当主はあくまでも冷静に答えた。

「『どちらでも』」

　凄すさまじい速度で走っていた筆がそこで止まる。無音が耳を打った。筆先から零こぼれた墨が、床へと垂たれる。ぽたり、と血痕のように染しみが広がると同時に、繭墨は笑った。

「了解した。話はこれで終わりだよ。行くよ、小田桐君、雄介君」

　繭墨はきびすを返し、歩き出した。控えた女が、慌てて案内に立とうとするが、繭墨は無視して歩き続ける。どうやら、向かうべき部屋の位置はわかっているらしい。その背中は、先ほどより機嫌が直っているようにも見えた。

　繭墨が、愉快に感じている。

　不吉な予感が、僕の背筋を這った。

「────楽しそうですね、繭さん」

「ふふっ、わかるかい小田桐君。退屈だと思っていたけれどね、これはこれで面白そうだよ。何せ豪ごう華か絢けん爛らんな催もよおしが、特等席で見られそうだ。期待せずにはいられないね」

　まるで猫のように繭墨は喉を鳴らした。不吉な予感はさらに強まる。今の繭墨は、鰹かつお節ぶしを目の前に掲かかげられた猫と同じだ。

　あるいは、死体を目の前に転がされた鴉からすか。

「そう不安がらなくてもいいさ、小田桐君。君も愉快に思えばいい。たとえばだよ」




　くるりと振り向き、繭墨は笑う。




「─────君は、龍りゆうを見たことがあるかい？」
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　客間に落ちつくと、雄介は辺りを見回し始めた。どうやら何かを探しているらしい。客間くらいはと思ったのだが、この部屋も他と同様に四方が白く、窓さえない。一点を見つめていると気が狂いそうになる。雄介は、眉根を寄せながら顔を上げた。

「あー、コンセントってどこですかねぇ？」

「そんなものあるように思えるのか？」

「この部屋を見て、その感想が出るのはなかなか凄すごいねぇ。大物だよ」

　いやぁと、雄介は照れたように笑うが、誰も褒ほめてはいない。まだ諦めきれないのか、雄介は部屋中を歩き回った。その手には、携帯プレイヤーがある。

「雄介、お前さっきの話ちゃんと聞いてたのか？」

「いえ、途中までは聞いてたんですけど、一族がどうとかで面倒くさくなって、それからはずっとコレを。おかげで、充電がやばいんですよね」

　ひょいひょいと雄介はプレイヤーを振った。付いてきたなら話くらい真ま面じ目めに聞け。そう叱しつ責せきしようとすると、雄介は飄ひよう々ひようとした口調で先を続けた。

「一族とか家族とか、建て前とか、本音とか。裏切りとか世間体とか、どうでもよくないですか？　馬鹿馬鹿しい」

　その声には、あからさまな嫌悪が滲にじんでいるように思い、僕は口をつぐんだ。考えてみれば、雄介にとって、この家は辛つらい場所なのかもしれなかった。

　一族に出た不始末を、一族の中で始末をつけたいと願う。

　それは、妻と娘が首を吊つっても、誰にも知らせずに屠ほふることと似ている。

「大体、その手の話が見たければ、昼ドラでも見ればこと足りますって」

　と思ったのだが、気のせいだったのかも知れない。

　今度こそ怒鳴ろうと口を開いた時だった。音もなく襖が開き、誰かが現れた。振り向くと、見知った顔が立っている。先ほどの少年だった。染められたのか髪は不自然な黒色に変わり、同色の着物を身に纏まとっている。バンダナを奪われた顔は、大きな目が不安そうにひきつり、手にした盆ぼんの上では、湯ゆ飲のみと茶菓子がカチカチと震えている。

「お、お、おお茶を、お持ち………」

　しました、が搔き消えた。どうやら、話すのが極度に苦手らしい。茶が零れた湯飲みを、繭墨はひょいっと受け取った。

「やぁ、ありがとう。君がボクらの世話役か。なるほど、これが君に与えられた当面の罰ばつなんだろうね。ほら、ボクはさ、嫌われているから」

　後半の言葉は、僕に向かって投げかけられた。にやりと笑う彼女に尋ねる。

「繭さん、何となくわかる気もするんですが、昔、貴方と水無瀬家との間で、何かあったんですか？」

「それも、そのうちわかるよ。いちいち話すのが面倒だからね、後でまとめて話すさ。今はお茶でも飲みたまえ。無駄に高い葉を使っているだろうから、きっと味はいいよ」

　言われて湯飲みを受け取る。少年は時折、横目で雄介の様子をうかがった。どうやら、彼の笑顔がトラウマになっているらしい。だが、雄介は気がつかず、何故か壁の一点を凝ぎよう視ししていた。部屋の角の部分を見つめ、不思議そうに首を傾げている。

「小田桐さん、何ですかね？　コレ？」

　呼ばれて振り向く。

　最初、ソレが何なのか、僕にはわからなかった。

　真っ白な壁の中に一点だけ、黒い染みのようなものがある。

　数すう拍はくおいて、それが廊下で壁を這い回っていたものだと気がついた。不ふ意いに、それは動き出した。壁に描かれた文字が、部屋中を恐ろしい速度で移動し、止まる。




『目』




　ぐにゃりと、唐とう突とつにその形が変わった。角の部分が溶け、瞼まぶたを形作る。漢字は、元々、絵からできたのだという事実を僕は思い出した。人間のものに似た巨大な目が、襖に浮かび上がる。ゆっくりとそれは僕達の姿を映し、瞬きをした。

　ぬらりと光る眼球に、吐き気を覚える。

「やはり、ね。ちゃんと監かん視しされているらしい」

　繭墨は愉快そうに言った。まるで静かに控える犬のように、目は瞬きを繰り返している。僕は思わず、一歩後ろに下がった。

「繭さん……何ですか、これは？」

「何って、監視カメラの代かわりのようなものだよ。この『目』はね、屋敷中の壁に仕込まれていて、客人を観察しているのさ。当然、録画機能はついていないけれど、何か不審なことがあれば、すぐさま住人の下へ伝えるんだよ。まぁ……タイムラグがある、不便な仕組みさ。つまりは様式美だよ。受け止めてやってくれたまえ」

「様式美って……これが、ですか」

　受け止めてやれと繭墨は言うが、目の前のコレはあまりに悪趣味だった。壁に浮き出た人体器官など、慣なれるものではないし、慣れたくもない。すると突然、雄介が屈かがみ込こんだ。

「気に入らないんなら、こうすればいいんですよ」

　そして、ブスッと目玉を指で突き刺した。

「───────あっ」

　さらにぐりぐりと抉えぐる。目は、ふるふると震え、形を崩すとただの染みになった。

「雄介ええええええええええッ！」

「えっ何で怒るんですか小田桐さんッ！　気持ち悪いって言ったの貴方じゃないですか、ちょっと？」

「だからって、誰が抉れと言ったッ！」

「まぁまぁ、落ち着いてくださいよ。多分バレやしませんって、あっ」

　雄介と、背後で絶句している少年の目が合う。次の瞬間、少年はひぎっと肩をこわばらせた。雄介はにやりと歯を剝き出して笑う。少年が逃げ出そうとすると、雄介は何故かバットを構え、追いかけようとした。その時、壁中を黒い文字が走った。壁の隙間から入って来た無数の文字が、あっという間に天井を黒く染め上げる。重なり合った文字が蠢き、呆然と見つめる僕の前で一いつ斉せいに動きを止めた。




『目』




　緩やかな変化が始まる。幾つもの瞼が形作られ、眼球が完成する。

　無数の目が、天井で瞬いた。












「どうやら、いけなかったみたいだねぇ」

　繭墨は嬉うれしそうに言い、僕は頭を抱かかえた。
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　天井の視線に耐えながら茶をすする。繭墨は茶菓子に見向きもせず、相変わらずチョコレートをつまんでいた。僕はねりきりを切り取り、乱暴に口に放り込んだ。煙草を吸いたくなる衝動を、和菓子と共に無理やり飲み込む。雄介は天井に向かってバットを振り回している。ぎりぎり届かないらしいが、瞼を閉じるのが面白いらしい。溜息を吐き、僕は問いかけた。

「それで、これからどうするんですか、繭さん？」

　どうせ、動かずに何があるのかを待つのだろう。彼女の言葉を借りるのなら、『特等席に座った』のに、慌てる必要はないはずだ。だが、意外にも繭墨は首を振った。

「決まっているさ。高みの見物───といきたいところなんだけどね。いくら楽しそうでも、高が知れている見世物で、腹を裂かれるのはごめんさ。と、いうわけで小田桐君。一仕事してもらうよ。仕入れたいものがある」

　ごろり、と繭墨は寝返りを打った。猫のように背を伸ばして続ける。

「まずは、御当主に頼んで車を借りよう。最寄りの街まで……なければ、辺り中を走り回ることになるだろうね？　小田桐君、君、免許は持っているよね？」

「貴方に言われて自腹でとりましたよ。それで、いったいどうするんですか？　そもそも、借りられますかね」

「ちょっとね、買いたいものがあるんだよ。借りられないならいいさ。そこまでの束そく縛ばくを受けるつもりはこちらにはない。どうしたってお貸しいただくさ」

　にやりと繭墨は笑った。応えるように雄介が強くバットを振る。僕は溜息を吐いた。何が始まるのかしらないが、事が始まる前から流血沙汰になるのはごめんだ。穏おん便びんに済むことを祈るしかない。

「でも、繭さん。繭さんは……よくわかりませんけど、命を狙ねらわれているんでしょう？　好きに出歩いていいんですか？」

　実感がまるで湧わかないので、ぞんざいな聞き方になる。すると、繭墨は肩をすくめた。

「あのね、小田桐君。その点については心配ない。ボクを狙っているのは、この一族の離反者だよ。わざわざ壁を白紙で埋め尽くし、当主が扇子を振り、文明の利器を遠ざけて、『こんなもの』を監視に使う一族の、だよ？」

　目が不機嫌を表すように一斉に瞬く。だが、繭墨はさらに笑みを深めた。

「やることなすこと、芝しば居いがかっているんだよ、馬鹿馬鹿しい。そんな一族の一員が、離反したとはいえ、昼間からボクを殺そうとするものか。舞台を用意されたのならば、彼は乗るよ。自身でそれとは知らず、踊らずにはいられない。だから先に準備を済ますまでさ」

　繭墨は立ち上がり、紅い唐傘を手に取った。監視の目をいっさい無視して歩き出す。僕もその後ろに続く。襖を勢いよく開き、繭墨は囁いた。

「吞のん気きに構えたまえ、小田桐君」

　その声には、娯楽に対する期待と、僅かな退屈しか覗いていない。

　小首を傾げて、繭墨は笑う。




「今はまだ、どうせ見世物だよ？」




　だから、楽しもう？　と彼女は言うが。

　僕は、その笑顔にこそ不安を覚えた。
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　車を借り、水無瀬の家を出てわかったことがある。それは、この屋敷が京きよう都とにあるということと、水無瀬家が広大な敷地を所有しているという事実だった。水無瀬の所有する山と、その周辺の一帯は、私有地として完全に立ち入りが禁止されている。何とかして急な山道を降り、最高速度で飛ばして一般の道路に合流する。車を走らせて数時間。無事ホームセンターを見つけることができたのは、幸運だった。そうでなければ、夕暮れまでにこの屋敷に戻る事はできなかったかもしれない。

　どさり、と僕は最後のダンボール箱を置いた。物珍しげに目が群むらがってくるが、ガムテープの隙間を見つけられず周りを蠢いている。腰を伸ばすと、破壊的な音が鳴った。鋭い痛みを覚えて僕は前屈みになり、呻うめき声ごえを漏らした。

「あれー、小田桐さん。大丈夫ですか？　その歳で腰痛は悲劇というか、むしろ喜劇ですよ？」

「うるさい。黙れ」

　怒鳴りつけてはみるものの、否定できないのが辛いところだった。当の雄介は平然としている。二人で三往復したのだが、この違いは何だ。恨みがましく振り向くと、繭墨は僕達の仕事を見守っていた。視線が合うと、にこりと微笑まれる。

　それが同情されているようで、腹が立つ。

「終わりましたよ、繭さん。何に使うってんですか、こんなモン」

「二人ともお疲れ様。それじゃあ、夕飯の準備をしてもらおうか？　こんなモン呼ばわりはよくないよ、小田桐君。一家に一台。最近じゃ必ひつ需じゆ品ひんなんだからね」

　だからって、何でこんなにいるんだ。

　けれども、息をするのも辛いので、僕は言葉を飲み下した。

　繭墨は廊下に控えた少年を呼びつけ、夕飯の準備をさせた。繭墨の分も丁てい寧ねいに準備されたのは、気づかいか嫌味かのどちらかだろう。案の定、彼女はいっさい手をつけず、雄介にそれを差し出した。代わりに、チョコレートボンボンを美う味まそうに齧っている。雄介は肉を全て取り上げ、他は僕に回した。餡あんのかかった豆とう腐ふをすくいながら、僕は文句を言う。

「お前な……肉以外もちゃんと食え。人に回すな」

「俺、ファーストフード世代ですから。無茶言わないでください」

「そんな世代、ボクは聞いたことはないけれどねぇ……新世代の匂いがするねぇ？」

　馬鹿話をしているうちに、夜は更ふけていった。雄介は箱に群がる目をバットで追い払い、繭墨は退屈そうに寝転がっている。腹は満腹で、部屋も慣れればそれなりに居心地がいい。

　このまま、何も起こらない気がした。

　不吉なことが起こる気配は、どこにもない。

「その油断が、君の問題点だと思うよ、小田桐君。目の前の光景を判断するのは自分自身さ。何もかもが緩んで見えるというのなら、それは君の脳が緩みきっている証あかしだよ？」

　にやり、笑って繭墨が言う。だが、そう言いながらもチョコレートの箱を引き寄せる手は吞気だ。僕は腰をさすりながら溜息を吐いた。

「繭さん、そう言いますがね、何も起こらないじゃないですか？」

「ふふっ、まぁ確かにそうだね。無む闇やみに怯おびえるより、目の前の光景こそを証拠として考え安堵するのも、一つの手さ。あるいは、目に入る何もかもを疑うことも、人間としては正しい思考かもしれないよ？」

　スッと繭墨は指を突き出した。白い部屋の中を、隅から隅までなぞって言う。

「『我思う、故ゆえに我あり』───世の全てが噓だったとしても、それを疑う自身だけは唯一の真実である。まぁ、本当はもっと深い意味合いなのだけれどね。ここでは、さらに曲解して使わせてもらうよ。真実は、考えなければ生まれない──君の平穏は君が決めたまえ。ところで、小田桐君、水すい筒とうを取ってくれるかな？　ホットチョコレートが入ってるんだ」

「はい、どうぞ。繭さん。いつも言ってますけど、いつか糖とう尿によう病びようで死にますよ？」

　何やら小難しいことを言うかと思えばこれだ。からかわれている気がする。水筒を手渡すと繭墨はコクコクと飲んだ。沈黙が落ちる。雄介がバットを振る音だけが、うるさい。

　ブゥンとそれが一ひと際きわ派手に鳴った時だった。

「ねぇ、小田桐君。悪いんだけどね」

「何ですか、繭さん」

　再び呼ばれて振り返る。今度はチョコレートかと、新しい箱を渡そうとした時だった。繭墨は立ち上がり、紅い唐傘を開いた。バッと紅い影が壁を染める。次の瞬間、天井だけでなく、壁中に無数の目が湧き出した。黒雲のような群体が、一気に部屋を出て行き廊下へと消える。雄介が、危険を察知した獣のように顔を上げた。唐傘を首に載のせ、繭墨は微笑む。

　腹の中が、ぐるりと蠢いた。僅かな痛みと共に、全身の血が下がった気がする。

　繭墨のそれは、さっきまでと何も変わらない笑顔だというのに。

　何故、これほど不吉に思えるのか。

　うっとりと、そう形容せざるをえないような口調で、彼女は囁く。




「───────来たよ？」





　　　　＊　＊　＊






　全身が総毛立つような予感に駆かられ、僕は襖に手をかけた。鋭い音を立てて開くと、廊下の様子が目に入る。真っ白な通路には、いつの間にか幽ゆう鬼きのような姿が立ち並んでいた。居並ぶ水無瀬の者達は、まるで習字紙に落とされた墨のようにも見える。彼らは息を詰めて、廊下の先を睨んでいた。その全員の手に筆があり、壁に触れる寸前で止まっている。

　僕の横で繭墨が笑った。その笑みは、まるで幕が開くのを待つ観客のようだ。

　期待に満ち溢れている。

　どくりと腹が脈動した。何に興奮しているのか、盛さかんに内側から蹴ってくる。僕が彼女を僕の子供と認めたあの日以来、長く無かった反応だった。あまりにも激しい痛みから、僕は腹を押さえてうずくまる。

　落ちつけ。一体どうしたんだ。

　そう呟いた瞬間、子供の笑い声と共に視界が切り替わった。




　───────見ろと、言うのか。




　視界だけが前方へと移動する。子供が興味をもった対象が、その先にいるらしい。水無瀬の者達の間をすり抜け、僕は玄げん関かんへと辿り着いた。まるで眼がん球きゆうが宙ちゆうに浮いているかのように、僕は視覚だけで状況を把は握あくする。

　切り取られた四角い暗闇に、誰かが佇たたずんでいた。その足元は紅く、黒く濡れている。ここにいたはずの一族の者達は、どこへ行ったのか。そう考えた瞬間、床の片隅に捨てられた、痙けい攣れんする左腕に視線が向いた。まるで『食われた』かのように、その断面は無む残ざんな跡を晒さらしている。息を飲んだ瞬間、佇んだ誰かは動きだした。

　作さ務む衣えに包まれた中肉中背の男だ。その体は、異様なまでに存在感が薄い。

　ゆっくりと、彼は顔を上げる。




　そこに顔は無かった。

　表情の一切無い、作りかけにも見える能のう面めんが、男の顔を覆い隠している。




　男はゆっくりと歩みだした。白い廊下にぺたりと肉の薄い足裏が触ふれる。彼はゆらりと両手を上げ、異様に長い腕を壁に向けた。その先には、腕の延長のように筆がある。壁に触れた筆先から、血の跡のように墨が伝い落ちる。僕は目を見開いた。




　──────まずい。




　叫び出したくなるような焦しよう燥そうが全身を貫つらぬく。同時に、男の腕が目にも止まらぬ速さで動いた。左右の壁に二つ、『虎とら』という文字が浮かび上がる。まるで小型の台風でも発生したかのように、黒と白が猛烈な速度で渦うずを巻いた。それは徐じよ々じよに形を取り始める。浮かび上がった『虎』の姿は、掛かけ軸じくによくある水墨画そのものだ。だが、根本的に何かが違っていた。動く『蛙』とも『目』とも、これは一線を画する。どこか非現実的な彼らとは違い、この『虎』は存在自体が濃密だった。

　毛皮の下で脈動する筋肉と、牙きばをもっている。

　虎が低く唸うなる。男が無言で頷いた。

　その瞬間、虎は忠実な猟りよう犬けんのように足に力を溜め。




「逃げろおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」




　僕は、絶叫した。




　同時に、視界が急速に戻った。虎の姿はまだ見えないが、何かの気配が迫って来るのがわかる。恐きよう慌こうをきたす僕を尻しり目めに、繭墨は優雅な姿勢を崩さなかった。唐傘を肩に載せたまま動かない。水無瀬の一族は、何が起きたのか察したらしい。次々に壁に、床に筆を付け、文字を描き始めた。ある者は優ゆう雅がに、ある者は無ぶ骨こつに筆を走らせる。




『猿』、『鴉』、『豹ひよう』




　繭墨の口にしていた能力の強弱という言葉を、僕は不意に思いだした。どうやら、各自の能力によって、具現化できるものは決まっているらしい。同じ文字を描いたとしても、できあがる絵は当然違う。彼らの文字が蠢きだすのを見て、僕は絶望を覚えた。

　できがまるで違った。これでは相手になりそうにない。

　彼らの絵は『獣』であり、あの男が描いた虎は『猛獣』だった。

　十羽を超える鴉が、一斉に羽ばたきながら横を行き過ぎた。彼らは、廊下に佇む主達の邪魔をしないためか、外に飛びださず、壁面を猛烈な速度で飛んでいく。黒い羽根だけが壁から飛びだし、眼前に散った。同時に、他の獣達もその下を駆け抜けた。左右の壁面を走り、前方から虎が姿を見せる。二対の強きよう靭じんな獣の目は、激しく燃えていた。

　壁の中で絵が激突する。鴉達が鋭いくちばしで、虎の目を突こうと群がった。甲かん高だかい鳴き声が空気を切り裂く。豹が、猿が、虎の足へと嚙みつき牙をたてる。黒い獣達によって、虎の姿が一瞬覆い隠された。だが、次の瞬間、墨が激しく飛び散った。右の壁の虎が頭をもたげ、鴉を猿の頭と共に嚙み潰す。左の壁の虎が、豹の喉元に嚙みつき、首を激しく振った。壁から死体が飛び出し、床に落ち、跳ねる。喉を食いちぎられた豹が、痙攣しながら墨の池へと変わった。




　それは一方的な殺さつ戮りくだった。




　生き物としての格が違う。獣を貪むさぼる虎を見ながら、僕は不思議と見み惚ほれていた。

　恐怖はすでに麻ま痺ひしていた。目の前の光景はあまりにも非現実的だ。まるで美しい演舞を見ているような気分に襲われる。男の絵と水無瀬の者達の絵には決定的な差があった。舞い踊る虎は、他の獣達よりも格段に美しい。

　それは、芸術と落書きの差だ。

　男の絵の前では、全ての獣は落書きにすぎない。

　右の虎が、不意に壁から飛び出した。床に飛び降りると、最も手近にいた女性に襲いかかる。その首元が食いちぎられると同時に、夥おびただしい血が吹き出した。白一色の天井が紅く染まり、雫が床を叩く。虎は跳ちよう躍やくし、再び壁へ戻った。そのまま天井まで疾走し、男の頭上から襲いかかると、嚙み潰し、壁に叩きつける。人間が無残に死んでいく。腹の子供が笑い声を上げる。だが、僕は動けなかった。

　呆然と目の前の光景を眺める。繭墨の言葉が耳元で反響した。

『今はまだ、どうせ見世物だよ？』

　あぁ、認めますよ、繭さん。

　確かにこの光景は、舞台の一幕のようだ。

　そう思った瞬間、目の前から虎の姿が搔き消えた。廊下には、人の死体と紅く濡れた壁が広がっている。

　どこに行ったのだろう。

　そう思った瞬間、突然視界の端から白い腕が伸びた。襟えり元もとを摑まれ、部屋の中へ引きずり込まれる。ガンッと後頭部を床に叩きつけられた。悶もん絶ぜつしながらも、首筋に冷や汗が滲むのを覚える。倒れる直前、ガチンッと歯が打ち鳴らされる音と、獣の息を間近で感じた。体を起こすと、繭墨はすでに僕の方を見てはいなかった。目標を失った虎は、また別の一族の者に嚙みついたようだ。廊下で悲鳴が上がる。すると、繭墨は雄介に鋭い声で叫んだ。

「雄介君ッ！」

　雄介は無言でバットを振りかぶった。壁を殴りつけ、ザリザリと擦こする。左右両方の壁に、雄介は同じことを繰り返し、ブンッとバットを振った。後には、破れた壁紙と剝き出しになった土壁が残る。同時に、一匹の虎が廊下から壁を伝い、部屋に入って来ようとした。だが、虎が走り抜けようとした壁には大きな傷が付いている。

　虎は壁の外を動く事ができる。それなのに、何故か壁面を伝っての移動にこだわっているらしかった。グルグルと低い唸り声をあげて立ち止まる。

　もう一匹の虎も傷ついた壁の前で立ち止まった。だが、それはまだ無事な壁紙を伝い、天井へと躍り込んだ。僕達の頭上に移動し、そこから部屋の中へ飛び込もうというのだろう。次の瞬間、雄介は迷うことなく天井に向けて跳躍した。

「ウッ、ラアアアアアアアアアアアッ！」

　獣じみた動きで、雄介はバットを振るった。天井にバットの先端が引っかかり、落下に合わせて紙が破れる。虎は傷ついた紙を回避しながらも、面倒に思ったのか低い唸り声をあげた。残されたもう一匹はきびすを返し、外へ駆けだしていく。それを皮切りに、天井の虎も、そのまま壁へ戻り廊下を駆けて行った。

　悲鳴が遠くで響く。

　そこでやっと、僕は助かったのだと実感した。

　全身から力が抜ける。すると繭墨は言った。

「なるほどなるほど。流石さすが、格が違うか。これじゃあ総力戦など何の意味もないね」

　クスクスと嘲るように彼女は笑い、僕に向けて微笑みながら続けた。

「よかったねぇ。小田桐君。この白く染め上げられた水無瀬の家では、壁紙を走った方が獣達は速く動ける。だから、彼らは人を食う時だけ外に飛び出し、また壁に戻るんだよ。そう、主に言いつけられているからね。それを守るため、あの虎二匹はボク達を襲うことを後回しにした。伝う壁紙が無くなってしまったからね。もしもその法則がなければ、あるいは、ここが別のどこかならば、ボクらはもう嚙み殺されていたかもしれない」

　くわばらくわばら。

　そう口にしながらも、彼女の口調に恐れはなかった。楽しそうに廊下の向こうを眺めている。それを見て僕は理解した。

　この状況は、本当に彼女にとっては『見世物』なのだ。

　ふざけやがって。

　吐き捨てたくなるのを堪こらえながら立ちあがる。にやにやと笑う背中に問いかけた。

「繭さん。敵の狙いは貴方なんじゃないですか？　そのわりに、随分と余裕ですね」

「もしかして、それは嫌味かな？　この惨状を見てみたまえ、虎は、ボクのことを特別に認識しているわけじゃない。無差別に人を殺し続けている。その理由が君にわかるかな？」

　そんなこと、わかるわけがない。僕が答えないのを見て、繭墨は続けた。

「つまり、これは露つゆ払はらいさ。巣穴の奥深くにいる女じよ王おう蜂ばちを殺すには、他の蜂を殺す必要がある。だから、ボクにとって目の前のこの情景は、愉快である以上の意味がない。何度も言っただろう、これは見世物だと」

　唇を吊りあげたその笑みは醜しゆう悪あくだ。僕は隠すことなく眉をしかめた。背後で、雄介が欠伸をして尋ねる。

「ところで、繭墨さん。これからどうするんですか？」

「君はどうしたい、雄介君？」

「あー、携帯プレイヤーの充電が切れたんで、家に帰りたいですねぇ」

　実にあっさりとした答えが返った。雄介も目の前の光景に興味が無いらしい。僕の視線に気づいたのか、彼は言った。

「だって小田桐さん。この程度の映像が見たければ、映画館にでも行けばこと足りるじゃないですか。凄いんですよ、最近のＣＧ技術」

「そういう問題じゃないだろう。人が死んでるんだぞッ、同じにするな」

「だって、小田桐さん。俺に同情しろって言うのは、その時点で筋違いですよ」

　ひょいと肩をすくめて雄介は歩き出した。血と墨で濡れた廊下を覗き込んで言う。

「俺はもう誰が死のうが泣きはしません。だって、心底どーでもいいんですから」

　目の前で人が死のうがどうしようが、俺が無関係だと思えば無関係じゃないですか。

　人の考えなど様々だ。人の死を悲しいと感じるかどうかも、結局は個人の自由だ。雄介の言う通り、この光景を嘆けというのは、僕の勝手だろう。そして、雄介にそれを求めるのが無謀だと言うこともわかっている。

　だが、僕はそれを認めるわけにはいかない。

　強く睨みつけると、空気を切り替えるように繭墨は手を叩いた。注目を集めて言う。

「さて、小田桐君の怒りももっともだ。ボクは君のそのこだわりを、肯定も否定もしないさ。ただ、『君という人なら怒るだろう』というのは理解しているし、この状況を何とかしようという考えがないわけじゃない。と、いうわけで移動しようか。二人ともさっき買った物を持ってくれるかな？」

　言われて僕と雄介は顔を見合わせた。彼女の考えがこの瞬間、やっとわかった。

　けれども、それは果たしてやってもいいことなのだろうか？

「手は打っておこうといっただろう？　それに、これは彼らのためにもなることさ。舞台に飽きたなら、役者を助けるのもまぁたまにはいいだろう。行くよ、小田桐君」

　繭墨は僕の返事を待たず廊下へと歩き出す。彼女は血溜まりを踏んで振りむいた。




「そして、特等席で見物しよう」





　　　　＊　＊　＊






　悲鳴を追って奥に向かうのかと思えば、繭墨は突然、何かを捜し始めた。血濡れた襖を摑み、一つずつ開けていく。中には誰もいない。だが、三つ目の襖を開けたところで、隅で震えている影に僕達は気がついた。

「やはりいたね」

　繭墨はそう呟き、彼に近寄った。最初に会った少年が、涙で濡れた顔を上げる。彼は繭墨を見ると、安堵するどころか、目を見開きうつむいた。

「やあ、こんにちは───君がボクらの案内役なんだろう」

　繭墨は不意にそう言った。すると少年は顔を伏せ、恥じるように涙を流した。

「────………ッ、うっ……うっ」

「何を震えているんだい？　ここを守っていた水無瀬の者達はあらかた死んでしまった。ボクを御当主の近くにおきたくないが、遠くで殺されても困る。君達はそう考えていたはずだろう？　だから、本来なら案内役がいるはずなんだ。こういう事態になったのなら、最終防衛線の近くまで、ボクらを案内してくれなけりゃ駄だ目めじゃないか？　人が死んで腰を抜かすのは勝手だよ？　けれども、自分の義務は果たしたまえ。このままじゃ、ボクはとっておきの光景を見過ごすかもしれない」

　繭墨は冷たく言い放った。話を聞く限り、異常を察知した段階で、彼が僕達を当主の元へ案内する手はずだったのだろう。だが、彼は逃げ出し、膝ひざを抱えて震えていたらしい。繭墨の叱責を受けても、彼は立ちあがろうとしなかった。どうやら、恐怖で足が動かないようだ。どうやって落ちつかせようかと思った、次の瞬間だった。

「べろべろばああああああああああッ！」

　突然大声を出し、雄介が少年の前に顔を突き出した。どんな表情をしていたのだろうか。ヒギッと少年は見事なまでに、硬直した。完全に固まった彼を見て、僕は叫ぶ。

「雄介えええええええええッ！　お前はどうして空気を読まない！」

「いや、今回はあえて読まなかったんですって。ショック療りよう法ほうですよ。どうですかー、少しはすっきりしたんじゃないですか？」

　言われて少年は幾度か瞬きをした。彼を見つめながら、雄介は続ける。

「いくら怖がったって、死ぬ時はどーせ死ぬんですから、きりきり動きましょうよー」

　そして歯を剝き出して笑った。髑髏じみたそれを見て、少年は慌てて立ちあがる。

　食われるとでも思ったのかもしれない。

　少年は小走りに僕達を案内した。時折、背後に視線を向け、僕達の持ったものを見るが口に出す勇気はないらしい。彼は、当主の元へ向かうための通路を何故か避けた。途中で分ぶん岐きする細い道を選び、左へ進むと、厠かわやらしき小部屋の前で立ち止まる。突然、少年は壁の一部を探り、胸元から筆を取りだした。手本をなぞる様な丁寧さで、『解かい錠じよう』と描く。カチリと何かの仕掛けが動く音が響いた。壁の一部に切り込みが入り、突然開く。その中には、古びた階段が伸びていた。

　木製の階段を降りると、地下には狭い通路が走っていた。中は迷めい路ろ状じようになっているらしいが、少年の足取りに迷いはない。左、右、右、左、右。幾度も通路を曲がり、十五分ほど歩いたところで、少年は不意に立ち止まった。一見行き止まりにも見える壁に触れる。彼は再び筆を取りだし、『解錠』と描いた。今度は何の音もしなかった。さらに少年は、懐ふところから何かを取りだし、貼はりつけた。達筆な文字で描かれた札は、恐らく当主からの預あずかり物ものだろう。次の瞬間、仕掛けの軋む音と共に、視界が晴れた。狭い出口から僕達は当主の部屋へと出る。四角く開いた白壁を振り向き、雄介は言った。

「うっわー。隠し扉ってわけですか。ベッタベタだなぁ」

「思っても言うな。そういうことは言うな。断じて言うな」

　雄介にそう言いながらも、僕は息を飲んだ。

　白一色に染め上げられた部屋の中に、黒い姿がそろっている。残っていた一族の者達は全員、ここに集結したらしい。その黒い群れの中心に一人だけ、凜と白い背中が立っていた。死しに装しよう束ぞくを連想させる彼女の姿だけが、黒の中でひどく異色だ。墨と紙に次いで、葬儀の参列者と死者を連想させる。彼女の姿だけが、壁と同じように純白だった。

　そこで、僕は気がついた。

　彼女の着物は、袖に文字を描けるようになっているのだ。

　恐らく、身一つだけ残っても戦うために。

　ゆるりと彼女は振り向いた。慌てて僕達は手に持ったものを下に置く。だが心配はなさそうだった。彼女の視線は、繭墨にだけ向けられている。パンッと扇子を広げ、彼女は言った。

『ご無事で何より。ご到着が遅く、心配いたしました』

　その文字は、僕と雄介のことも考慮したのか、何とか読めるものになっている。少年にそっと視線を移すと、彼は肩を震わせた。だが、繭墨はそれを無視して言う。

「ちょっと案内に不手際があってね。さて、ご当主。それよりも、どうするんだい？」

　問いかけられても当主は答えなかった。ただ澄んだ眼差しを繭墨に向ける。

「総力戦など何の意味もない。相手になるのは君だけじゃないか」

『理解しております。故に貴女様をこちらへとお呼びしたのです』

　正確には、呼ばれなかったので、無理やり案内させたのだが。

当主は、傍に控えた女から何かを受け取った。長なぎ刀なたに、刃の代わりに筆が付いている。細身の龍が巻き付いた長い柄えの先に墨に黒く濡れた穂先が光った。

『ご安心を───もう誰も死なせはしません』

「それが、君の矜きよう持じかい？」

　からかうように繭墨が尋ねる。だが、当主は揺らがなかった。黒い瞳で襖を睨みつける。その向こう側には、濃密な気配がある。虎の唸り声にも、臆することなく当主は応えた。

『確信、です』

　当主は長刀を構え、天井にその穂先を向けた。低い天井に長刀の先が付く。同時に、彼女は全身を躍らせると一つの文字を描いた。




『龍』




　白い天井が嵐あらしの空に変わる。渦巻き始める文字を見つめながら、僕は思わずその場にしゃがみ込んだ。腹の中で赤子が蠢く。獣じみた奇声を歯のない口から発して、赤子は暴れた。お前が怯える気持ちはわかる。僕は、そう腹を押さえながら囁いた。

　僕も、こんなものは見たことがない。

　頭上に『ありえない存在』が生まれようとしている。

　龍など、この世界に『いるわけがない』というのに。

「そう、そうやって考えてしまうところが、君の凡人たる理由だと思うよ、小田桐君」

　僕の心を読んだのか繭墨が言う。彼女はうっとりと天井で渦巻く空を見つめて続けた。

「この世界を定義づけるのはね、自身の概念さ。『いない』と思うものは『いない』。『ありえない』と思うから『ありえない』。自分の知らないところで、実は『いる』かもしれない。その可能性は、誰にも否定できないと言うのにね。人は『ありえない』存在を自身の中で決定する。そう、それこそが『常識』というものだ。けれどもね」

　その間にも、龍の体が雲の隙間から露あらわになっていく。硬い鱗うろこができあがる。長い体がしなやかに伸び、蛇へびに似た体たい軀くが完成する。強靭な顎が緩やかに息を吐くと、細い髭ひげが鞭むちのように揺れた。

「それを超えてこその────異能者だ」

　空で、龍が吠ほえた。同時に、墨の雨が部屋中に降ふり注そそぐ。一斉に一族の者達が感嘆の声を上げた。雄介ですら、感心したように口笛を吹く。その中心で当主は真っ直ぐに指を上げた。その額ひたいに、彼女はびっしりと汗をかいている。

　ピッと、指が振り下ろされるのと同時だった。襖が破られた。二匹の虎が部屋に飛び込んでくる。彼らは部屋を疾駆し、白雪に向かって床を蹴った。同時に龍が下降する。天井から半ば身を外に出し、虎をその顎に捕えた。一匹がたやすく体を嚙みちぎられる。長い顎の下で、肉が嚙み破られた。腹が裂け、ずるりと滑り落ちた内臓が床に落ち、墨に戻る。もう一頭が体を急転換させ、龍の首に嚙みつこうと床を蹴った。だが、鱗に阻はばまれ歯が通らない。不意に龍は天井からさらに体を引きずり出し、虎の胴体に巻きついた。ぎちりと音を立て、虎の体が潰れていく。咆ほう哮こうが上がった。苦しげなそれはやがて極限まで高まり、虎の体は潰れる。

　後には、墨の跡だけが残った。

　完璧な勝利だった。

　当主を讃たたえる声が上がる。だが、彼女は険しい顔を崩さない。繭墨も小さく呟く。

「─────そう、まだだ」

　応えるように、腹の子供が暴れた。その瞬間、虎とは比べ物にならないほどの強烈な気配が全身を貫いた。

　やって来る。格の違うものがやって来る。

　高まる鼓こ動どうに耐たえながら、僕は開いたままの襖を見つめた。何の音もしない。だが、一瞬そこが黒く染まった。

「ご当主ッ！」

　繭墨が叫ぶのと同時だった。入り口から現れた黒龍が、当主に向けて顎を広げた。目を見開いた当主は、とっさに長刀を龍の口に縦に押し込んだ。顎を閉じられず、数秒黒龍はもがく。その隙に、当主の龍が、黒龍の首に嚙みついた。長刀が折れ、二匹の龍が咆哮を上げながら絡まり合う。巻き込まれた一族の者が、悲鳴をあげながら吹き飛ばされた。壁にぶつかり、血の跡を残しながら床へ転がる。それを二匹の龍は見向きもしない。当主の龍と黒龍は、絡まり合いながら壁と天井を走り回り、時に外へ飛び出し、相手を食い殺そうとする。僕は目を見開いてそれを見つめた。当主の龍が徐々に苦しげな声をあげ始める。その体は傷つき、夥しい量の黒い血を流している。対する黒龍に傷ついた様子はない。




　─────勝てない。




　僕がそう確信した時だった。繭墨は退屈そうに呟いた。

「潮時────か」

　僕と雄介は顔を見合わせる。手の中のずっしりと重い『物』を持ち直した。

　もしかして、この状況で？

「さて、やはり手は打っておいてよかった。どうやら、このままでは不利そうだ。ボク達も介入するよ。舞台は鑑賞するから楽しいんだ。巻き込まれるのはごめんだね」

「あの、繭さん……この状況で本当に」

　僕の訴うつたえは当然のことながら無視された。悲鳴をあげ、祈る一族の者達は僕達を見ていない。天井を睨む当主も同様だ。誰も彼もが目の前の光景に夢中になっている。その中、僕達は手にした『ダンボール箱』の中から『それ』を取り出した。




　あまりにもこの場にそぐわない物を構える。




「さぁ、存分にやりたまえ二人とも！」




　声に合わせて、僕達は消火器のノズルを天井へ向ける。




「これでいいのか……本当に？」




　呟いた言葉は、当然のことながら無視された。





　　　　＊　＊　＊






　ブシュウウウウウッとあまりにも無ぶ粋すいな音が響いた。天井の壮そう絶ぜつな戦いは、あっけなく終わりを告げた。白い粉が辺りに立ち込め、龍の姿が搔き消える。頭を無くした龍の胴体にも、僕は同じように消火器を吹きかけた。背後では雄介が、もう一本ダンボールから消火器を引っ張り出している。次々と白い粉を吹きつけると、描かれた龍は無残にも消えていった。後には、粉にまみれた一族の者達が残る。同時に、ぽかーんと形容するしかない沈黙が流れた。

　お前達、今一体何をした？

　そう問いたげな視線を逃れ、僕は横を向いた。首筋を冷や汗が伝い落ちるのがわかる。雄介はどうでもよさそうな顔をし、繭墨は何故か得意そうに腕を組んでいる。真っ白に染まった壁に、もう動く影はない。

　こうして、龍二体の戦いはあっさりと終わった。

　僕達の手によって。

　当主が、関節の錆さびついた人形のような動きで振り向いた。その顔の半分が、消火器の粉で白く染まっている。美しく無表情な顔立ちは、今や細かく痙攣していた。

　考えるまでもなく、怒りのためだろう。

「あの、繭さん……人が死ぬよりは何倍もいいと思うんですけど、ちょっとこの終わらせ方は、あんまりにも無粋と言うか、流石になかったような」

「何を言ってるんだい、小田桐君。見せ物は豪華絢爛でなかなかよかったよ。でもね、終幕まで付き合う必要性は皆かい無むさ。君まで彼らの流儀に飲まれてどうするんだい？　紙はね、水をかければ滲むし、燃やせばそれまで。消火器の粉でもかければ真っ白さ。ボクらの行動が無粋だ？　ハッ、何を言ってるんだい？　そもそもね、こんな古典的な戦い方を、選ぶ方が悪い」

　あっさりと、繭墨は先ほどまでの光景をそう一いつ蹴しゆうした。さらに先を続ける。

「実際に目にしてみてわかっただろう、小田桐君。ボクが彼らに嫌われている理由はこれさ。以前、繭墨と水無瀬の家は、異能の優劣を巡り争ったことがあるんだ。ある日、水無瀬の申し出によって設もうけられた決闘場所を、ボクらは問答無用で燃やした。つまらない争いに時間をかけるつもりはないよ。あれだけのことをされておいて、まだ学んでいないのだから、彼らも大したものさ」

　堂々と語る繭墨の背後で、当主は肩を震わせた。彼女はつかつかと歩き出し、突然繭墨に向けて右手を振り上げた。無表情だった顔が、悔しげに歪んでいる。思いもよらない行動に驚きよう愕がくするが、それだけ腹が立ったのだろう。その手を僕はとっさに摑んだ。振り向いた彼女に向けて告げる。

「貴方の気持ちも十分にわかります。ですが、貴方の龍は負けるところでした。これ以上、被害がでるよりはいいでしょう」

　そう、あの状況で戦いを突然阻そ止しされた、その悔しさはわかる。

　だが、どんなに無粋な終わり方でも、敗北よりはマシなはずだ。

「もう、何人もの人間が死んでいるんですから」

　すると、当主は無言で手を振った。パンッと鋭い音を立てて、白い腕が僕の手から逃れる。彼女は僕を強く睨みつけたまま、扇子に向けて筆を動かした。

『貴方は何もおわかりになっていません。我らの誇りを貴方がたは傷つけました。これは我々の戦いであり、貴方がたのものではありません。死など、誇りを失うことと比較すれば恐れることではないというのに』

　それを見た瞬間、僕の脳裏を覚えのある失望が占めた。文字を追いながら、思わず吐きかけた溜息を嚙み殺す。

　ここでも同じだった。誰も彼も。どいつもこいつも、簡単に命を扱う。

　それが、娯楽のためでも、誇りのためでも同じだ。

　そんなことは、僕にとってはどうでもいい。

『一族の咎とがで生まれた害悪は、必ず一族が仕留めます。たとえ、我ら全員の命と引き換えにしたとしても────部外者は口出ししないでいただきたい』

「ああ、僕は確かに部外者だ。だが、巻き込んでおいて口を出すなはないだろう？　ふざけないでもらえるか？」

　当主は僅かに目を見開いた。もしかして、今までこんな口をきかれたことなど無いのかもしれない。僕は彼女の腕を摑んだ。抵抗しようとする彼女を引きずり、廊下へ連れ出す。そこには、虎の食事の跡があった。腹を裂かれた女性が、壁にもたれたまま息絶えている。その目は恐怖に見開かれ、零れ落ちた腸ちようが床まで落ちていた。濡れた臓器を直視してしまい、思わず息を飲み込む。だが、ゆっくりと吐き出すと、当主に向き直った。

　無残に引き裂かれた死体を指さし、言う。

「この状況を見ても、まだそんなことが言えるのか？　無様に負けて、全員がこうなった方がよかったと？」

　当主は一瞬下唇を嚙んだ。僕の腕を振り払い、彼女は部屋に戻る。入れ違いに新しい消火器を担かついだ雄介が出て行った。どうやら廊下に残る絵がないか確かめにいくらしい。当主は部屋の中心で僕に背中を向けたまま佇んだ。長い沈黙が降りる。しばらくして、振り向いた彼女の顔には、冷たい無表情だけがあった。

『その通りです。貴方がたは、余計なことをした』

　何故、死体を前にしてもそんなことが言える。

　血管が切れるような錯覚を抱いた。当主は再び扇子に筆を走らせようとする。その動作が癇かんにさわった。異能に頼り、それを誇り、死者が出ても良しとする。その姿勢が気に食わない。その考え方は、繭墨の家のそれと同じだ。

　狐面を被った、化け物を生み出した家と。

　僕は手を伸ばすと、彼女の手から扇子を奪い取った。

「いい加減にしろ。さっきから余計に時間がかかる。こんな時くらい口で喋れッ！」

　すると、当主は困惑したように辺りを見回した。喋りたくないとでも言うのだろうか。一族の者達が何故か息を飲む。一瞬違和感を覚えたが、それを無視して僕は彼女に言いつのった。

「一体何なんだ。そうやって能力にこだわって、アンタは」

「止めたまえ。小田桐君。それは無理だ。非道だよ」

　思わぬ制止に振り向く。繭墨は険しい顔で首を左右に振った。意味がわからず当主を見る。彼女は下を向いていたが、不意に顔を上げ、口を開いた。

　紅い唇の中を覗き込み、僕は息を飲んだ。

　彼女の口の中に、舌はなかった。

「水無瀬家の跡取りはね、次期当主候補に選定されると同時に、舌を奪われるんだ。昔ながらの方法でね。彼女は喋らないわけじゃない───喋ることができないんだよ」

　舌を失ったその日から、彼らは再び言葉を話すことを諦める。

　それ以来、彼らはいっさい、声を出すことはしない。

　繭墨の言葉に、当主は口を閉じ、頷いた。筆を使って否定することはしない。『昔ながらの方法』という意味を、僕は否応なく理解した。

　彼女の舌は、無残に抉り取られていた。

　何を言えばいいのかわからなかった。呆然と謝りの言葉を口にするが、それはひどく滑こつ稽けいな物に聞こえた。彼女に扇子を手渡すと、当主は顔を伏せたまま、筆を走らせた。

『激げつ高こうしてしまい申し訳ありません。悪いのは私です。お客人に失礼をいたしました。どうか、お気になさらず』

　僕は強く歯を嚙みしめた。彼女に何と言えばいいのかわからない。これ以上謝っても失礼にしかならないだろう。後悔が強く胸を刺した。自分の顔を殴りつけたくなる。そして、もう一つ込み上げてくる激情を、僕は上手く無視することができなかった。

　僕は顔を上げ、辺りに座る一族の者達を見回した。胸から湧いてくる怒りを、口にする権利は僕にはない。だが、叫び出したくて仕方がなかった。

　何故、こんなことをしたのか。

　人から声を奪うなど、誰にも許されないはずだ。

「うっ、わああああああああああ……あ？」

　突然、妙に吞気な悲鳴が響いた。雄介の声だ。何故疑問形だと問いかける暇もなく、黒い影が視界を過った。大量の鴉が部屋に飛びこんでくる。鋭い鳴き声が、耳をつんざいた。敵も龍を描いたせいか、虎を描く余力はないのだろう。鴉は虎よりも遙かに殺傷能力が劣る。だが、それでもこちらの不意を突くには十分すぎた。立ちすくんだ当主が目を見開く。僕はとっさに彼女に飛びつき、その場に押し倒した。背中の上を鴉が飛び抜ける。肌をくちばしがかすめ、血が噴き出した。悲鳴を嚙み殺し、僕は顔を上げる。戻って来るかと思ったが、鴉はそのまま別の獲物に飛びかかった。

　平然と佇む、繭墨に。

「繭さんッ！」

　思わず叫び、腕を伸ばすが届かない。繭墨は焦あせることなく、唐傘を傾けた。だが、そんなもので防げるわけがない。血まみれで倒れる繭墨を想像した途端、激しい雨が傘にぶつかるような音が響いた。

　ぽたりと濡れた音を立てて、床の上に何かが垂れる。

　それは、数十匹分の鴉の墨だった。

「──────へ？」

　どろりと、黒色が紅い唐傘を伝い落ちる。

　繭墨の唐傘に触れた途端、鴉は墨に戻っていた。

「だから言っただろう？　小田桐君。ボクにとって目の前の情景は、愉快である以上の意味がないと。つまり、こういうことだよ。異能を使っても繭墨あざかは殺せない。ボクを殺したいのなら、物理的に腹を裂くことだね。ナイフでも突きたててみれば、あっさりと死ぬよ。ただ、これじゃ駄目だ」

　繭墨は唐傘を閉じ、雨滴を飛ばすように振った。ただの墨に戻ったそれを、跳ね散らかしながら言う。

「異能で創つくられた生き物は、ボクに触れれば境界を見失い、溶ける──こんな脆もろい物もので、ボクが殺せるわけがないさ」

　だから、彼女はずっと笑っていたのか。

　観劇でもするように、目の前の光景を眺めながら。

　僕が呆然とそう思った時だった。突然、勢いよく腹を蹴り上げられた。胃がひっくり返りかける。悶絶する僕を振り返らず、当主は慌てて立ちあがった。そして彼女は筆を抜き放ち、床に文字を描いた。




『鷹たか』




　恐らく敵は、鴉の全滅に気づいていない。その隙を突いた攻撃だった。弾丸の様な速さで鷹は飛んでいく。数十秒後、遠くから悲鳴が響いた。鋭い男の声を聞き、僕達は顔を見合わせ、走り出した。長い廊下を行きすぎる。倒れている雄介を飛び越え、辿り着いた玄関には誰の姿も無かった。虎に食われた残ざん骸がいと、黒ずみはじめている血が広がっている。その中に、面が残されていた。作りかけにも見える無表情の面が、新しい水溜まりの中に転がっている。白いそれは、別の色で汚れていた。




　紅い、紅い色。




　血濡れた面を持ち上げ、僕は呟いた。




「─────終わった、のか？」




　その声に誰も答えない。

　ただ、何故か当主だけが辛そうに顔を伏せた。









StoryⅡ






　神とは何か？　神とは何者か？　神とはどのような事象か？




　それは、無数に答えのある問いだ。しかし回答者によっては、答えが一つしかない明確な問いかけかもしれない。零ぜろでも一でも百でもいい。それこそ星の数ほど──人の数と同じかそれを超えるだけ──答えはあるだろう。だが、正解はない。これは、そういう類たぐいの問いなのだ。あるいは、正解は己おのれの中にしかないと言ったほうが、正しいだろうか。『何』を信じるかによって、神とは無数に形を変える。




　結局、神とは自身の概がい念ねんなのだ。

　それ故ゆえに、神かみ卸おろしは、自身との戦いに他ならない。

　戦うべきは己だ。そして、それは人類に課かせられた義務であり信念でもある。




　─────自己との闘争。




　それは思考する生き物である人間には、逃れられぬ宿命だ。脳の中で終結する争いは、本能に従って生きる獣けものから見れば、あまりにも馬ば鹿かげたものだろう。生存競争を生き残り、子孫を増ぞう殖しよくさせるための効率を考えると、それは最も無意味な行動だ。だが、人として生きるため、この闘争は必要なのだと我々は思い込み、答えを模も索さくし続ける。




　我思う、故に我あり。

　そして、我が思う故に、神もある。




　自己を超ちよう越えつした先にこそ神はある。自身の概念を極限まで鋭利に磨き、『神』の形を見み極きわめ、それを卸す。『神卸し』は、自身の体から魂たましいを引ひき剝はがすのと同等の行為だ。信仰心のない人間は、狂気の沙さ汰たにでもいたらなければ、神など見えない。私が私の神を持っていれば、話は別だったのだろうか。もっと楽に私は、我が『神』の形を見極められたのだろうか。それとも、矮わい小しような人間の身では、信仰の有無など関係なく、同じ道どう程ていに迷うしかなかったのだろうか。どちらにしろ、人の身で人を超越するならば、そのための助けが必要だ。自身の身一つだけで、それが可能だと思うほど、私は自惚うぬぼれてはいない。




　私は神を卸すのだ。

　そのためには、神より上位に立たなければならない。




　故に、繭まゆ墨ずみあざか、私には彼女が必要だ。

　神を超えるための道具として。
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　湯の中にインスタントコーヒーを入れ、搔かき混まぜる。普段はブラック派だが、牛乳が余あまっていたので注そそぎ入いれた。黒と白の渦うずを見つめ、僕は溜ため息いきを吐つく。顔を上げると、繭墨はいつも通りソファーで寝ね転ころがっていた。狭い部屋の中を見回し、僕はコーヒーをすする。安っぽい苦みが舌の上に広がった。久しぶりの味を堪たん能のうしながらも、頭痛を覚えずにはいられない。

　見せかけだけの平へい穏おんは、決して歓迎すべきことではないだろう。

　繭墨霊能探偵事務所。空調の保たもたれた部屋は、相変わらず現実味に乏とぼしい。だが、普段よりもその感覚は麻ま痺ひしていた。ソファーに寝転ぶゴシックロリータ姿に、焦しよう点てんを合わせる。サイドにリボンが付き、レース地が幾枚も重ねられたスカートは、初めて見る代しろ物ものだ。ブラウスも新調したらしく、蝶ちよう型がたのコサージュが、豪ごう華かなフリルと共に首元を飾っている。知らないうちに新しい衣装は増えていくが、今度はいつの間に買ったのだろう。人形じみたその格好はひどく非現実的だが、今ではそれすらまともなものに見える。全ては、先日見た光景のせいだった。

　龍りゆうと虎とらの戦いなど、御お伽とぎ噺ばなしの出来事に過ぎないはずだ。

　壮そう絶ぜつなあの光景を脳のう裏りに描きながら、僕は繭墨に問いかける。

「ねぇ繭さん、僕達は本当に帰って来てもよかったんですか？」

「まだ言ってるのかい。小お田だ桐ぎり君。いまさらそんなこと言ったって、どうしようもないじゃないか」

　だってもう、帰って来てしまったんだからね。

　そう言い、繭墨は肩をすくめた。寝転がったまま、怠たい惰だに机の上を探る。指先で小さな箱を探り、中から何かをつまみあげた。鮮あざやかな金色のオレンジだ。珍しいと思ったが、よく見るとその半分がチョコレートで覆おおわれている。果物のコンフィをチョコレートでコーティングした菓子らしい。繭墨はそれを口の中に放り込み、唇くちびるを舐なめ取とった。

僕は改めて先日の出来事を思い返す。

　離り反はん者しやが血の跡あとを残し、姿を消した直後のことだ。水み無な瀬せ家の者達は、その多くが重傷を負っていた。彼らが死体を回収し、怪け我が人にんを治療する中、突然繭墨は言い放ったのだ。




　いわく───飽あきたから帰るよ。小田桐君。




「やっぱり、それで帰って来ていいわけないじゃないですかッ！」

「何だい何だい、君もなかなか納得しない人だなぁ。それじゃあ、もっとまともな理由を上げようか？　水無瀬家は、総力戦の結果疲ひ弊へいしていた。しかも、離反者と戦闘可能なのは当主殿お一人だ。それならば、あの場所に留まるメリットはないよ。怪我人が枷かせとなり、動きにくくなる恐れの方が甚じん大だいさ───たとえば小田桐君、ボクをかばって君が怪け我がをしたとするよ？」

　かつて繭墨によって、盾たて代がわりに、包丁の前に立たされたことを思い出す。

　にやりと繭墨は唇を吊つり上あげた。僕の腹を指さして言う。

「君の『鬼』は、目の前に倒れている人間を避さける、なんてことできるかい？」

　君が傷ついた時点で、その子は辺りの人間を食い散らかすんじゃないのかな？

　かつて、似たようなことを言われたことがある。僕は反論ができず、唇を嚙かみしめた。

　繭墨はさらに先を続ける。

「それにだよ、小田桐君。離反者はあれだけの生き物を生み出し、決して軽くはない傷を負おった。しばらくの間、直接的な襲撃はないだろう。それなのに、いつまでもあの家に留まるのはごめんだね。息が詰まるよ」

　白い壁で満たされた異様な部屋を脳裏に描く。だが、チョコレートの芳ほう香こうが途切れないこの事務所も、同じように異様だろう。そう思いながらも、僕は口をつぐんだ。異議を唱となえても恐らく無む駄だだ。僕は不満を飲み込み、繭墨の向かいのソファーに近寄った。いらだちを込めて足を上げ、そのまま振り下ろす。

　ぐごほっと妙みような悲ひ鳴めいを上げて、寝転がっていた雄ゆう介すけが潰つぶれた。

「どけ、邪魔だ。何故お前がここにいる」

「い、いきなりキックはひどくないですか、小田桐さん。俺おれ腰痛めてるんですよ？　ちょっと流石さすがにそれはないでしょう？」

「さらに痛める前に家に帰ったらどうなんだ？　むしろソファーから降りろ」

「ひどっ、蹴けり落おとさないでくださいって、マジでひどッ！　待ってくださいって、座り直しますから！」

「座り直すな、帰れ」

　僕の言葉を無視して、雄介はソファーの端はしに座り直した。現在の雄介は、自称怪我人だ。あの間の抜けた悲鳴があがった時、雄介は鴉からすの群むれに遭そう遇ぐうし、ブリッジで危機を脱したのだという。その際、腰を痛めたのだと主張しているが、僕の知ったことではない。療りよう養ようするなら、自分の家でやれ。暇ひまだからと言って、居座るな。

　そう言いつのろうとした時だった。突然ノックの音が響いた。何事かと思わず押し黙る。続いて、チャイムが鳴った。ピン、ポーンと妙にためらいがちな音が響く。

　何だ一体？

　違和感を覚えながらも、僕はインターフォンを手に取った。どちら様ですかと尋たずねるが、返事はない。嫌な予感が背せ筋すじを這はう。けれども次の瞬間、聞き覚えのある声が響いた。

『あっ………あの………』

　それきり声は黙ってしまう。先日見たばかりの、おどおどした眼まな差ざしが脳裏に浮かんだ。

　何故、彼がここにいる？

　不ふ審しんに思いながらも、僕は玄関に向かった。扉を開き、目を見開く。

　そこに、思ってもみない人物がいた。

　鋭利な印象を覚える目が僕を見上げる。濡ぬれたような黒髪と純白の着物が、マンションの廊ろう下かと盛せい大だいな不協和音を奏でていた。まるで彼女の存在だけ、生きる時代が違うかのようだ。

　水無瀬家当主。水無瀬白しら雪ゆき。

　彼女の背後にはあの少年がいた。何故か巨大な風ふ呂ろ敷しき包づつみを背負っている。

　嫌な予感がさらに加速した。

「何故、貴方あなたが」

　ここにいるのかと、尋ねることはできなかった。当主は無表情のまま、僕の隣となりを通過し、部屋に上がり込んだ。その足取りにためらいはない。少年も何度か頭を下げながら当主の後を追った。当主は堂々とした足取りで繭墨の前に立ち、彼女を見降ろした。

　繭墨は一瞬目を見開き、猫のように微笑ほほえんだ。

　当主の背中には、異様な迫力が渦巻いている。それを見ながら僕は思い出した。

　繭墨が帰ると言った際、最後まで反対し、残るよう引き止めたのは彼女だった。

「……あの、御当主、殿？」

　僕が恐る恐る声をかけると、パンッと鋭い音が響いた。当主は振り向きもしないまま、後ろ手に扇せん子すを開き、僕に向けた。目の前に突き出された文字を視線でなぞる。

『白雪と申します。お好きなようにお呼びください』

　パンッと再びそれを閉じ、当主───白雪は改めて何かを描き込んだ。

『あちらは、幸ゆき仁ひとと申します』

　視線を向けると、慌あわてて少年は礼をした。その間も、白雪は振り向かない。彼女は視線を繭墨に向けたままだ。再び扇子を閉じ、何かを描き込むと、彼女はそれを繭墨へ向けた。何が描いてあったのか、繭墨は唇を歪ゆがめて言う。

「これは、これは。変わった御ご仁じんが来たものだね。他に護衛も付けずにいいのかい？」

『一族の者達には、先日の襲撃の立て直しを任せてあります。我らは既すでに死に体。次に離反者が現れるなら、繭墨殿の傍そばでしょう。一族から生まれた害悪は、必ず一族が仕し留とめると申し上げたはずです。貴女様が我々の元を離れるというのならば、私が直じかに訪れ、お守りする他ありません』

　ソファーの背後に移動し、僕は視線で猛烈な筆の動きを追った。僕と雄介は、並んで首を傾かしげる。繭墨は、退たい屈くつそうにチョコレートを嚙かみ砕くだいて言った。

「守る、ね。それは少し違うだろう？　つまり、ボクという餌えさに張り付いて、離反者を君自身の手で仕留めたい───そういうことなんじゃないのかい？」

『解かい釈しやくはご自由に。行うべきことは同じです。最も早はや、一族の中で離反者と戦える者は私一人、相手は手負い──逃がしはしません。確実に仕留めてご覧にいれます』

　パンッと鋭い音が鳴った。扇子を閉じ、開き、白雪は鋭い眼差しで筆を走らせる。

『今度こそ───手出し御無用』

　繭墨は愉快そうに口元を歪めた。雄介が呆あきれた口調で呟つぶやく。

「……全然違うタイプだと思ってましたけど、この人、繭墨さんに似てませんか？」

「……………似て、るか？」

「いや、何ていうんでしょう……自分の思った通りにしか動かないタイプって言うか。我がが強いって言うか」

　ソファーの背に隠れ、こそこそと話す僕達を一いち瞥べつし、白雪は再び筆を走らせた。

『最早一族の者を犠ぎ牲せいにはできません。足止め役すら彼らが果たせないなら、私一人で相手をするのみ。私とて、無駄な犠牲など望んではおりません』

　そう描き、彼女は強く僕を睨にらみつけた。何故、そんな目をするのか。思わず息を飲むと繭墨は楽しげに手を叩たたいた。

「まぁ、別にいいよ。君がそれほど言うのなら好きにしたまえ。追いだしても出ていく気はなさそうだしねぇ？」

　カラカラと彼女は笑い、幸仁に視線を向けた。巨大な風呂敷包みを背負った彼の姿は、まるで一昔前の泥どろ棒ぼうだ。返事を待つ白雪に、繭墨は頷うなずいた。

「と、いうわけだ。ボクの傍にいたいと言うのなら好きにしたまえ。ただ、残念なことに居間はもうボクらでいっぱいだからね。泊まりたいと言うなら、適当に部屋を掃そう除じするといいさ」

　繭墨は扉を指さした。白雪は頷き、幸仁を連れて移動する。廊下に出て、隣室の扉を引き開けたところで、彼女は固まった。訴うつたえかけるような眼差しを向けてくる。だが、残念ながら、居間以外の部屋は、二つとも似たような惨さん状じようだ。

　繭墨の私室は、雑多な物と服で溢あふれかえり、小さな樹海を形成している。

　白雪は無言で固まっていたが、不意に動きだした。一瞬、決意がくじけかけたようだが、諦あきらめる気はないらしい。彼女は幸仁を手て招まねき、風呂敷から何かを取りだした。たすきで着物の袖そでを上げ、力強い足取りで部屋の中に消える。数秒後、勢いよく中からがらくたが飛びだしてきた。幸仁が慌てながらも、それらを拾ってまとめていく。繭墨は腹をよじり、大笑いを始めた。

「いやいやいやいや、何だいこれは。意外性がありすぎて逆におもしろいよ」

　しかし、ああやって物を放り出してどうするのか。もしや廊下に積むつもりなのか。

　冷や汗を流して見つめる僕の袖を、不意に繭墨が引っ張った。

「しかし、あの服装は動きにくそうだね。小田桐君、何か動きやすい服を買ってきてあげてくれるかな？　上下一ひと揃そろいだけでいいよ。他は部屋に転がっている未使用品を好きに使わせるさ。ただ、御当主がゴシックロリータを着るとも思えないからね。着物のまま派手に動いて破れでもして、大騒ぎになるのはごめんだからね」

「わかりました。良い考えですね。白色は汚れやすそうですし、行ってきますよ」

　繭墨らしくない気づかいだが、いい提案だった。確かにあの服では動きづらい。僕は大人しく頷き、立ちあがった。その前に一度キッチンに向かう。廊下に出ると、幸仁にゴミ袋と二人分の茶を手渡した。

「疲れたらこれを飲んでくれるか？　後で僕も手伝うから、くれぐれも無理はしないように」

　無理をされれば、後が怖い───気がする。

　幸仁は無言で頷いた。横を向くと、巨大な本を引きずり出している白雪と視線が合う。すると、彼女は一度視線を落とし、やはり睨みつけてきた。たじろぎながらも居間に戻り、繭墨に行って来ると声をかける。

　そこで、大事なことを思い出した。

「ところで……繭さん？　お金は」

「いやだなぁ、何を言ってるんだい小田桐君？」

　あっさりと、繭墨は笑顔で答える。




「自腹に決まっているじゃないか。そんなもの」
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　つまり予想できなかった僕が馬鹿だったのだ。




　そう毒づきながらも、大人しく事務所を出る。遠い繭墨の部屋を見上げながら、人間とは諦めを覚えるものだとしみじみと思った。この扱いに慣れていく自分が怖ろしい。




　繭墨のマンションの前の道は東から西に向かって、緩ゆるやかな坂になっている。坂の上は、山を背に女子高と女子大があり、周辺には公園や広場が多数点在する。坂を下れば閑かん静せいな住宅街が続き、ショッピングモールに行きつく。利用客に学校帰りの女性が多いためか、ショッピングモールには若い女性向けの店てん舗ぽが多い。北側には大型百貨店があり、ショッピングモールとは歩ほ道どう橋きようで結ばれていた。通路と店舗をさまよった結果、僕は無難に百貨店を選んだ。女性客に紛まぎれ、一人で女性物の服を選ぶ勇気はない。




　歩道橋に足をかけた時だった。顔を上げると、空に金きん魚ぎよが飛んでいた。

　華やかな街の一角。薄青い空に、紅あかい魚が浮かんでいる。




「─────えっ？」

　ふわりと紅い尾ビレが宙を舞った。思わず目をつむる。目を開くと、そこには何にもいなかった。ただ青空だけが広がっている。見間違いかと安あん堵どした瞬間だった。




『ありえない』と思うから『ありえない』。それは全て君が思うことだよ、小田桐君。

　我思う、故に我あり。疑うことから全ては始まる。君の平穏は、君が決めたまえ。




　脳裏で繭墨が囁ささやいた。僕は全身を走る不吉な予感を振り切り、百貨店へ向かった。







　店頭に並べられた商品はかなり高価だった。何故これが二万近くするのかと、涙を飲み込みマネキンが着ていた服を選ぶ。リボン付きのニットワンピースだ。黒の柔らかな布地が使用され、動きやすそうに見える。袖口を白いリボンがライン状に飾ったそれは、店員の言葉通りなら、人気商品だという。白雪にも似合いそうだし、無ぶ難なんな選せん択たくに思えた。

　ところが、マンションに帰ると盛大な非難が待っていた。

　繭墨と雄介は、服を目の前にして顔を見合わせた。何故か非常に嫌そうな顔をしている。それから同時に口を開いた。

「あのねぇ、小田桐君。動きやすい服を買っておいでって言っただろう？　適当にシャツとジーンズとかでよかったんだよ？　なんだいこれは。プレゼントか何かかい？」

「しかも見るからにお嬢じよう様さまなセレクトですよね、これ」

「ってか君の好みだろう。君、あからさまに清純派好きだしね」

「無意識にこそ本音が出るって言いますしね」

「まさか御当主の服に、趣味に走った物を選ぶとは流石のボクも思わなかったよ」

「人に買わせておいて、いい加減止やめてもらえませんか？　本気で殴なぐりますよ」

　雄介の頭を締しめあげながら、繭墨に向かって言う。二人の反応は散々だったため、白雪の前にも覚悟して持って行った。片付けを続けている二人の元へ向かい、半なかばやけくそで声をかける。だが、予想に反して当の白雪は怒らなかった。服を渡すと、繭墨からあらかじめ聞かされていたのか、彼女は大人しくそれを受け取った。肩の部分を摑み、表裏と回転させ、呆然と眺める。幾度か瞬またたきを繰り返した後、彼女は恐る恐るといった調子で袖を撫なでた。そこで、僕はある事実に思い至った。

「あの、もしかして洋装は初めてですか？」

「………」

「気に入らなければ、無理に着なくても構わな」

　白雪はキッと顔を上げた。思わず怯ひるむと、幸仁に背中を押される。二人で廊下に出ると、着替えにしては長すぎる時間が過ぎた。しばらくして、扉が開く。白雪はもしかして苦労したのか、ぼさぼさの髪を整えながら、不安そうに足を見降ろした。きょろきょろと首を動かす姿は、どこか幼く見える。ワンピースを着た姿は、鋭利さが削そげ落おち、柔らかな印象になっていた。それでいて、黒と白のシンプルな色合いが、しっくりと調和している。白雪は無む防ぼう備びさが気になるのか、足を見て、手を見て、それから僕を見て、何故かびくっとなった。一瞬逃げ場を捜すように視線を動かし、諦めたのか、睨みつけてくる。それに怯えながらも、僕は自分が間違っていなかったことを確信した。












　やはり、よく似合っている。

　のだが、口に出せば怒られそうな雰ふん囲い気きだ。

　白雪はしばらく立ったままでいたが、突然きびすを返した。そのまま座り込み、また掃除を始めようとする。だが、廊下に並んだ物を見る限り、片付いている様子は微み塵じんもない。このまま彼女に任せても時間の無駄だろう。埃ほこりだらけのレコードに苦労している背中に、僕は声をかけた。

「すみません。もう任せておけません、代わりにやりますから、休んでください」

『手出しは無用です。これは私が』

「貴方のためだけじゃありません。廊下を塞がれるのも困りますし、物が壊れるのも怖いので。今夜使うことができる程度には整理しますから、どうか休んでください」

　白雪の視線に耐たえながらも、半ば無理やり追いだした。乱雑さが増しただけの部屋を眺める。ひどいありさまだが、やる気が胸の奥から溢れ出て来た。これを機会に繭墨の樹海を一いつ掃そうするのもいいだろう。普段から掃除しろと言っているのに、聞いてくれなかったのだから、願ったり叶かなったりだ。

　こうなったら、一いつ切さい合がつ切さい捨ててやる。

　腕まくりをして気合いを入れる。顔を上げた時だった。服の山の向こう、汚れた窓ガラスに何かが映った。暮れ始めた空に、目に滲にじむ紅あか色いろがふわりと柔らかく弧こを描く。

　金色の濡れた眼球が僕を見た。

　黒い瞳どう孔こうがぬらりと光り、背そむけられる。

　紅い金魚が、空を泳いでいる。

　僕が目を見開くと、金魚は身を翻ひるがえした。ふわりと高く浮かび上がる。金魚はヒレを柔らかく動かし、水を搔くように空を泳いでいなくなった。紅い金魚。その大きさは道で見かけた時より、一回り成長している気がした。

「何だ………あれは？」

　不吉な予感が再び蘇よみがえる。僕は思わず歩き出した。一応繭墨の耳に入れようとリビングへ向かう。一歩足を踏み入れると、そこには妙な緊張が漂っていた。雄介がリモコンを握り、テレビを睨んでいる。繭墨も珍しく画面を注視していた。そこには重々しいＢＧＭを背景に、恐怖を煽あおるのが目的らしい、紅いテロップが浮かんでいる。




『血のない死体』




「交通事故で死亡した被害者の体から、血が抜かれていたそうですよ。死因は頭部強打による頭ず蓋がい骨こつ骨折。それなのに死亡後、全身から血液が抜かれていた……轢ひいた加害者の方は、何も覚えがないそうです。事故後、直ただちに警察に連絡した、と」

　雄介が端的に内容を解説する。奇妙な事件だった。誰だれが何の目的でやったのか。あるいは、『誰もやっていないのか』、それすらわからない。これはもしかして、人の手ではなく何かの怪異によるものかと、僕は繭墨に視線を向ける。だが、彼女は答えなかった。

　代わりのように、カチカチと歯の鳴る音が響いた。

　思わず振り向くと、幸仁が蒼そう白はくな顔で震ふるえていた。繭墨と雄介も彼に視線を向けるが気づいた様子はない。白雪が慌ててその肩に触れる。同時に、繭墨が口を開いた。

「もしかして………何か知っているのかい？」

「…………ッ」

　幸仁は狂ったように首を左右に振った。真一文字に引き結ばれた唇は、言葉を出すことを拒否している。これ以上、問いかけても時間の無駄だろう。すると、繭墨と雄介は視線を合わせ、立ち上がった。

「さて、御当主。そう言えば、伝え忘れていたことがあったんだ。君がさっき廊下に放り出していた物についてなんだけどね。ちょっと来てくれるかな？」

　繭墨はそう言い、白雪を廊下へ連れ出した。何か壊した物でもあったのかと、白雪は大人しく繭墨に従う。次の瞬間、雄介は指をボキボキと鳴らし、爽さわやかな笑顔を見せた。

　嫌な予感しかしない。

　それは幸仁も同じだったのだろう。小動物じみた素す早ばやさで、彼は白雪の後を追おうとした。だが、雄介にガッチリと肩を摑まれ、引きずり戻される。パタリと無残に扉は閉じた。次の瞬間、雄介は幸仁の足に蹴りを入れた。彼を床に転がすと、足を摑みソファーに飛び乗る。

　あっと言う間に、幸仁の逆さかさ吊づりが完成した。

　恐怖で悲鳴すら上げられないのか、幸仁はびちびちと蠢うごめいている。

「雄介、お前ちょっと待てそれはひどすぎる」

「今回は口出し無用ですよ、小田桐さん。これすなわち繭墨さんの意思ですから。さぁ話しましょう。すぐ話しましょう。さっさと話しましょう。楽になりますよー？」

　めそめそと幸仁は泣きだした。突然逆さ吊りにされて鉄てつ壁ぺきの意思を保てるほど、彼の精神力は強くないらしい。あっさりと幸仁は口を割った。

「し、しらみね………さまが」

「しらみねさま？」

「しらみねさまが、家を出られた時と……同じで。血の無い死体が、たくさん……」

　僕と雄介は顔を見合わせた。しらみね様が家を出た時と同じとは何か。過去、水無瀬で『何が』あったのか。さらに、家を出たという『しらみねさま』とは、誰なのか。

　水無瀬の家を出た人間は、恐らく非常に少数だろう。

　それは、もしかして離反者のことだろうか。

　それならば、何故、様と呼ぶのか。

「なるほどねー、それじゃあ、もっと詳くわしく語ってくださいよーはい一気、一気ッ！」

　雄介は、幸仁をブンブンと上下に振った。流石にそれは止めろと言おうとした瞬間だった。まずいと思う間もなく扉が開いた。引き止めることに失敗したのだろうが、よりにもよって最悪のタイミングだ。

　白雪は、少しだけ目を見開き僕達を見た。

　その顔が般はん若にやの迫力をまとうのに、そう時間はかからなかった。




『何を思ったのか知りませんが、人の従じゆう者しやに嫌がらせをするなど、繭墨殿の従者とは思えぬ行いです。失望いたしました。まさかこのようなことを……』

　文字に怒ど鳴なられるのは初めての経験だ。正座の足が痺しびれて辛つらい。また、僕は繭墨の従者ではないので、その点は訂正願いたかった。

『聞いていますか？』

　聞いているというか、読んでいる。泣いている幸仁には申し訳なく思うが、雄介の隣となりに座るべきは、ソファーでくつろいでいる繭墨だ。けれども、訴えたところで繭墨は全力で言い逃れをするだろう。僕は殊しゆ勝しようにうつむき、煙草たばこを吸すいたい衝動を嚙み殺した。

　その時、電話が鳴り響いた。僕が動けないせいで、取る者は誰もいない。繭墨は無視を決め込んだが、ベルはいつまでたっても鳴り止まない。諦めたのか、繭墨はソファーから飛び降り、受話器を手に取った。相手は誰なのか、退屈そうな口調で挨あい拶さつを交わす。だが、すぐに切ってしまった。話途中だったのか、相手の慌てた声が電話口で搔き消える。

「………どうしたんですか、繭さん」

「ボクの家の電話が鳴るなんて一つだろう？　依頼だよ。ちょっと知人からね。ただ、ボク好みの内容ではなかったから、聞くだけで断らせてもらったよ」

　あぁ嫌だ、嫌だ。この物ぶつ騒そうな時に。

　繭墨はそう言うが、好みの依頼なら、どんな状況でも彼女は受けるだろう。それこそ危険などお構いなしだ。客にとっては理不尽な話だった。ソファーへ足を運びながら、繭墨は先を続ける。

「『空を飛ぶ金魚を捜さがして欲しい』なんてね。捜し物なら、別の人に頼むといい」

「──────はぁっ？」

　思わず間の抜けた声が出た。ぴたりと繭墨は立ち止まる。レース地のスカートの裾すそを翻し、彼女は僕の顔を覗のぞき込こんだ。

「どうしたんだい小田桐君。随分間の抜けた声だねぇ？　何か心当たりでもあるのかい？」

　あるも何も、それは先ほど目撃した代物だ。空を飛ぶ金魚の話をすると、繭墨は眉まゆをしかめた。ふぅんと呟き、何を思ったのかきびすを返す。応こたえるように激しく電話が鳴り響いた。繭墨は白い指を絡からめて受話器を取り、相手が何かを言う暇なく口を開いた。

「その依頼、受けるよ──望み通り、君の元へ行こうじゃないか。待っておいで」

　ガシャンッと繭墨は電話を切る。嫌な予感を飲み込み、僕は恐る恐る尋ねた。




「好みの依頼では……なかったのでは？」




　繭墨は応えず、代わりのように微笑んだ。





　　　　＊　＊　＊






　その屋や敷しきは、金魚屋敷と呼ばれている。

　金魚に取とり憑つかれた主人が、金魚に囲まれ暮らしているという。

　そこは金持ちが道楽の果てに辿たどり着ついた場所であり、狂気的な楽園だ。




　それが、繭墨に事前に聞いていた情報だった。繭墨どころか、白雪まで同行すると言って聞かないので、僕は車を出すことにした。マンションの地下駐車場から、繭墨所有の車を借り、恐る恐る走らせる。途中から高速道路に乗って、海沿いに東へ向かった。パーキングエリアで休息を挟はさみながらも、目的地を目指す。出口から道なりに進み信号を右折。後は、繭墨の指示通りに走らせると、港の近くに一棟だけ異様な建物があった。工業地区が近いためか、辺りに民家はなく閑かん散さんとしている。そこにある建物は美術館か何かにも見えるが、それにしては異様だった。

　円筒形の建物の上に、ドーム状になった屋根が載のっている。その頭頂には、妙な飾りがついていた。風かざ見み鶏どりによく似たそれは、尾ヒレを広げた赤あか錆さび色いろの金魚だ。

　青錆色の外壁からは、重苦しい印象を覚える。建物全体がどこか牢ろう獄ごくめいていた。棒に似た飾りが、全体を取り囲むように、外壁に沿って並んでいる。それを眺めた時点で、僕はやっと気がついた。

　この建物は、鳥とり籠かごの形をしている。

　チャイムを押すと古風なベル音が響き渡った。分厚いドアが徐々に開いていく。隙すき間まから、生なま臭ぐさい風が香った。中から姿を見せたのは、紅い着物を纏まとった幼い少女だった。黒く大きな目が僕を見上げる。その瞬間、僕は戦せん慄りつを覚えた。

　少女の目は異様だった。そこには感情が一切ない。ただ無表情に濡れ光っている。彼女が振り向くと、紅く柔らかな裾がふわふわと宙ちゆうを舞った。少女が、歩き出してもなお、僕は動き出すことができなかった。

　彼女の目は、魚のものによく似ていた。

「ぼうっとしないでもらえるかな、小田桐君？　後を追わないと間に合わないよ」

　繭墨に背中を押され、我われに返る。歩き出すと、薄暗い廊下には無数の鳥籠がぶら下がっていた。恐らく、中国のアンティーク物だろう。くすんだ色合いの木が編あまれ、下に六角の箱が付いている。その端すみ々ずみには、精せい緻ちな麒き麟りんの彫ほり細ざい工くがなされていた。大小様々な鳥籠の中に、鳥は一匹も入っていない。天てん井じようを埋めるそれらには、全て中心に球型の水すい槽そうが取り付けられていた。

　その中で、金魚が泳いでいる。

　紅に黒、白。様々な色合いの金魚が宙を泳いでいる。中にはあからさまに奇形としか思えない形をしている物もいた。幾匹もの金魚が宙吊りになり、水の中を優雅に踊っている。視線を前へ移すと、ひらひらと舞う着物の裾が目に入った。闇やみに紅色が溶け、水に浮かんでいるようにも見える。

　それは、まるで金魚のヒレのようだ。

　廊下を抜けるとホールに辿り着いた。少女は部屋の中心に駆け寄り、そこに置かれた長なが椅い子すの端にうずくまった。ホールの天井は、廊下よりもさらに多くの鳥籠が埋めている。天井から何百という鎖くさりが伸び、その先の全てに鳥籠がついていた。中で泳ぐ金魚達は、まるで百年も昔から、そうして飾られているかのようだ。壁際に目を移すと、窓の代かわりのように水槽が埋め込まれている。その横に、螺ら旋せん階かい段だんが伸びていた。壁には水槽だけでなく扉が付いているので、どうやらこの部屋を中心として、他の部屋には階段を昇って移動するらしい。異様な造りだった。空間を無駄に使い過ぎている。

　くるくるとガラスの内側で鮮やかな金魚が踊る。

　気が狂いそうだった。

　この屋敷は、徹底的に歪んだ美意識に合わせて造られている。




　不意に、繭墨の言葉を思い出した。

　ここは、とある老人が造りあげた狂気的な楽園なのだという。




　僕は前方に視線を移した。ホールの中央、脈絡なく置かれた長椅子の上に、一人の老人が座っている。豪ごう奢しやな服に包まれた体は、肉にく塊かいじみた域まで肥満していた。その横には二人の少女が控えている。紅と黒の着物の裾が、床まで柔らかく流れていた。その肌は異様に白く、ぬらりと光る目を覗いていると、多大な違和感を覚える。

　まるで、魚の目を覗き込んでいるかのようだ。

　見つめても、何も返らない。

「かわいい子ですねーこんにちはー」

　何も感じないのか、へらりと雄介は笑い、手を振った。今回もいつの間にか付いて来ている。気がついたのは高速道路に入ってからだったので、捨ててくることもできなかった。少女は当然のように何の反応も返さない。だが、一瞬だけ僅わずかに顔を上げたような気がした。それを確かめる暇もなく、繭墨が前へ進み出た。ゴシックロリータに包まれた美び貌ぼうが、凜りんと前を睨む。彼女は紅い唐から傘かさを開き、肩に載せた。その姿も人間離れしているが、少女達とは明確に違う。

　言葉にするのならば、人の形をした化け物、だろうか。

　沈黙が降りる。それを濁にごった笑い声が搔き消した。繭墨と睨み合った老人が、膝ひざを叩いて笑い出す。

「いやはや、お久しぶりですなぁ、繭墨様。この老いぼれの訴えを、よくぞ聞いてくださった。そして貴女あなた様は相変わらずだ。私のことをヒキガエルでも見るような目をしていらっしゃる」

「自覚はあるようで何よりだよ。でも一つ訂正させてもらうなら、ボクはヒキガエルを見るときにこんな目はしないよ。別に嫌いな生き物ではないからね」

　さらに老人は笑い声を上げた。それは、瀕ひん死しの病人が咳せきをする音にも似ている。

「君こそ相変わらずだね。ボク達が会うのは久しぶりだと言うのに、何とも図々しい──繭墨の女を一人欲しい。譲ってくれないかと、君が恥知らずにも頼んできて、ボクが断り早数年。そこの二人は美しく育ったじゃないか？　人を金魚扱いすることが、まだ好きなようだね。その歳としで児じ戯ぎにふけるとは、恥知らずないい趣味だよ」

「お褒ほめにあずかり光栄ですよ。ですが、私が一番コレクションに加えたかったのは、誰よりも貴女様なのですがね、繭墨様。繭墨様なら、さぞや美しい金魚になられたでしょうに、残念ながら繭墨様の瞳ひとみも口も醜みにくく育ちすぎた───実に残念でなりませんよ。その白肌を見る度、そう思わずにはいられませんなぁ。繭墨様は『私がこの手でお育てするべきだった』」

　ぞくりと僕の背筋を寒気が駆け降りた。思わず二人の少女に視線を移す。生気のない瞳が僕を映した。彼女達に、感情らしきものはいっさい見られない。彼女達の動きといえば、時折、息をするためにぱくりと口を開くだけだ。それすら、金魚を思わせる。

　感情のない瞳。言葉を吐はかない口。

　私が育てるべきだった。

　それは、一体どういう意味だ？

「それにしても……もう一人いなかったかい？　ほら、あの時、君が傍に侍はべらしていた女性だよ。確か、その二人の母親だろう？　彼女はどうしたんだい？　まだ死ぬには早い歳のはずじゃないか？」

　繭墨が尋ねると、少女達は顔を上げた。次に滑なめらかな動きで老人のことを見上げる。

　その目は相変わらず無感情だ。老人は、彼女達に視線を向けることなく答えた。

「アレなら、もう子供を産めなくなりましたので、別の場所にやりました。鑑賞に耐えうる年齢も、とうの昔に過ぎていましたからなぁ」

　別の場所とはどこだろうか。その女性はどこに連れて行かれたのだろうか。何よりその物言いに、僕は嫌悪感を覚えた。

　人は鑑賞するための生き物などでは決してない。

　そう思った時だった。左手から異様な気配を感じて、僕は全身に鳥肌を立てた。傍に獣がいるような錯覚を覚える。水無瀬の家で、虎を間近にした時と近い気配だ。

　慌てて視線を向けると、雄介が獰どう猛もうに笑っていた。髑どく髏ろのように歯を剝むき出だして、彼は老人を見つめている。怒りを孕はらんだその目は、獣のソレを連想させた。

　その理由を、僕は不意に理解した。

　この老人は、彼の父親とよく似ている。

　嵯さ峨が雄介は平気で人を殺す。だが、彼が明確な殺意を持った相手は、恐らく彼の父親ただ一人だけだ。憎悪を剝き出しにした彼の反応も、それを考えれば当然かもしれなかった。

　人が人を憎むのは仕方がない。

　それは僕が咎とがめるべきことでも、咎められることでもない。

　雄介の凶暴な笑顔から、僕は視線を逸そらせた。すると、雄介の背後で顔を伏せる幸仁が目に入った。彼は泣きそうな顔をしている。まるで、何か悲しいことでも思い出しているかのようだ。

　───────何だろうか？

　声をかけようかと思った次の瞬間、目の前を白い紙が過よぎった。白雪は、老人には見えないように扇子を開き、僕に向けた。

『彼は愚ぐ物ぶつです。女性は金魚ではありません』

「………………ええ、全面的に同意します」

　戸と惑まどいながらも答える。すると、白雪は微かすかに頷き、扇子を閉じた。振り向くと、幸仁は目を擦こすり、顔を上げたところだった。彼は首を幾度か振って前を見つめる。

「それで───君の依頼は『空を飛ぶ金魚』を捕つかまえたいということでよかったかな？　一度断ってしまって、悪かったね。うちの小田桐君が『空飛ぶ金魚』を目撃したらしい──君も知っての通り、金魚は空を飛ばない。人の『常識』を破る物が出現したのならば、それは『怪異』か『異能者』の仕し業わざだよ」

　繭墨がかつて口にした言葉が、耳元で蘇った。

　人の常識を超えてこその、異能者だ。

　彼らは時に夢を渡り、天井に龍を生み出す。

　金魚くらいならば、驚くには値あたいしない。

「だから、君もボクに依頼したんだろう？　毒をもって毒を制す。異能者の生み出した存在を捕えるなら、異能者に任せるのが一番だ」

「ええ、おっしゃる通りです。私が繭墨様に依頼をしたのは、あの不思議な金魚を手に入れるため。特に、あの金魚は繭墨様の街でしか目撃されておりません。それなら、きっと貴女様か、他の異能者が関わり合いになっているのだろうと考えましてなぁ。この老おいぼれの耳にも入っておりますよ。貴女様と水無瀬の……」

　そこで老人は息を飲んだ。繭墨の背後に佇たたずむ細い影に視線を移す。白雪は動じることなく凜と顔を上げた。

「水無瀬の……？　いや、そんなはずはありませんな。まさかそのような服装をした水無瀬、の……いや、まさか？」

　老人は徐々に目を見開いた。白雪の服装はあのニットワンピースだが、もしかして、僕は何やら、怖ろしい選択をしてしまったのだろうか。白雪は老人に反応することなく黙ったままだ。答える気すらないらしい。狼ろう狽ばいする老人に対して、繭墨は声をかけた。

「まぁ彼女が誰であろうと別にいいじゃないか。それよりも金魚のことだけれどね。あの金魚は、きっと血を飲むんだ。捕まえるのなら、餌を用意するのが最も楽だろう。誰が作った物であろうと、アレは魚さ。知恵はないだろうからね」

　食欲に、敵かないはしないよ。

　繭墨がそう言うと、老人は特に異論を唱えることもなく頷いた。僕は眉をしかめる。

　──────血を、飲む？

「繭墨さん、それはもしかして、血の無い死体とあの金魚が関係しているということですか？」

「まぁ、そういうことだね。いいかい、小田桐君。もしもこれが正解なら、事態は大分悪化しているよ。嫌な話さ────面白くもなんともない」

　繭墨は口をつぐんだ。後を続けるつもりはないらしい。彼女は老人に向き直った。

「───というわけさ。おびき寄せるために、餌を用意したい。なるべく大量の方がいいと思うんだけどね。君の方で準備はできるかい？」

「困りましたなぁ。今は潰せる魚がおりません。なかなか難しいものがありますな」

　潰せる魚。それは本当に魚なのだろうか。吊り下げられた鳥籠には、異様に大きなものもあるが、それでも魚から取れる血の量はたかが知れているだろう。

　それなら、『潰せる魚』とは何なのか。

「それよりも繭墨様……貴女様の血ならば、少量でも効果があるのでは？　何せ、一族の中で、神と崇あがめられる者の血だ。その血を、喉から手が出るほど欲しいやからもおりましょう」

　老人はいやらしく笑ってそう言った。

　神の血は、人の血よりも尊とうとい。

　金魚が血に魅ひかれる生き物ならば、繭墨の血は馳ち走そうのはずだ。そう老人は言うが、繭墨はあっさりと答えた。

「いやだね。否定はしないけれども、お断りだよ。これがボクのせいで引き起こされた状況ならともかく、他人のせいで血を流す気はないさ。刃物だろうが、注射器だろうが、まっぴらごめんだね」

　繭墨はそう言いきった。その言葉を聞き、僕はかつて彼女に手渡された首飾りを思い出した。硬質なガラス球の中には、繭墨の血が揺ゆれていた。彼女は、何個も作れるものではないと言っていたが、もしかしてアレは、彼女の僕に対する、唯ゆい一いつにして最大の気づかいだったのだろうか。

　必ず殺されるという繭墨の運命。それに、僕を巻き込みかけたことに対する。

「しかし困りましたなぁ、それでは餌が……」

　ないと老人が言いかけた時だった。すっと白い手が挙あがった。白雪が挙きよ手しゆをする。全員の視線が集まったところで、彼女は扇子を開き、筆を走らせた。老人が目を見開く。

　これで彼にも、わかったことだろう。

　彼女が一体何者なのか。

『私が血を流しましょう。繭墨殿のように生き神と呼ばれてはおりませんが、私も異能者です。ただの人の血よりは、貴重でしょう』

　するりと袖をまくり、腕を見せて彼女は言った。その肌は白く、傷一つない。

『水無瀬の血を、飲み飽きたとは言わせません』

　今、何と言ったのか。そう問いかけることはできなかった。老人が目くばせすると、紅い着物の少女が立ち上がった。壁際に近寄り、何かスイッチを押す。鳥籠の一つが、ガコンと軋きしみながら下がってきた。その中に金魚はいない。空からのガラス球の下に置かれた皿を、彼女は持ち上げる。

　水が零こぼれるのを防ふせぐために置いてあるのだろう。深い銀皿だ。彼女は白雪の前にそれを置いた。

　白雪は、腕に開いた扇子を押し当てた。ぴたりと紙が柔らかな肉に触れる。スパンッと鋭い音が響いた。一瞬で血が飛び散り、茶色の床に弧を描く。血の流れ落ちる腕を彼女は銀皿の上に突き出した。紅色が零れていく。白い肌にその色彩がひどく生々しい。

　白雪は表情一つ変えなかった。血が澄んだ音と共に皿に落ちる。十分な量が溜たまったところで、僕はその腕を摑んだ。強く押さえ、ハンカチを取り出すと止血をする。白雪は驚いたように顔を上げた。血を溜めるためとはいえ、潔いさぎよく切りすぎだ。流れる紅を止めようと、腕の根元を縛ろうとした時だった。

　滴したたる紅色に、指先が触れた。

　その瞬間、別の映像が彼女の顔に重なった。

　目を見開き、幼い子供が泣いている。彼女は硬く唇を閉ざし、何かを嫌がるように首を振った。丸い頰ほおを、幾いく筋すじもの涙が零れていく。不意に何人もの大人達が、その顔に手を伸ばした。幼い唇に、無骨な指が食い込む。何本もの手が一斉に、無理やり彼女の口を開こうとする。抗あらがうことができず、彼女の唇は徐々に開いていく。




　その中に、紅い舌が見えた。




　ブツリと映像は途切れた。気がつくと、白雪の腕に繭墨が包帯を巻いていた。処置が全て終わり、丁てい寧ねいに止血をしたのを見て、僕は慌てて手を離した。

「随分と鋭い物で切ったからね。これで、跡は残らずに繫つながるはずさ。それにしても、君は筆で何か描くより、その扇子で切りつけた方がいいんじゃないのかい？」

「…………」

　繭墨の軽口に、白雪は返事をしなかった。ただ血の滲む包帯を眺めている。銀の皿は、ひと際大きな青銅製の鳥籠にしまわれた。複雑に編まれた籠の側面に、金魚の立体的な彫刻が付いている。ガラス球の下で、紅をたたえた水面が揺れた。思わず僕は尋ねる。

「─────これだけ、ですか？」

「まぁ、これだけ、だよ。この鳥籠は特別製だからね。繭墨家とも水無瀬家とも違う、別の異能者が作った物さ。中に入れば扉が落ちる──単純な仕掛けだが、造りは強固だよ。そうたやすく出られはしないさ。相手がどんなに変わった金魚でもね」

　鳥籠はカラカラと鎖で宙に吊り上げられ、安置された。僅かに軋んだ後、止まる。

「それに───金魚がボクの思っている通りのものなら、必ず来るはずだよ。アレはボク達の傍にいる」

　繭墨の目が闇の中光った。思わず僕は辺りを見回すが、どこにも紅い影はない。ただ、床に散った白雪の血と、繭墨の唐傘だけが目に滲んだ。

「さて、これでおしまいだ───悪いんだけれどね、一晩待たせてもらえるかな？」

「ええ、このような屋敷ですが、客人を歓かん待たいする準備くらいはございます。一晩、ごゆるりとおくつろぎを」

　老人は肥満した腹を僅かに曲げた。もしかして、礼をしたのかも知れない。紅と黒の少女は、それを合図に長椅子から跳び降り、身を翻して歩き出した。螺旋階段に足をかける。どうやら、客室に案内してくれるらしい。カンカンと高い足音が響いた。後に続きながら、螺旋の底を見降ろす。よく見れば、床は茶色ではなく、くすんだ紅色をしていた。




　巨大な金魚の絵が、そこには描かれていた。





　　　　＊　＊　＊






　螺旋階段の途中、三つめの踊り場で少女達は立ち止まった。静かに扉を引き開ける。中は意外にも、ホテルのように整った客室になっていた。白雪と繭墨が同じ部屋に泊まり、僕と雄介、幸仁がその上の部屋に泊まることにする。幸仁は絶望的な顔をしたが、白雪は気がつかず部屋に入った。次の踊り場に辿り着く。すると雄介は少女達を振り返り、その手を摑んだ。

「案内ごくろーさま。せっかくですし、ちょっと遊んで行きましょうよ。さぁさぁ」

「─────は？」

　驚く僕を尻しり目めに、雄介は無抵抗の少女達を部屋に引きずり込んだ。パタリとドアが閉まる。幸仁は僕を振りかえりつつも、不安そうに雄介の後に続いた。

　遊ぶ───あの雄介が？

　不安に思いながらも、部屋の位置を把は握あくしたのできびすを返す。雄介は昔、義妹を大事にしていた。幼い子供を傷つけるような真ま似ねは絶対にしないだろう。

　それは彼の父親がしたことと、同じ行為だからだ。

　僕はまだ、部屋に落ちつくわけにはいかない。

　繭墨に、聞いておきたいことがあった。




「───あの老人はね。無類の金魚好きなんだよ。種類は問わず、むしろ奇形に価値を見み出いだしているようだから、収集家としては異端だね」

　繭墨はベッドの上でネグリジェの足を組み、そう言った。もう出歩かないつもりか、くつろぐ気でいるらしい。絨じゆう毯たんの敷かれた部屋の中は、窓のないことを除けば、ホテルの一室と何ら変わりなかった。素足を揺らして、繭墨は先を続ける。

「たとえば、以前、彼は火の中でしか生きられない金魚を捕とらえた。それは火事で死んだ女性の魂が、金魚の形をとった物でね。死ぬ直前まで、水槽の金魚を見つめていたせいで、彼女はその姿になった。けれども無理な飼育のせいで、直すぐにこの世から消えてしまったよ。かわいそうな話さ。魂がわざわざ別の形をとるなんて、それだけ現世に未練があったんだろうに」

　彼のせいで、消えてしまった。

　自身の欲を満たすためなら、金魚を殺すことすら平気だ。

　彼は、愛好家とは言えないよ。

「君も気づいている通り、あの老人は異能の人間達と関係が深いんだ。全てはより珍しい金魚をそろえるため、ろくでもない一族との関わりを、必死になって深めていったのさ。彼の価値観では、金魚の方が人間よりも上に来るよ。まぁ、そのさらに上に、彼自身が立つわけだけれどね。そうでなければ、金魚をもっと大切に扱うだろうさ。だからボクは彼が嫌いだよ。金魚の方が、あの老人よりも美しい。何も喋しやべらないだけマシさ」

　鼻で笑う繭墨の背後では、椅子に座った白雪がじっと机を見つめている。彼女の前には、繭墨が貸したらしいネグリジェがあった。横には丁寧にポンポン付きの帽子まである。白く薄い生地でできたネグリジェを見つめたまま、彼女は動かない。

　もしかして、着ようかどうしようか、迷っているのかもしれない。

「金魚を愛する、しかし伴はん侶りよは欲しい。それが、彼の俗ぞく物ぶつな点だよ。本当の好こう事ず家かならば、金魚だけを愛めでるさ。あるいは妻と金魚を割りきって考えるよ。どちらを上に置くかはさておき、その二つは『別物』だとね。だから、彼は人間を金魚にした……この意味は、わかるかい」




　ちなみに、彼は異能者ではないよ。

　金魚を人間にすることはできない。

　けれども、人間を金魚にすることはできる。




　なぞなぞのような問いかけを聞き、僕は唇を嚙んだ。脳裏に猫背の背中が浮かぶ。懐なつかしい姿を思い浮かべながら、僕は応えた。

　主人を殺して逃げた彼は、今、どうしているのだろうか。

「…………久く々ぐ津つの時と、同じですか」

「そういうことだね。老人は、彼女達を幼い頃から、手塩にかけて育ててきた。その結果が、アレさ。彼女達の目を見たかい？　まるで魚の目だろう。喋らない、笑わない、逆らわない。彼は、人間を一見して金魚に見えるように育てあげた。彼が言っていただろう？　ボクもきっと美しい金魚になっただろうと。考えてみるだけでゾッとするよ。一体、どういう方法であそこまで育てたのやら」

　主人に執しつ拗ように犬扱いをされた久々津にすら、人間としての意思は明確に残っていた。だが、あの二人にはそれすらない。何か大事なものが、根こそぎ欠けてしまっている。

　黒マニキュアで飾られた爪つめを振り、繭墨はにやりと笑った。

　それを見ながら、僕は呟く。

「──────つまり、『潰せる魚』についても僕が尋ねた通り、ですか」

「あぁ、そうさ。彼の言う『魚』が、人間を指していたとしても、ボクは驚かないよ」

　あっさりと繭墨は答えを口にした。動揺は飲み込んだつもりだが、腹の中で子供がぐるぐると回りだす。落ち着かせようと撫でると静まるが、笑い声は止まらない。その声を聞きながら、僕がそうですかと呟くと、繭墨は後を続けた。

「でもね小田桐君。今回の依頼とそれは無関係だ。『ソレ』と『コレ』とは別問題さ、わかるね？　彼が人でなしだと知ってどうするんだい。嫌な気分になるだけだよ」

　もう帰れと繭墨は手を振った。ネグリジェの袖がひらひらと揺らめく。

　だが彼女のそれは、金魚のヒレには見えない。

「人を蔑さげすんで楽になる人間と、辛つらくなる人間がいる。君は後者の方だろう？」

　期待に添えず残念だが、僕はそこまで善人ではない。繭墨に答えを予想しつつ尋ねに来た理由も、単に気になったからだった。老人の異常性を知って、それで何が変わるわけでもない。だが、知っておく必要がある気がしたのだ。

　異常な人間、異常な想い、狂った感情。その全てから、僕はずっと目を逸らし続けてきた。だからこそ、知っておかなくてはならない気がするのだ。僕が今関わっているものが、どんなに醜く、歪んだものなのかを。だが、それはただの下げ世せ話わな好奇心と何も変わらない。それでもよかった。僕は、繭墨から聞いた話をただ飲み込む。




　そして、それでおしまいだった。

　何も、できない。
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　赤いべべ着た

　可か愛わいい金魚。

　お眼め々めをさませば

　御馳走するぞ。




　部屋に戻り扉を開くと、意外な光景が目に入った。雄介がベッドに座り、童どう謡ようを歌っている。その足元には、二人の少女がうずくまっていた。雄介は歌いながら、お手玉を二人に見せている。宙を舞うのは布製の玉ではなく、机にあったガラスのコップだった。きらきらとガラスが光る。雄介の両手の間を、音もなくコップは行き来した。少女達の黒く濡れた瞳は無表情だが、どこか真剣にコップの動きを追っている気がする。

　それは、サーカスを眺める子供の眼差しに似ている気がした。




　赤い金魚は

　あぶくを一つ。

　昼寝うとうと

　夢からさめた。




　最後にカンッと高い音を立て、雄介の手の中にコップが収まった。拍手を求めるように彼は手を上げるが、少女達は応えを返さない。ただ、無表情に雄介を見上げた。それでも、雄介は嬉うれしそうに笑い、小さな頭をぐしゃぐしゃと撫でた。やっと僕に気づいたのか顔を上げる。

「あぁ、お帰りなさい。小田桐さん」

「お前……童謡なんて歌えたのか？　それに、それはどうしたんだ？」

「これですか？　机にあったんで、ちょっとしたお手玉代わりに。昔、家に遊び道具が少なかったんで、秋と遊ぶために色々覚えたんですよ。古い遊びも、結構知ってます」

　意外でしょう？　と雄介は笑った。幸仁はというと、ベッドの上で固まっている。和なごやかな雄介の笑顔は、先ほど見た彼の表情とは全く違っていた。歯を剝き出した髑髏じみたそれとは雲うん泥でいの差だ。少女の頭を撫でる雄介の姿は、慈いつくしみに溢れている。












　壊れる前の彼は、もしかしてこんな風だったのだろうか。

　義理の妹と母親が首を吊るまでは。

　あるいは、父親を自殺に追い込むまでは。

　不意に少女達は立ち上がった。雄介の手を引き、歩き出す。顔は無表情のままだが、雄介をどこかに連れて行きたいらしい。転ころびそうになりながらも、彼は僕を振り返った。

「ちょっと行ってきますね、小田桐さん。この屋敷、裏庭があるそうなんで、この子達と遊んできます。適当に戻ってきますから、先に寝ててください」

「裏庭？　ちょっと待て、雄介。あまり勝手な行動は」

「ベッド二つしかありませんし、布団ふとん運んで来てもらうのも面倒なんで。帰ってきたらそこら辺で丸くなりますから、お気になさらずー」

　それじゃあと手を振り、雄介は走り出した。扉を開け放したまま出て行ってしまう。外に出て覗き込むと、螺旋階段をくるくると三人は駆け降りて行った。紅い袖と黒い袖がひらひらと遠ざかる。その様子は、まるで水槽の底に潜もぐって行くかのようだ。何となく、僕はその背中を追った。彼女達に手を引かれながら、雄介は笑う。その顔は、やはり僕が今まで見たことのないものだった。一番下まで降りると、二人は、雄介の手をさらに強く引いた。その時だった。

「─────更さら紗さ、蝶ちよう尾び」

　気だるげな声が、少女達を呼び止めた。ぴたりと、彼女達は立ち止まり、振り返った。長椅子に座ったままの老人が、不機嫌に左目を開いている。閉じたままの右目の瞼まぶたも、神経質に痙けい攣れんしていた。

「─────来なさい」

　老人がそう言うと、少女達は大人しく歩き出した。だが、後ろに引っ張られて止まってしまう。少女達はそれでも歩こうとするが、どうしても前へ進めない。

　雄介が、ぎゅっと二人の手を摑んでいた。

　その口元を、歪いびつな笑みが染めている。

　ぞっとするような、殺意に溢れた笑顔だった。

「────何かありましたかなぁ、御客人？」

　老人が尋ねる。応えるように、ニィッと雄介は笑みを深くした。

「失礼。少々よろしいでしょうか？」

　僕が声をかけると、老人は僅かに首を動かした。足早に前へ歩み出ると、僕は雄介が背中に隠れる位置で立ち止まった。老人は鼻を鳴らしながら、指を組む。背後で雄介が、訝いぶかしげな声を出した。

「………小田桐さん？」

「遊んで来い。裏庭に誘われたんだろう？」

　小声で言うと、沈黙が降りた。だが、しばらくしてパタパタと三つの足音が耳に届いた。扉の開く音が響き、バタンと閉じられる。きっとその向こうに裏庭があるのだろう。老人は不機嫌そうに鼻を鳴らし、僕に向き直った。皺しわに囲まれた目の奥で、灰色の目が光る。贅ぜい肉にくに囲まれた顔立ちは醜しゆう悪あくだ。濁った目を睨みながら、僕は不意に妙な違和感を覚えた。

　その目にはどこか、僕を観察するような冷静な光がある。

「─────腹の中に鬼。それほどに凶悪な存在を孕みながらも、端から見る限りではわかりませんなぁ。肉の壁が、これほどに立派な容いれ物ものになるとは、いやはや珍しい事例です。母体によって保護されることによって、その『生き物』は、より強く存在を現実に繫ぎとめているのでしょうな。しかし、母体が男性とは皮肉な話ですなぁ、小田桐殿」

「はっ？」

　僕は咄とつ嗟さに言葉を返すことができなかった。老人の言葉を反はん芻すうする。彼の口にした通り、確かに僕の腹の中には『鬼』がいる。それは否定したくとも、否定できない事実だ。

　だが───何故彼がそれを知っている？

「おや、意外な反応ですなぁ。異能者の中でも名高い、あの繭墨様に仕えているのならば、それなりに鋭い方だと思ったのですが……それとも、私がこの程度の情報を知っていることが、そんなにも意外で？」

　馬鹿にするように老人は言う。僕はゆっくりと彼に問いかけた。

「………失礼ですが、それを誰から」

　突然、老人は吹き出した。黄色い歯が剝き出しになる。彼は雰囲気を一変させた。僕のことを、気づかう価値すらない相手と判断したらしい。猿さるを思わせるあからさまな嘲ちよう笑しようを浮かべ、老人はバシバシと膝を叩いた。

「誰、か、らぁ？　誰からかなど、どうでもいいのですよ、小田桐殿。ようは知っているか、知らないかのどちらかだけです。いいですか？　重要なのはその一点のみ。貴方が腹の中に鬼を飼っている。それは、時に強力な武器となる。しかもそれは、死んだ女の情念のせいで宿った代物だ。だ、か、ら？　えっ、だからどうだというのですか？　さてそれでどうする？　だからどうした？　えっ、それで？　私は知った。貴方は知られた。そんなこたぁ、どうでもいい。実に、どぉでもいいことです」

　くるくると皺まみれの掌てのひらを動かし、老人は言った。どこか道化的な動きで、指輪のはまった両手を動かす。金魚の形を象かたどったルビーの光が、目を焼いた。そして、彼はにたりと笑った。チェシャ猫を思わせる笑みが、その顔を汚す。

「いいですか？　大事なのは、その情報が私の役に立つか立たないかの一点のみ。金魚の収集。私の美しく華やかで艶あでやかな魚達。金魚金魚金魚。ああ、あの罪深き魚よ。私は、まだ誰も見たことのない金魚が欲しい。つまりですよ。それ以外のこたぁ、どうでもいいのです。役に立ちそうにない異能者になど、私は興味がない。異能など、平凡な人間から見たら、糞くそくらえな代物でね」

　繭墨の前で被っていた猫を脱ぎ捨て、老人はそう吐き捨てた。彼は異能者と関係が深いはずだが、顔を嫌悪に歪めて言う。

「つまり、貴方の疑問にも質問にも話にも、興味なんてこれっぽっちもないのですよ。それを前提にしても、まだ私に聞きたいことがおありで？」

　老人はそう言い、短い指を組んだ。僕を見下す目には、会話を拒こばむ光が溢れている。きびすを返すことは簡単だった。元々、彼と話をしに来たわけではない。だが、僕はその場に踏みとどまった。老人の前にさらに歩み寄り、肥満体の体を見降ろす。

　僕だってアンタに興味はない。

　だが、言ってやりたいことはあった。

「ええ、ありますね。ぜひお聞きしたい」

「────ほぉ、何を、ですかねぇ？」

「あの子達に何をやりやがったんだ、このゲス野郎」

　人間を、何だと思っていやがる。

　僕が吐き捨てると、老人は呆あつ気けに取られた顔をした。皺の奥で、灰色の目が見開かれる。そして、彼は不意に顔を歪めると、口元を押さえた。

　下品な笑い声が、そこから漏もれる。

「ぶっ、ふっふふっ、くっふ、ぶわっはっはっはっ、そこっ、そこですか。よりにもよってそこ、とはっ！　っ、はっ………ぶっ」

　老人はゆっくりと両手で顔を覆った。泣き声にも似た音が、指の間から響く。不意に彼は、カッと指を開いて一喝した。

「馬鹿らしいッ！」

　ビリビリと鼓こ膜まくが痺れる。老人は先ほどまでの様子とは一転して、狂気的に絶叫した。

「誰が製造方法を貴様の様な餓が鬼きに明かすと思う？　ええっ？　ああッ？　アホか貴様はぁッ！　人の成果を持っていくことしか考えていないゴミ虫がッ！　誰が簡単に教えるか、この馬鹿が阿あ呆ほうが痴しれ者ものが、恥を知れ屑くずッ！」

　怒り狂う老人を見ながら、僕は啞あ然ぜんとした。彼は、『製造方法』を、言い換えるならば、少女達の『育て方』を聞かれたことに激怒している。あの少女達を育て上げたノウハウを盗まれると思い、絶叫している。

　僕はそんなことに、興味はないというのに。

　どうしたら意味を取り違えるのか。

「誰がそんなモンを盗むかッ！　いいか、アンタがやっただろうことに、僕は嫌悪しか覚えない。人間を金魚として育てる？　その発想自体がめちゃくちゃだ。ふざけるなッ、反へ吐どが出る」

「興味が無い、だぁ？　ハッ、噓うそを吐くなこの屑が。お前もあの娘達の美しさに魅み入いられた口だろう？　この俺に隠し通せると思うのか？　ああ、嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ。これだから、異能持ちは嫌なのだ。平気で人のことを馬鹿にしやがる。ふざけやがって」

　ぶつぶつと老人はそう呟きだした。僕の話を聞く様子はない。本気で僕が少女達の『製造方法』を盗もうとしていると思っている。さらに、彼はもう一つ勘違いをしているらしかった。僕は、異能者ではない。ただ、腹に鬼がいるだけだ。

　いや、だが、それは。

　僕は不意にその可能性に思いつき、絶句した。




　普通の人間から見たのならば、僕はもうただの人間ではないのではないか？




　否定はできない。腹の中に鬼がいる存在など、人間と呼んでもいいのだろうか。背中を冷たい汗が流れ落ちた。喉のどを絞しめられたような錯覚を覚える。

　そんなことは、考えたくもない。

　震える僕に構いもせず、老人は次々と言いつのった。

「大体、お前達はいつもそうだ。常人から見た世界の理ことわりを曲げるのが異能者だ。異界に通ずる？　異界など、常人から見れば無いのと同じだ。筆で描いたものが具現化する？　自分の概念をこの世に描き出せる？　そんなこと、できるわけがない。それをお前らは平気でやってのける。確かにお前達は、ただの人間と比べれば、一段上等の生き物だろうよ。常人よりも世界が広く、深しん淵えんに通ずる。だからお前達は人を見下し、隙あらば、その足を頭の上に載せようとしてくる。どいつもそうだ。どの家もどの家も、異能を誇ほこる一族は、どいつもこいつも、俺は他とは違うという顔をしてやがる──お前達のことは、いっそこう呼んだ方が早い。『化け物』とな」

　ぎろりと、老人は凶悪な眼差しを僕に向けた。僕の腹を視線でなぞり、老人はチッと舌打ちをする。

「すっとボケた顔をしやがって。俺にはわかる。特に繭墨が顕けん著ちよだがな、お前達は皆ここではないどこかと繫がっていやがるんだ。この世の道理を超えた者は、この世ではない彼ひ岸がんを、知らないうちに覗き込んでいる。お前達はそれを誇っているようだがな、覚えておけよ、そんな連中は、この世でまともな生き方などできやしない。ここはお前達の場所ではないんだ。俺はありとあらゆる異能者に媚こびへつらい、会ってきた。ただお前達を利用するためだけに、ひたすら頭を下げて来た。だから、俺にはわかるのさ。この世は、俺達の場所だ。お前達が、どれだけ他人を見下そうとも、その事実は変わらない」

　この世でないものに触れた者は、まともに生きることなどできない。

　見ているもの、感じているものが人と違いすぎる。

　だから、常人と同じようになど生きられるわけがない。

「俺が作ったこの楽園のように、お前達は安あん住じゆうの地など見つけられるわけがないさ」

　この歪んだ建物を楽園だと呼ぶ、その感性は狂っている。

　だが、僕にはそう罵ば倒とうすることはできなかった。喉が詰つまり、舌が妙に渇かわく。

　安住の地になど、辿り着けない。

　彼のその言葉に、僕は何と答えればいいのかわからなかった。

「……………僕は」

　恐らく特別に意図したものではないのだろう。だが、老人の言葉は、僕にとっては致命傷に近かった。僕はただの人間だ。異能者ではない。繭墨とは違うのだ。そう思いながらも、心の奥底では気がついていた。




　もう二度と、元の生活には戻れない。

　安住の地など、どこにもない。




　だが、そんなことは、ずっと昔に知っているはずだった。

　それはあの桜が舞い散る日に、乗り越えたはずの傷だ。




　笑う彼女の手を、握った日に。




「─────だから、どうした」

　乾いた舌を無理に動かす。平然とした声が出ることに安堵しながら、僕は老人を睨みつけた。

「僕はまともな死に方なんて、できないかもしれない──だが、それとアンタが異常なことと、どう関係がある」

　人がどれだけ異常だろうと、自身の狂気の言い訳になどならない。

　言い返した僕を数秒見つめ、にたりと老人は笑った。その顔を埋めていた怒りが、何故か緩やかに無くなる。それは、ひどく悪意の滲む笑みだった。だが、不思議なことに、そこにはどこか親愛めいた感情も覗いている。

　まるで懐かしい物を見るような眼差しだ。

　遠い日に自身を写した写真を眺めるような、そんな視線だった。

「─────そうだな、何の関係もない」

　一瞬、灰色の目が明確に澄すむ。老人は、静かに目を細めた。

　それから、唇を歪めて言い放った。

「貴方様は貴方様で、いつの日か、苦しんで死ねばよいのですよ、小田桐殿？」

「………ああ、そうさせてもらう」

　僕は応えてきびすを返した。老人は黙ったまま僕を見送る。もう僕達は互いに何も言わない。一度も振り向かないまま、僕は螺旋階段に足をかけた。その時、遠くから微かな歌声が聞こえた。




　雄介が歌う童謡は、ゆっくりと空気の中に溶け消えた。
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　闇の中を金魚が泳いでいる。紅い魚が夜よる色いろの水の中で、優雅にヒレを打つ。

　目に染しみるほど鮮やかな生き物が、柔らかな軌き跡せきを描いて泳いでいく。

　それは軽やかに空を舞い、宙を泳ぎ、地面の上を滑る。

　ひらひらと舞うそのヒレが、袖か血のようだ。




　───────紅い、あかい、袖？

　───────ああ、これは金魚ではなかったのか。




　浅い眠りから、僕は目を覚ました。暗闇の中には、幸仁の寝息が響いている。僕は幾度か口を開き、酸素を取り込もうとした。空気が悪い。幸仁は感じないのだろうか。まるで澱よどんだ水底にでもいるかのような気分だ。首筋に手を伸ばすと、冷たい汗がべっとりとついた。

　何故だろうか。この部屋はひどく寝苦しい。

　溜息を吐いて、僕は体を起こした。見回すが、雄介はまだ帰っていないのか姿が見えない。頭がひどく重いのは、眠気のためだけとは思えなかった。頭蓋に藻もでも詰められているかのような気分がする。それを何とかしてふり払うため、僕は外に出ることにした。




　軋んだ音をたてて扉を開く。踊り場は、三歩も歩けば手すりに行き当たる狭さだ。構造の問題からか、底の方から風が吹き上げてくる。搭状になった壁を、ぐるりと螺旋階段が取り巻いていた。そう高さはないはずだが、見降ろすと眩暈めまいを覚える。煙草を吸いたかったが、持ってくるのを忘れてしまった。僕は、頭上に伸びる階段を目で辿り、次に下り階段へと視線を移した。

　そこに、紅い影があった。

　柔らかな袖が、水中を浮かぶように揺れている。血にも似た紅い色が目に滲んだ。

　ゆらゆらと、紅い何かが宙を泳いでいる。




　アレは金魚だろうか。

　いいや、アレは人間だ。




　ゆっくりと彼女は顔を上げた。黒く濡れた目が僕を映す。美しいが、中年にさしかかった女性だった。ニッと彼女は口元を歪める。その姿が、次の瞬間搔き消えた。人間の輪りん郭かくが曖あい昧まいになり、美しい金魚の姿がそこに重なっていく。大きなたくましいヒレが、緩やかに空中を打った。




　あぁ、違った。やはり金魚だったのか。




　何故か恐怖は湧わかなかった。ただ、眠気に侵された頭のまま、この大きさでは鳥籠に入るわけがないなとぼんやりと思った。つまり、繭墨にしては珍しく、判断を誤ったわけだ。

　この金魚は、人をたやすく飲み込めそうなほどに大きい。

　ぱかりと金魚の口が開く。その向こうに、奈な落らくのような暗闇が見えた。金魚は優雅に、しかし力強く空気を打った。口を開き、突進してくる。風圧が顔にぶつかった。

　その瞬間、僕はやっと目が覚めた。

　食われると恐怖を覚えるのと同時だった。ざわりと腹の底がざわめいた。中から、ゆっくりと痛みが溢れ出す。急速に、腹の底から何かが浮上してきた。ぷつぷつと幼い指が腹を開く。まるで、蛹さなぎを破る蝶のように、血に濡れた腕が僕の腹から伸びた。笑い声があがる。近づく金魚の口に、伸ばされた幼い腕がそっと触れた。

　にぃっと僕の腹から這い出した子供は笑った。

　その顔の肉が波打つ。口をありえないほど大きく広げ、彼女は金魚を食った。

　体を食い破られ、金魚の姿が崩れる。大量の紅い液体が踊り場を打った。錆の匂いが鼻び腔こうに広がる。粘ねん性せいのある紅い液体が足元まで広がり、雨のように床へと垂たれた。




　あぁ、この金魚は血でできていたのか。

　そう思った瞬間、僕の意識は闇へと落ちた。







　紅い女性が歩いている。彼女は悲しそうな表情で、階段の上から遙か遠い床を眺めた。そこでは二人の娘が寄り添い合い、長椅子の上で目を閉じている。女性は視線を逸らせ、次に天井を眺めた。天井からは無数の鳥籠がぶら下がり、揺れている。女性は次に自身の手を見つめた。皺のでき始めた腕を悲しそうに眺め、彼女はその場にうずくまる。




　そこで視界が灰色に染まった。何もかもが灰色に溶け、絵の具をぶちまけたかのように、塗り潰された光景が目の前に広がる。




　単色に染め上げられた光景。

　しかし、次の瞬間、それは崩壊した。




　幾つかの記憶が混ざり合い、僕の視界を搔き乱す。金魚に似た女性の記憶。そして、見知らぬ誰かの記憶。ありとあらゆる声が耳元で響き、ノイズの走る灰色の映像が目の前を満たした。壊れたテレビのように、様々な人の視界が僕の目に映り、切り替わっていく。悲鳴と泣き声。その喧けん騒そうの中で、穏やかな男の声が聞こえた。まるで神しん託たくのように、それは耳に届く。




　私は、神を作ることにした。誰もが、私を責めるだろう。誰もが、私を殺そうとするだろう。それでも、私は神を作るだろう。私は神を卸すのだ。そのためには、神よりも上位に立たなければならない。故に、繭墨あざか、私には彼女が必要だ。




　私は神を超えなくてはならない。




　人間の身でありながら、神を卸すことができたのならば、それは神を超えたと言っても差さし支つかえないだろう。そのために、私は、私自身の概念を破壊しなければならない。常識を超えてこその異能者だ。しかし、『超えられる常識』など、所しよ詮せん『人間の常識の範囲』内に過ぎない。その矛む盾じゆんそのものをこそ、私は超えなくてはならない。『神』という抽象的な存在を、現世に具現化するとは、そういうことだ。それはひどく困難なことだが、私はあえてその道を選択すると決めた。そして、幾度も疑問を反芻し、思案を続けた結果判明したのだが、私の神はどうやら万ばん象しようの存在らしい。森しん羅ら万象。この世にある全てを含む、唯一絶対たる存在こそ、私の『神』にふさわしいだろう。それでこそ、命を賭かけるに値する。




　…………けれども、本当は知っている。私の神は■■■なのだ。




　だがそんなことは考えても仕方がない。思案する必要さえない。この件に関しては、既に百年の時を思い悩み続けたような気さえする。だが、本当は数年の時しか経たっていないのだ。




　それなのに、あの日のことはこんなにも遠い。




　神と■■■と。

　百年待てば会えるというのなら待とう。だがそれは叶わない。

　私にはわからない。どうしてもわからない。幾ら考えても、わからないのだ。







　どうして人は、人を忘れられるのだろう。

　忘れろなどと、言うのだろう。





　　　　＊　＊　＊






「────ぎり、くん。小田桐君」

　聞き慣れた声に呼ばれ、僕は目を覚ました。そっと目を開くと、繭墨の顔が目に入る。霞かすむ視界の中で、猫に似た目が瞬いた。それに、ひどく懐かしさを覚える。

　これが、いつもの光景だった。

　気を失い、目を覚ませば、彼女は必ず僕の傍にいるのだ。

　腹に手を当てると、塞がっている気配がした。子供は大人しく僕の中に戻ったらしい。鉄錆の匂いがすると思えば、大量の生乾きの血が床に零れていた。腹が開いたとはいえ、それほどの量の血を流した覚えはない。首を振り立ち上がると、気を失う前に見た金魚のことを思い出した。あの金魚は、腹の子供が嚙みつくと同時に血となって崩れた。

　一体、アレは何だったのだろうか。

　金魚のことを言おうと口を開く。そこで僕は、辺りにそろった繭墨達の顔が、僅かに強こわ張ばっていることに気がついた。

　何かあったのだろうか。

　繭墨と視線を合わせる。ゆっくりと彼女の口元が歪んだ。真剣な口調とは裏腹に、嘲あざけるように笑いながら彼女は応える。

「─────亞あ城しろが……あの老人が死んだよ」

　名前を聞くのは初めてだった。脳裏に、昨夜会った老人の姿が思い浮かぶ。あのいつまでも生きそうな醜悪な笑顔と、今の言葉が重ならなかった。彼が、死んだ。突然そう言われても、上う手まく理解などできない。

　彼は僕のことを心底馬鹿にしながらも、どこか親しみさえ滲ませた口調で言った。

『貴方様は貴方様で、いつの日か、苦しんで死ねばよいのですよ、小田桐殿？』

　何故、彼が先に死ぬのか。

　呆然とする僕に向かい、繭墨はさらに続けた。

「死体からは、血が抜かれていたよ」

　老人の死因は、恐らく頭蓋骨挫ざ傷しようだという。階段を昇ろうとして足を滑らせ、頭部を強打したらしい。第一発見者である幸仁の話では、階段に倒れた老人の頭は砕けていたが、その時点ですでに血は抜かれていたという。だが幸仁は、彼の死因は出血死ではないと言いきった。何か根こん拠きよがあるのか、繭墨もそれに賛同する。何故かと問いかける気にはならなかった。語りたければ、彼女はやがて語るだろう。今はそんなことはどうでもいい。僕はただ、昨日話をした人間の死に対して、動揺を隠せなかった。

　繭墨に連れられ階段を降りる。ホールまで後数段という位置で、僕は老人の死体と対面した。まるで石榴ざくろのように、頭部に深い裂け目を見せながら、老人は倒れていた。その体からは血が抜かれ、全身の皮膚がしぼんでいる。皺の中心に残され白はく濁だくした眼球は、まるで乾いた地面に埋まったガラス球のようだ。それは未いまだ見開かれ、空中を一心に睨んでいた。

　彼は最後に、何を見ようとしたのだろうか。

「何故、こんな─────」

　老人の憐あわれな死に様を見て、僕は呟いた。彼は、自分はまともに死ねるのだと──少なくとも、彼の思う『まともな死に方』ができるものだと、信じていた。

　そうだと、いうのに。

　何故、アンタが無む残ざんに死ぬのか。

　形容しがたい感情に駆られ、僕は唇を嚙みしめた。そのとき、不意に、柔らかな音が耳を打った。




　赤いべべ着た

　可愛い金魚。

　お眼々をさませば

　御馳走するぞ。




　高い声は、雄介と手を繫いだ紅い着物の少女のものだった。幼い声に僕は目を見開いた。彼女達は、物理的に声を奪われたわけではなかったのか。彼女は歌い終わると、ぴたりと口をつぐんだ。二人の手を握った雄介は、じっと繭墨を見つめている。彼の視線に応え、繭墨は囁いた。

「何か言いたいことがあるのなら、言ったらどうだい、雄介君？　ボクは質問では怒りはしないよ」

「ねぇ、繭墨さん。この子達はどうなるんですか」

「────さぁ、ね。彼の金魚を欲しがっている者達は多かった。それは、彼の美しい娘達も同様さ。その子達に、まともな戸こ籍せきがあるとは思えない。きっと、しかるべきところに連絡を入れれば、貰もらい手ては引く手数多あまただろう」

　金魚と同じように、好事家の誰かが飼いたがるさ。

　ぎゅっと、雄介は嫌がるように、強く少女達の手を握った。その目の中では、今にも泣き出しそうな感情が渦巻いている。彼の気持ちは痛いほどわかった。人間を金魚として欲しがる者など、人でなしに決まっている。だが、どうすることもできない。人間を簡単に引き受けることなどできはしないのだ。そして、それだけの力がある繭墨は、何もしないだろう。彼女は、人を簡単には助けはしない。

　僕が彼女達を引き受けることはできるだろうか。

　腹の鬼の問題がある。財政的にも、余裕はない。だが。

　唇を一度嚙みしめ、開く。僕が繭さんと呼びかけた瞬間、すらりと包帯に包まれた手が挙がった。パンッと高い音と共に、扇子が開かれる。次の瞬間その上を、筆が目にも止まらぬ速さで走った。

『子供達は水無瀬の家で預かります。異論は私が封じましょう。よろしいですか』

「御当主………いえ、白雪さん。いいんですか？」

『お気になさらず。全ては私の勝手です。このまま捨て置く事はできません。それだけのこと。文句はございませんね、繭墨殿』

　パンッと彼女は勢いよく扇子を閉じた。その目は、強く繭墨を睨んでいる。繭墨はちらりと視線を白雪に向け、ぞんざいに頷いた。

「君がそう言うなら文句はないさ───好きにしたまえ」




　赤い金魚は

　あぶくを一つ。

　昼寝うとうと

　夢からさめた。




　黒い着物の少女が、歌を引き継ぐ。彼女達はゆっくりと目を閉じ、強く雄介の手を握った。





　　　　＊　＊　＊






　本家に後始末をするよう連絡を終えると、繭墨は携帯電話を放り投げソファーに倒れた。空調の完かん璧ぺきな部屋の中は、相変わらず現実味に乏しい。だが、鳥籠を無数に吊り下げられた屋敷よりはマシだ。ぐるぐるとガラス球の中を回る金魚達について、僕は考えを巡らせた。

　あの魚達は、一体どこへ行くのだろうか。

　彼らはきっと、主の死すら知らないに違いない。

　僕は深夜見た金魚について繭墨に話した。繭墨は退屈そうに話を聞き、頷いた。それからニーソックスに包まれた足を振り、答える。

「恐らくその女性の幻影は、偶然重なった物だろうね。あの場所に染みついた思念を君の鬼が敏感に捕え、金魚の紅に重なって彼女の姿が見えたんだよ───鬼が嚙みついた瞬間、金魚は血に変わった、か。あの金魚はね、小田桐君。血で描かれた生き物だよ。恐らく重傷を負った水無瀬の離反者が、自らの血で描いたものだ。だから監視のために、金魚は常にボク達の傍にいたんだよ。さらに、あの金魚は己の体を大きくするために、血を集めていた───死体から血を抜くことによってね」

　繭墨は、ちらりと視線を白雪に向けた。彼女は何も応えない。微かに片頰を歪めて、繭墨は先を続けた。

「水無瀬家の異能──文字を描き、それを具現化させる能力はね、言い換えれば、筆と墨を媒介にして、自身の内部にあるものを実現化させる作業なんだ。力の強い者ほど、『この世に存在しないもの』を描くことができる。理論上は、能力者なら誰でも自由にあらゆる物を具現化できるはずだ。けれども、能力の弱い者にはそれができない」

　空想上の生物を描けるのは、水無瀬の一族でも二人だけだ。

　後は『この世に存在する生き物』しか描けない。

「『この世に存在しないもの』を描きにくい理由は、『この世にそんなものは存在しない』と考えてしまう、能力者本人の『概念』が邪魔をするからさ。前にも言っただろう？　『ありえない』と思うから『ありえなく』なってしまう。水無瀬の異能の敵は、何よりも自分自身であり、自分自身が生み出せると認識できたものしか具現化できない。それを超える手段は、確固たる自信を持つこと。ただ一つだけだ。簡単なようだけれどね、自身の概念を超越することはひどく難しい。超えるためには、『超えた』と認識するための、補助的な道具が必要さ。名めい匠しようの造った道具を持つことにより、人の意識が変わることがあるだろう？　アレと同じさ」

　それは単純な足し算だ。何の力も借りない状態で、これだけのことができた。何かの力を借りれば、それよりさらに上に行けるだろう。

　人ならばそう考える。

「──つまり、墨の代わりに血を使えば、さらに強力な化け物が生み出せる。人間の血を使うのは、明確な禁きん忌きだからね。『禁忌を犯した』という自覚と、血に込められている情念が、能力者の力を補助するのさ。だから金魚は血を元にして生みだされ、さらに力を増すために、血を集め続けているんだよ。あの金魚を君の鬼が食った後にも、同様の事件が頻ひん発ぱつしている。血の無い死体──これ以上増えるようならうっとうしいし、面倒だ。そこで、一つ気になることがあるのだけれどね」

　繭墨は突然起き上がった。白雪の方へ顔を向ける。向かいのソファーに座った彼女は、動こうとしない。繭墨は彼女を睨んで先を続けた。

「過去に水無瀬家であった事件について聞きたい。君達は、一体何があって、どうしてこんなことになったんだい？」

　だが、白雪は答えなかった。扇子を握りしめ、絶対的な沈黙で繭墨の問いに応える。二つの視線が絡まりあった。二人は互いに見つめあったまま、何も言おうとしない。いつまでも続く沈黙に耐えかね、僕は立ち上がった。

　二人は依然、黙ったままだ。僕がこの場所に残っても意味はないだろう。動かない二人を残し、歩き出す。片付けを放置したままになっている部屋を覗き込んだ。まだ白雪はマンションに残るだろう。今のうちに片付けておいた方がいい。腕まくりをした時、誰かがそこにいることに気がついた。

「はーるーのうららーのすーみだーがーわー」

　めちゃくちゃなリズムで、雄介が歌を歌っていた。彼は手足を放り出し、大の字になっている。その手の下で辞書やレコードが、足の下では服の山が潰れていた。らららーと無茶苦茶な鼻歌を紡つむぐ姿は、酔ってでもいるかのようだ。

「お前………何やってるんだ？」

「あっ、小田桐さん。こんにちはー。お疲れ様っす。いえ、俺もさっすがに疲れましたよー。いっつもこうやってヘラヘラアホみたいに笑ってりゃいいものを、ちょっと真ま面じ目めに戻ったりなんかして、うわっこれ懐かしーってなったわけですけど、疲れきっちゃったわけですもー、嫌ですねー人生ー」

　甲高い声で雄介は笑った。妙にテンションが高い。本当に酔っているのかもしれないと心配になった。何故こんなおかしなことになっているのかと思いながらも、部屋から離れる。残念ながら、僕も腹が開いたせいで疲労しているのだ。テンションの高い彼と、話をする気にはならなかった。

「えーなんですかもー小田桐さん無視ですかー。ひっどいなー、っていやーよかったですよねー。あの子達ー家見つかってー。まぁ水無瀬でしたっけ？　あそこもいいとこじゃないって気はするんですけど、誰かに売られるよりぜんぜんマシそうですし。ってあーまた頭痛してきた。というわけで、ここで突然話題を変えて、小田桐さんー昨日のドラマ見ましたかドラマー？」

「悪いんだが、後にしてくれるか。お前の話に付き合うには疲れて」

「裏庭にねー骨埋まってたんですよ骨ー」

　一瞬、何を言われたのか理解できなかった。

　ゆっくりと後ろを振り向く。雄介は一転して真剣な顔をしていた。ぴたりと口をつぐみ、彼は僕を逆さまの状態で見つめてくる。




「───────骨？」




　ゲラゲラと笑い声が響いた。その不吉な高い声は、髑髏の声を連想させる。

　歌うしゃれこうべを思わせる笑い声。

「金魚の呪のろいですよ。金魚を粗そ末まつに扱うから、あのおっさんはあんなことになったんです。いやーかわいそうですよねー。頭ブチ割られて死んだところに、たまたま白雪さんの血に魅かれて、ふらふらやって来た金魚に血ィ抜かれてしわっしわになって、ザマァないですよ。いい結末でしたね。人の頭を平気で踏みつけるようなジジィはね────皆死んじまえばいい」

　ゾッとするほど低い声が響いた。軽く笑っていた時とはまるで違う。雄介は歯を剝き出しにして凶暴な笑みを見せた。暗い声のまま彼は続ける。

「金魚の子達は、親が殺されて怨うらんでました。感情がなかったわけじゃない、表現する方法を知らなかっただけなんです。あの子達は、親が殺された場所も、埋められた場所もみぃんな知ってました。女を殺すから子供を傷つけるから、だから殺されるんですよ」

　にやりと雄介は笑った。言い聞かせるような声で、彼は最後を締めくくる。

「アレは、金魚の呪いなんです」

　それきり、ぴたりと雄介は口をつぐんだ。鼻歌を歌いながら、雑誌の山を蹴り崩し、遊び始める。僕は何も言うことができなかった。首筋にびっしりと汗をかいている。得体のしれない恐怖が背筋を這った。頭痛を覚え、部屋から出ると僕は外へ向かった。

　扉を開き、後ろ手に閉じる。澄んだ空を見上げながら、僕は煙草に火を点つけた。深く肺まで吸い込むと吐き出す。ニコチンを味わいながら、僕は青空を見上げた。先ほどの会話を思い返す。そこで、唐突に何かがおかしいことに気がついた。一気に違和感が押し寄せてくる。混乱しながらも、何がおかしいのか、理性が次々に訴えかけて来た。




　あの老人は、階段で転び、頭を強打した。それなのに、雄介は何と言った。




　金魚の呪いで、殺された。




　背筋が総毛立った。そういえば、肥満体のあの老人が、階段など昇るだろうか。あの家は、老人の楽園なのだ。恐らく昇降機くらいあるだろう。雄介はあの夜、少女達と遊びに出かけていた。僕が起きた時点では、雄介は部屋にいなかった。つまり、深夜『彼がどこで何をしていたのか』誰も知らないのだ。




　そして、老人は頭をバットで殴られたかのように、かち割られていた。




　まだ長い煙草を投げ捨て、足で揉もみ消けす。ドアを引き開け部屋に駆け戻ると、雄介は何事もなかったかのようにロックを聞いていた。小刻みに頭を振っているが、敏びん感かんに気配を感じたのか、振り向く。

「あれ？　どうしたんですかー？　小田桐さん？」

　あっけらかんと尋ねる彼に、僕は何を言えばいいのかわからなかった。

　言葉を失ったまま、その顔を見つめる。雄介は首を傾げ、再びロックを聞きだした。




　その姿には、暗い影などどこにもない。

　ただ、脳裏にどこかで聞いた覚えのある、髑髏の声が響いた。









StoryⅢ






　私は最近思うことがある。

　私が神を信じていたのならば、神を呼び出すことなど、考えることすら不可能だったのではないだろうか。




　私が、神かみ卸おろしに希望を見み出いだせる理由は、私が明確な神を信仰していないせいだ。信仰の対象を、自身の手でこの世に具現化できると自惚うぬぼれるほど、私は愚おろかではない。当初は具体的な神がいないことを嘆なげいたが、今となってはそれこそが幸いだったとわかる。神は私にとって、超えるべき存在に過ぎない。それ以上でも、以下でもない。神など私の世界にはいないのだ。それならば、新しく神を生み出しても、何ら不ふ敬けいにはあたらないだろう。







　そう、私が神と呼んでも構わないと思う者は、私の■■■だけだ。

　─────考えても仕方がない。それでも、考えずにはいられない。




　人間は、思考する生き物だ。■■■について思うことを止やめた時、恐らく私は死ぬのだろう。既すでに死者に近い私の心は、その時こそ完全に死ぬ。あらゆるものを犠ぎ牲せいにした。全てのものを裏切った。その果てに、何一つとして手にできぬまま、朽くちるだろう。だが、恐らく私は後悔しない。微み塵じんも後悔などしないのだ。そのことを思う度、私は私の業ごうの深さと、私にとって■■■がどれほどに大きな存在だったかを思い知らされる。私は■■■のためだけに生きていた。今もなお、生きている。■■■のためだけに、そう、私は………。







　私の神よ。

　何な故ぜ死んだ。





　　　　＊　＊　＊






　金きん魚ぎよ屋や敷しきから帰宅して三日。その短期間で、血の無い死体の報道は数を増していた。一日の死亡者数はこれほどに多かったのかと驚くが、今まで報道されなかったような事故や病死まで、血を抜かれることにより取り上げられるようになったせいだろう。死体は奈な午ご市し──正確には繭まゆ墨ずみのいる地域周辺に密集しているため、一部地域での伝染病説。吸血を行う虫、たとえば蚊などの変異説。など様々な憶おく測そくが飛とび交かっていた。中でもネット上では、吸血鬼説が有力だ。都市伝説じみた噂うわさが多数発生している。恐らく、これらは淘とう汰たを繰り返しながら、さらに加熱していくことだろう。

　たった三日でこのザマだ。既に血はどれほどに集まっているのだろうか。

　だが、手の出しようがなかった。空を舞う金魚の影以外、水み無な瀬せ家の離り反はん者しやは、影も形も見えない。

　紅あかい金魚が、水を泳ぐように空を舞っている。しかし、それに手が届かない。

「全体数がわからないのに、潰つぶしても無む駄だだよ、小お田だ桐ぎり君。まぁ、あまり気にしないことだね。残念ながら、ボク達にはなす術すべがないんだから」

　まるで他ひ人と事ごとのように繭墨は言った。彼女はソファーに腹ばいになり、板チョコを齧かじっている。片手で頰ほお杖づえを突き、時折新しい包み紙を破いた。編あみあげレース地の黒手袋は高級そうだが、気にする様子はない。徐じよ々じよに焦あせりを増す白しら雪ゆきとは裏腹に、彼女の様子は変わらなかった。裂さかれるのは自分の腹だというのに、相変わらず退たい屈くつそうだ。

「……なす術がない、ですか？」

「御当主に鳥を描いて、金魚を潰してもらおうとも思ったんだけどね。潰し続けてもキリがないし、こちらは数を生み出せない。一度試してみたんだけれど、見事返り討ちにあったよ。離反者本人を捜し出そうにも、激減した水無瀬家の力では高が知れている。それならば、向こうが満足できるだけの戦力をそろえて、姿を現すのを待つしかないじゃないか？」

　状況は絶望的な気がするが、繭墨に悲ひ壮そう感かんはない。彼女はむしろ愉ゆ快かいそうに笑った。

「全くもって、水無瀬の者はやることが派手だよ。方法は他に幾いくらでもあるだろうに。異能を活いかさなければ気が済すまない。空飛ぶ金魚なんて、あまりにもレトロすぎる。たとえば、このマンションに火を点つけて、慌あわてた小田桐君がボクを抱えて無防備に逃げ出したところを、背後から殴なぐりでもすれば話は済むのに、ねぇ」

　それには、僕が間抜けであるという大前提が必要なのだが。

　繭墨は僕の半はん眼がんな視線を受け流し、くすくすと笑った。

「血で増える金魚は面倒だけれどね。大丈夫、なるようになるさ。どうせ全ては見せ物だよ。この段階でも、ね？　負ける気はしない」

　金魚が空を舞っていようと、繭墨の日常は変化しない。彼女は今日もチョコレートを齧り、退屈だと繰り返す。だが、繭墨の吞のん気きな様子とは裏腹に、白雪の疲ひ弊へいは増していた。彼女の苛いら立だちは、どうやら頂点に達しているらしい。幸ゆき仁ひとが細こま々ごまと世話を焼いているが、彼女の目の中には思いつめた影があった。

　繭墨は、白雪のことを完全に無視している。彼女が扇せん子すで語りかけないのをいいことに、相手にしようとしない。繭墨は、僕や雄ゆう介すけにも気まぐれにしか話しかけないので、特に意図した行動ではないようだ。けれども、当の白雪にはそうは思えないだろう。何故なら、彼女は先日の繭墨の問いに、一切答えていない負おい目めがある。水無瀬家の過去にあった事件を、彼女は未いまだ隠していた。

　恐らく、一族の醜しゆう聞ぶんを広めないために。

　ソファーに座り、うつむく白雪の前に、僕は緑茶を置いた。彼女は僅わずかに礼をするが、動こうとしない。

「温かいうちにどうぞ。他の飲み物がよければ、遠慮なく言ってください」

「…………」

　返事はない。これでは離反者より、彼女の精神の方が問題だ。一体どうすればいいのか。悩んだ瞬間、聞き覚えのない音がした。ピリリリッと簡素な電子音が響き渡る。何事かと辺りを見回すと、繭墨が呆あきれた口調で言った。

「あのね……小田桐君。君の携けい帯たいの着信音じゃないのかい？」

「────あっ」

「あっじゃないよ、あっじゃ。全く、交友関係が狭いからだねぇ、かわいそうに」

　うるさい上に余計な御世話だ。さめざめと泣く振りをする繭墨から視線を逸そらす。僕は床に落ちた鞄かばんを拾うと、携帯電話を取り出した。廊ろう下かに出て、耳にあてる。

「はい、小田桐ですが」

『小田桐さんですか？　私です、七なな瀬せ七なな海みです。今お時間大丈夫でしょうか？』

　電話の向こうから幼い声が響く。それを聞き、僕は思わず頷うなずいた。

　唯ゆい一いつ、繭墨に侵しん害がいされていない僕の安アパート。その大おお家やの孫娘の七海だ。

　彼女が朝から電話をかけてくることは珍しい。普段なら、学校に行っている時間帯のはずだ。そう考えた瞬間、今日が日曜日なことに気がついた。繭墨の言う通り、人と交流が無さすぎるかもしれない。反省しながらも、問いに答える。

「はい、大丈夫ですが、急にどうかしましたか？　もしかして、大家さんに何か？」

『えっとですね。そういうわけじゃないんです。ただ、小田桐さん宛あてに荷物が届いていて、私とおばあちゃんじゃ運べそうにないので、後で取りに来てもらえませんか？』

　脳のう裏りに、ことりと首を傾かしげる彼女の姿が浮かんだ。荷物に心当たりはないが何だろうか。そして、わざわざ電話をかけてくるのだから、要件がそれだけとは思えなかった。

「すみません、あの……もしかして、他にも何かあるのでは？」

『は……はい、あのですね。実は、またちょっと怖いことがありまして』

　受話器の向むこう側がわの声が、怯おびえるように震ふるえる。ああ、と僕はそれを聞いて納得した。

　七海は怖がりだ。そして、何故か僕を霊能者と勘かん違ちがいしている。

　随分前のことだが、アパートの一室である怪異が起きた。二〇四号室に泊まると、夜中に異様な影が現れ、首を絞しめられるというものだ。その際、対処法を繭墨に尋たずねたところ、彼女はどうでもよさそうに答えた。

『君が一晩中拍かしわ手ででも鳴らしていれば、おさまるんじゃないのかい？』

　まぁやれる根性があるのならば、やってみたまえ。

　思わず意地になり、徹夜をするはめになった。結果、色々あった末に怪異は消えたのだが、七海はそれ以来、何かある度、僕に相談してくるようになった。繭墨の入れ知恵だと言ったのだが、何故か聞きいれようとしない。

　今日も、どうやら相談があるらしかった。

『実は、アパートの裏庭で飼っていた犬が死んだんです。そうしたら死体から……その……血が、抜かれていて。ほら、ニュースでやっているアレです。私、怖くって。後、何だか小屋の中から、変な声がするんですよ』

「変な声がする？」

『グルル、みたいな、唸うなる声です。何だか怖い気配みたいなものもするし……小田桐さん。これって、死体から血が抜かれていたことと、関係あるんでしょうかぁ』

　その語尾は泣き出しそうに濁にごっていた。血の無い死体は、恐らく金魚のせいで間違いないだろう。だが、小屋から変な声がするとはどういうことなのか。

　血を抜かれた死体が、あるいは魂たましいが、何らかの変質を遂とげたのだろうか。

　もしそうだとすれば、確認する必要がある。

「─────わかりました。直すぐに帰りますから、待っていてください」

『あっはい、いいんですか？　嬉うれしいです。本当にありがとうございます。お待ちしていますね。それと』

「はい」

『繭墨さんは連れて来ないでくださいね』

　それじゃあと明るい声で言い、七海は電話を切った。携帯電話を片手に、僕は溜ため息いきを吐ついた。七海は繭墨のことが苦手らしい。だが、連れて来ないで欲しいと言われても、繭墨抜きで怪異をどうにかすることは不可能だ。居間へ向かうと、彼女は珍しく幸仁と何か話をしていた。壁に向かった幸仁は、繭墨に色々と尋ねられながら、震える手で何かを描いている。

「何してるんですか、繭まゆさん？」

　というか、何をやらせようとしているのだ。

「おや、小田桐君。暇ひまだしちょっと実験をしてみようかと思ってね」

　君も見学していくといいよ。

　繭墨はチョコレートを齧りながら、幸仁の手元をじっと見つめた。視線が気になるのか、彼の指先は細かく震えている。合意の上なのか、白雪も特に文句はつけない。幸仁は壁に大きくしめすへんを描くと、一度筆を放し、息を吐はいた。

「実験………ですか？」

「そう、実験さ。大した力を持たない能力者が『神』と描いたのなら、どうなるのかと思ってね。御当主では力がありすぎるから、幸仁君に協力してもらうことにしたのさ」

『神』と水無瀬の者が壁に描く。

　それは、恐らく『神卸し』と何ら変わらない行為ではないのか。

　背せ筋すじに寒気を覚え、僕は白雪に視線を向けた。すると、彼女は顔を隠すように扇子を広げた。

『この様な児じ戯ぎに興味はありません。結果は把は握あくしております。どうぞお好きに』

　彼女がそう言うのなら、危険はないのだろうか。だが繭墨の笑顔は、不ふ測そくの事態こそを望んでいる様にも見える。ヘッドドレスに飾られた髪の下で、猫に似た目が瞬またたいた。チョコレートタルトを嚙かみ潰つぶし、彼女は歌うように続ける。

「前にも話しただろう？　水無瀬家の能力は、自身の概がい念ねんに左右される。中でも『神』とは、人智の及およばないものの象徴だよ。『神』という存在は、非常に曖あい昧まいかつ個人の思想に寄って左右される。誰だれが見ても『神』と認めるだけの存在を生みだすことは、非常に困難さ。『神』を生み出そうとしても、人間は『神』など生み出せないという無意識的な抑圧が邪じや魔まをするからね。ただ、もしもそれを無理やり行ったのなら」

　ぺろりと、チョコレートで汚れた唇くちびるを、紅い舌が舐なめた。

「どういう歪ゆがんだ形で現れるのか、一度見てみたくてね」

　思わず息を飲み込む。幸仁は震えながらも、真っ直ぐに最後の棒を下ろした。筆の動きが止まり、ゆっくりと離れる。

　壁に『神』と文字が完成した。

　異能者である水無瀬の人間が描いた文字。

　どうなるのかと固かた唾ずを飲んで見守る。やがて、長い時間をかけてそれは震え出した。壁自体が揺ゆれているかのように痙けい攣れんを始める。ガタガタと激しい音が鳴り響いた。揺れはまるで地震のように高まり、文字は激しく震え。




　そして、壁からベリッと剝はがれ落おちた。

『神』という字が、てこてこと歩き出す。

　沈黙が降りた。




「い、いやいやいやいやいやいやいやこれはない、これはない、これはないだろう？」

「ちょっと繭さん、落ちついてください。一体何ですかこれぇッ？」

「いや知らないよ。これはひどすぎじゃないか。ボクはこういう突発事項にはちょっと弱いんだよ、何だいこの変な生き物ッ！」

　珍しく恐きよう慌こうを来たした繭墨が、素早く後ろに飛びのき『神』から離れる。白雪は溜息を吐き、顔を覆おおった。幸仁は真まっ赤かになり、ブルブルと震えている。妙な生き物と化した『神』は、全身を動かし、辺りを見回した。子犬がやればかわいらしい動作かもしれないが、正直不気味このうえない。次に、『神』はぴたりと動きを止めると、怖ろしい速さで走り出した。

「うわあああああああああああああッ、捕つかまえたまえ小田桐君！」

「ってか、アンタのせいで、こんな変な生き物ができたんだろうがッ！」

　文もん句くを叫び、『神』の後を追う。『神』は勢いよく玄関の新聞入れの隙すき間まに、その平べったさを生かし滑すべり込こんだ。逃げたッと思わず絶叫した次の瞬間だった。




「こんにちはー小田桐さん、遊びに来たんで、開けてくださ……って、何ですかコレーッ？」




　扉の向こうから、タイミング良くそんな声が聞こえた。





　　　　＊　＊　＊






　頭から自由を求めてダイブした『神』は、雄介の反射神経により片手で捕ほ獲かくされた。今は、持ち手を結んだスーパーの袋の中でもがいている。じたばたと暴れているが、どうやらビニールを破く力はないらしい。僕と繭墨はそれを半眼で見つめた。ふざけた生き物にもほどがある。何故、こんなものが生み出されてしまったのか。

「いや……本当はね、全く変化しないか、『神』をイメージした『何か』が生み出されるはずなんだよ。前者が、全くイメージできなかった場合で、後者がイメージはできるが実力が足りなかった場合だ。その場合、『何か』は生み出されて直ぐ崩壊してしまう。はずなのだけれど………うーん。これは何なんだろうね。実力に伴ともなう程度の、貧困なイメージしか抱けなかった結果、めでたく妙な生き物誕生。といったところかな」

　そう語る繭墨の前では、雄介が『神』を割わり箸ばしで突いて遊んでいる。その背中には、新品らしいバットバッグがあった。幸仁はますます赤くなり、膝ひざを抱えてうずくまる。穴があったら入りたいとその背中が語っていた。

「君ねぇ、ボクが言うことじゃないんだけど、もう少しちゃんと修行をした方がよかったんじゃないのかい？」

　繭墨が呆れた口調で尋ねると、幸仁は震えながら答えた。

「……昔から、修行は……好きじゃなくて、蛙かえるくらいしか……ただ、描くのは好きで……ストリートアートとか、やって……いたんですけど。それでも……他は全然……生み出せなくって………」

「そもそも、何で家出をしてストリートアートなんてやっていたんだ？」

　ふと疑問に思い、尋ねる。すると、幸仁の肩はびくりと震えた。彼は弾はじかれたように顔を上げる。幸仁は白雪の様子をうかがいながらも、唇を一度嚙みしめ、口を開いた。

「……僕は昔から……上う手まく喋しやべれなくて……人と喋るのが、怖くて……だから、御当主様のお世話役を………ずっと、光栄で……嬉しくて……でも……」

　幸仁は、幾いく度どか浅く呼吸を繰り返した。何か言いたいことがあるのだろう。だが、彼は白雪を一度じっと見つめた後、一言だけ呟つぶやいた。

「……………でも、ひどい」

　同時に、白雪も僅かに顔を伏せた。幸仁は何かを思い返すように目を閉じる。もう一度口を開くが、声が出てこないらしい。それから彼は激しく頭を振り、呟いた。

「……………だから、家を出ました」

　話はそれで終わりらしかった。二人には、最も早はや何も話をする気がないらしい。ゆっくりと繭墨は唇を歪めた。彼女は明確な嘲ちよう笑しようを浮かべる。組んだ足の上に頰杖を突き、繭墨は溜息を吐いた。

「また黙るのかい？　まぁ、別にいいけれどね。一つ聞きたいことがある。幼い時──ボクが『繭墨あざか』になった直後だよ。確か、舌を抉えぐられていたのは別の人間だっただろう？　君は、あんなにお喋りが好きだったじゃないか」

　白雪はゆっくりと目を見開いた。普段無表情な顔立ちに罅ひびが入る。彼女は強く唇を嚙みしめ、顔を伏せた。だが、繭墨は容よう赦しやをしない。獲物を追いつめる猫のような、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべ、先を続ける。

「───────お兄さんは、何故裏切ったんだい？」

　一瞬、白雪は身構える獣けもののように全身を強こわ張ばらせた。だが、その緊張もすぐに霧む散さんする。後には、穏やかとさえ呼べる表情が残った。どこか虚きよ無む的てきとさえいえる無表情の中、目には悲しみだけが残っている。その全身が訴うつたえていた。

　何も、語りたくないのだと。

　しばらく沈黙した後、くるりと繭墨は振り向いた。白雪のことを完全に忘れ去ったかのように、僕に向かって言う。

「さて、小田桐君。さっきの電話は何だったんだい？」

「あっ、はい。そうでした。繭墨さんも一度会ったことがありますよね。七海さんから、気になる話を聞きました」

「へぇ、七海君からねぇ？　どんな話だい？」

　うつむく白雪のことを気にしつつも、七海から聞いた話を報告する。他の死体にも同様の事態が発生している可能性がある。七海にも危害が及ぶかもしれないため、確認しておきたい。そう言うと、繭墨は気だるげに頷いた。

「まぁ、それはいいけれどね。その程度のことで、出かけるのも面倒だなぁ。だからといって、君がボクから離れるのも、今の状態だとあまり好ましくないしね。確認はしておくべき、か。でもなぁ」

　たかだか犬の死体を見るためだけに、出かけたくはないよ。

　繭墨はそう言い、ソファーに腹ばいになった。興味無いことのために、わざわざ動きたくないのだろう。悩んでいる姿を見て、僕は連れて行くのを諦あきらめることにした。七海からの頼みもあるし、確認だけなら、僕一人でもできるだろう。

「確認を終えたらすぐに戻って来るようにしますし、僕一人で行ってきますよ。本当に異変があるようなら、次はお願いします。何より、七海さんからは、実は繭さんを呼ばないようにと頼まれていて」

「何だって、七海君がわざわざそう言っていたのかい？」

　ガバッと繭墨は起き上がった。気を悪くしたのかと思ったが、逆にその目は生き生きと輝いている。

「それならボクも行くよ。七海君は愉快な御ご仁じんだからね」

　何なんだ一体、と尋ねる暇もなく、繭墨はソファーから飛び降りた。スーパーの袋を、ジェットコースターと言いながら振り回していた雄介が振り向く。

「あれ？　どこ行くんですかお二人とも。七海って誰ですか？」

「小田桐君のアパートの大家さんのお孫さんだよ。小田桐君を慕したっている面白い子さ」

「へぇ……小田桐さんって女運悪いですけど。今度はどんな人ですかねぇ？」

「女運が悪いって何だ。言っておくが、今度こそついて来るなよ」

「いっやだなー、人の行動はそう簡単には阻そ害がいできないんですよー？　俺おれ、実は今からちょうど買い物に行きたかったんですけど、方向同じとは奇遇ですねー？」

　わざとらしすぎる物言いで、雄介は袋を回すのを止めた。どうやらついて来るつもりのようだが、最早文句を言うのも面倒だ。繭墨が紅い唐から傘かさを肩にかけたのを見て、白雪は顔を上げた。彼女が立ち上がろうとしたところで、繭墨は振り返らずに告げる。

「君はそこで待ちたまえ。確かに───君に語る義務は一切ないさ。それでもね、人を巻き込んでおきながら、一族のために黙り続ける。その姿勢は不ふ愉ゆ快かいだ」

　白雪はぴたりと足を止めた。前を見たまま、繭墨は続ける。

「何も語りたくないのならいいさ。ただし、部屋に人形を飾る趣味は、ボクにはない」

　言いきると、繭墨は歩き出した。扉を後ろ手に閉じて、部屋を出て行く。あまりの物言いに僕は呆ぼう然ぜんとした。白雪は黙ったまま、静かに座り、顔を伏せた。扇子で語ることもなく、座ったまま動こうとしない。その背中は凜りんとしたままだが、目は悲しげだった。

　僕は彼女に向き直る。そして、うつむいたままの彼女に声をかけた。

「───出かけている間、繭さんに何かあったら、それは僕と彼女自身の責任です」

「………？」

　白雪は不思議そうに顔を上げた。黒く澄すんだ目が僕を映す。何かと尋ねるように小首を傾げた彼女に向かい、僕は続けた。

「行ってきます。せめて、その間は楽にしていてください」

　そう、元々、僕達に何かあったとしても、それは彼女のせいではないのだ。

　彼女が気に病むことでも、気にすることでもない。

「………！」

　白雪は僅かに目を見開いた。扇子を手に取り、筆をさ迷わせる。だが、彼女はそのまま、何も描くことなく筆を置いた。代わりのように、ゆっくりと頭を下げる。その姿に礼で応こたえてから背を向け、僕は繭墨の後を追った。
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　繭墨のマンションを出て、駅に向かって坂を下る。ショッピングモールに差しかかる丁ちよう度ど手前の位置に、駅の入り口がある。西へ向かう地下鉄に乗って四十分ほど、都心を通りすぎて終点の駅に着く。駅からはバスに三十分ほど揺られ、人ひと気けのないバス停で降りる。奈午市の西のはずれ、猫と老人が住人の大半を占めるさびれた住宅街を抜けた先にあるアパートが僕の住居だ。家賃は安く、利便性は最悪だが、騒音と無縁の環境はそれなりに住みやすい。まるで時間が止まっているような街だが、一本大通りに出れば、自転車で行ける範囲内にスーパーやコンビニ、銀行までそろっている。何より事務所から遠いせいで、滅多に繭墨が訪れない点が最高だった。

　雄介がぼんやりと、アパートの壁面に描かれた名前を見上げる。

『メゾンド・ナナセ』

「うわだっさ。ぼっろ」

「思っても言うな。そういうことは言うな。断じて言うな」

　スパンと頭を叩たたくと、雄介はわざとらしく悶もん絶ぜつした。繭墨は背中の黒リボンを揺らしながら、ためらいなく一階の大家の部屋へ向かう。豪ごう奢しやな黒いドレスが、僕の住居に存在する様子は、悪夢的な光景だ。彼女がチャイムを押しこむと、明るい声が響いた。

「はーい、少々お待ちくださいねー」

　パタパタと小さな足音が聞こえた。僕の来訪を待っていたのか、元気よく小柄な姿が飛びだしてくる。

「お待たせしましたッ！　小田桐さん………アレ？」

　中から七海が出て来た。小さな彼女を見降ろして、雄介が奇声を発する。

「うっわ、小田桐さんッ！　ナニ幼女に手を出してるんですかッ！」

「人を犯罪者みたいに言うな、殴るぞ」

　七海は、小首を傾げて繭墨と雄介を見上げた。一見ロングヘアーにも見える豊かなツインテールが揺れる。現在小学五年生の彼女は、今日も手伝いをしていたのか、エプロンで小さな手をぬぐった。色素の薄い、柔らかな茶髪に囲まれた大きな目が、繭墨を睨にらむ。普段は笑顔しか浮かばないそこには、今や険悪な表情が刻まれていた。繭墨はそれに臆おくすることなく、笑顔で手を振って応える。

「やぁ、こんにちは。久しぶりだね、七海君」

「お久しぶりです繭墨さん。呼んでもいないのに、ようこそいらっしゃいました。ところで、そのふざけた格好、何歳までお続けになるんですかぁ？」

「うわっ、何ですかこの幼女黒ッ！」

　雄介が何やら絶叫する。だが、繭墨の格好がふざけているのは本当だし、小学生なら、嫌いな相手に対する態度はこんなものだろう。普段は大変礼儀正しい子なのだが、何故か繭墨とは反そりが合わないのだ。

「それと、小田桐さん。この生活能力のなさそうな男性はどちらさまですか？」

「ああ、こいつは嵯さ峨が雄介。ちょっとした知り合いなんですが、凶暴なので近づかないようにしてください」

「今、アンタ何の疑問も覚えずに答えましたねッ！　それに、何で幼女に対して敬語なんですか、ロリコンですかッ！」

　雄介がギャーギャーとうるさい。これ以上騒がれても困るので、僕はその首に腕を回した。七海には聞こえないよう、耳元で答えてやる。

「大家さんの孫娘さんだからだ」

「小田桐さんって、意外と長い物には巻かれろ主義ですよね……」

　げっそりとした口調で言われるが、知ったことではない。見てみると、繭墨と七海は笑顔で対たい峙じしていた。七海はいたって普通の笑顔だが、繭墨のそれは、七海の反応を面白がっているようにも見える。












「相変わらず、図々しい方のようで何よりです、繭墨さん。あのですね、小田桐さんにお聞きしたんですけれど、毎日チョコレートばっかり食べてるって、本当ですか？　将来総入れ歯になるんですよね。ご愁しゆう傷しよう様さまです。繭墨さん、運動もなさらないようですから、すぐに体のラインも崩れそうですし、大変ですよねぇ」

「君こそ相変わらずだね、七海君。いやいやいや、その歳としでそこまで露ろ骨こつに人に悪意をぶつけられるとは大物だ。なかなかに愉快だよ」

　クスクスと繭墨は笑う。彼女の様子を見て、七海は不機嫌に腕を組んだ。胸元で黒猫のアップリケが歪む。頰を膨ふくらませる彼女に、僕は尋ねた。

「ところで、犬の死体はどうなりましたか？　後、荷物も運びます」

「アンタさっきまでの光景に対して、言いたいことはないんですか言いたいことは！」

　繭墨さんにあんな態度とれる幼女って、俺は嫌ですよ！

　何やら雄介がうるさいが、僕も七海も無視をする。七海は僕に向き直ると、不安そうな顔で胸の前で指を組んだ。大きな瞳ひとみが、涙でうるむ。

「もう、犬の死体は埋めました。でも、犬小屋から何だか変な声がするんです。ガタガタ揺れたりもするし、怖くて怖くて、小田桐さぁん」

　突然涙を零こぼし、七海は僕に抱きついてきた。ぎゅっと縋すがりついて来る。

「また助けてください。私、怖くて、怖くて」

　小さく震える背中を、僕はあやすように叩いた。七海は怖がりだ。年齢が幼いせいもあるが、人一倍怖いことが苦手らしい。僕はかがみこむと、彼女の目を見てゆっくりと言い聞かせた。

「大丈夫です。ちゃんと何とかしますから、顔を上げてください」

「本当ですか！　流石さすが小田桐さんですね。七海の将来のお婿むこさんです！」

「うわー………露骨な幼女ー……一体小田桐さん何かのどこがいいんですか？」

　七海の言葉は、子供が小学校の教師に憧れるようなものだろう。だが、雄介はいちいち反応して、何やら失礼なことを言いだした。くるりと振り向き、七海は愛らしい笑顔で答える。

「七海の夢は、『優しいお婿さん』と結婚して専業主婦になることですから」

「小田桐さん、寄生されてます！　アンタ幼女に甘いせいで寄生されてます！」

「まぁいいじゃないか、雄介君。小田桐君の人生なんだから、ボクらが口を出すことじゃないよ？」

　雄介の言葉は置いておくとして、何か繭墨に不ふ穏おんなことを言われた気がする。どういう意味かと尋ねようとした瞬間、七海に服の袖そでを引っ張られた。

「あっそれと、荷物はですね……」

　七海は玄関を指さした。そこには、ダンボールが二箱置いてある。

「これです」

　覚えのない荷物を、僕は眉まゆをひそめながら開けた。




　中には、未使用の消火器が詰まっていた。







「嫌がらせですかね……これは」

「きっと、屋敷には置いておきたくなかったんだよ。だからと言って、客人の物を勝手に捨てるわけにもいかない。御当主の指示を仰ぐには馬ば鹿か馬ば鹿かしい。その結果が、小田桐君の腰痛に結びつくとは、水無瀬家の誰も思わなかったろうさ」

　アパートの三階の僕の部屋まで、雄介と二人でダンボールを運んだ。１Ｒの狭い部屋に何やら雄介は感かん嘆たんし、冷蔵庫を勝手に開けては喜んだが追い出した。運び終わり、再び一階まで戻った時には、僕の腰は盛大な悲鳴を上げていた。相変わらず手伝う気のない繭墨は、唐傘を回している。

「お疲れ様です、小田桐さん」

　七海が笑顔で冷えた麦茶を差し出してくれる。一気飲みした後、七海の案内で庭に向かうことになった。

「はい、どうぞ。生活能力のなさそうな人」

「うわっ、水道水！」

　背後で雄介が騒いでいるが、無視をする。

　繭墨は何が楽しいのか、カラカラと声を上げて笑った。
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　庭と言うが、実際にはアパートに隣接する非常に狭い空き地のことだった。車が一台停まれるかどうかのスペースで、日当たりも悪い。元々は駐車場にする予定だったのだが、車を所有していた七海の両親が死亡したため、取り止めになったのだという。雑草が生おい茂しげったそこに、犬小屋は置いてあった。くすんだ赤い屋根の下には何もいない。その横には、物置代わりなのか雑多なガラクタが積まれ、野ざらしになっている。

　犬小屋を覗のぞき込こもうとした瞬間だった。背筋を寒気が駆け抜けた。

「─────ッ！」

　極ごく間ま近ぢかを犬の牙きばがかすめたように感じて、僕は思わず背中を反らせた。だが、実際には犬小屋は静まり返ったままだ。その中には、動くものなど何もいない。ただ、奥の方から、低い唸り声が聞こえた気がした。恐る恐る覗き込んでみるが、犬小屋の中は暗くら闇やみに塗り潰されている。墨を流し込んだかのように何も見えない。屋根には隙間があるように思うのだが、何故か光の一筋すら差し込まないようだ。




　その中に、濃密な『生き物』の気配がする。

　確実にここには、『何か』がいた。




「獣の匂いがしますねぇ……この中は、流石に俺でも覗き込みたくないですよ」

　雄介が呟いた。言われてみれば、濃厚な獣の匂いが香ってくる。僕は動物園の猛獣の檻おりを思いだした。月のない夜にでも檻の前に立てば、似た状況を体験できるだろう。中に獣が隠れているというのに、その姿はよく見えないのだ。

　繭墨の方をうかがうと、彼女は服の裾すそが汚れるのにも構わずしゃがみこんでいた。犬小屋を覗き込み、首を傾げる。紅い唐傘の影がその頰を滑った。

「……………いや、これは、金魚とは関係ないんじゃないかなぁ？」

　ぼそりと彼女は囁ささやいた。僕はそれを聞き、違和感を覚える。

　金魚は関係ないと繭墨は言う。だが、小屋の中の気配は明らかに異常だ。

　一体、どういうことなのか。

　すると、繭墨は首を傾げながら後を続けた。

「怖ろしい思念が張りついているよ……一体、これは何だい？」

「思念………ですか？」

　一体それは何だろうか。怨おん霊りように似た何かだろうか。すると、繭墨は顔を上げ囁いた。

「小田桐君。君、萩はぎ原わら朔さく太た郎ろうの『死しなない蛸たこ』は知っているかな？」

「はい？　『しなないたこ』ですか？」

　突然何なのだろうか。この状況に、詩が関係あるとは思えない。しかも聞いたことのない題名だった。思わずオウム返しに呟く。すると、繭墨は低い声で後を続けた。

「或ある水族館の水槽で、ひさしい間、飢うえた蛸が飼はれていた。地下の薄暗い岩の影で、青ざめた玻は璃り天てん井じようの光線が、いつも悲しげに漂ただよつていた」




　だれも人ひと人びとは、その薄暗い水槽を忘れてゐた。もう久ひさしい以前に、蛸は死んだと思はれてゐた。

　けれども動物は死ななかつた。蛸は岩影にかくれて居たのだ。そして彼が目を覺さました時、不幸な、忘れられた槽そうの中で、幾日も幾日も、おそろしい飢き饑がを忍ばねばならなかつた。どこにも餌え食じきがなく、食物が全く盡つきてしまつた時、彼は自分の足をもいで食つた。それから、最後に、それがすつかりおしまひになつた時、今度は胴を裏がへして、内臟の一部を食ひはじめた。

　或る朝、ふと番人がそこに來た時、水槽の中は空からつぽになつてゐた。そしてどこの岩の隅すみ隅ずみにも、もはや生物の姿は見えなかつた。蛸は實じつ際さいに、すつかり消滅してしまつたのである。

　けれども蛸は死ななかつた。彼が消えてしまつた後ですらも、尚なほ且かつ永遠にそこに生きてゐた。古ぼけた、空つぽの、忘れられた水族館の槽の中で。永遠に──おそらくは幾世紀の間を通じて──或る物すごい缺けつ乏ぼうと不ふ滿まんをもつた、人の目に見えない動物が生きて居た。




「これが、萩原朔太郎の『死なない蛸』だよ。大分端はし々ばしを省略させてもらったけれどもね。この犬小屋の中はね、それと同じ状態にあると思うんだ。『或る物すごい缺乏と不滿をもつた、人の目に見えない動物が生きて』いる。この犬は、一体どういう扱いをしていたんだい？」

　繭墨は不意に七海に尋ねた。七海は、後ろ手に指を組んだまま、微笑ほほえんで答える。

「大切にしていましたよ？」

　明瞭な答えに、繭墨は僅かに眉根を寄せた。それから、口の端を引き上げて言う。

「なるほど。それじゃあ、この犬はどうして飼うことになったんだい？　七海君は、進んで犬を飼うタイプじゃないだろう？」

「そんなことないですよ。私だって、トイプードルとかは欲しいです。あのですね、私の叔お母ばが急に引っ越すことになりまして、突然渡されたんですよ。おばあちゃんは世話ができないからって、ずっと私が世話をしていたんです」

　七海はよく手伝う子なので、精一杯のことをしたのだろう。彼女はよく僕にも煮物や菓子をお裾分けしてくれる。すると、繭墨はくるくると唐傘を回し、首を傾げた。

「まぁ、君がそう言うならそれでいいさ───死体を見せてくれるかい？」

　論より証拠。これが何故かは見ればわかるだろう。

　繭墨は猫のような笑顔で言った。すると、七海は微笑んで答える。

「死体は埋めました。もう残っていません。あっ、でも写真ならありますよ？　死体はかわいそうだったので、早く埋めてしまいたかったんですけれど。一応不審死なので、写真を撮っておいたんです」

　ちょっと待っててくださいね？　取ってきますから。

　そう七海は言い、アパートまで走り出した。一枚の写真を手に戻って来る。悲しげな顔で手渡されたそれを、僕達は覗き込んだ。血が抜かれた犬の死体は、生乾きのミイラのように全身がしぼんでいる。それを眺めながら、僕は違和感を覚えた。体積の減った死体には、異様なほど肉が無い。さらに、その足には、幾度も歯を立てたような形跡があった。

　剝むき出だしになった肉は、まるで牙で肌を裂き、舌で血を舐めたかのようだ。

　毛が禿はげて、骨が剝き出しになるまで。

「七海さん………あの、この犬の傷はなんですか？　血を抜かれたにしても、異様に瘦やせているような……？」

「それはですね、小田桐さん。わんちゃんは、病気だったんです。内臓の病気で……ご飯が食べられなくて、足を嚙むようになってしまったんです。全て、私が早く病院に連れて行ってあげられなかったせいなんです」

　悲しそうに七海は顔を伏せる。涙を浮かべ、彼女は大きな目を擦こすった。雄介が嫌そうな顔で、横から問いかける。

「どんな病気だったんですか？」

「私、子供なので正式名称はわかりません」

　にっこりと七海は微笑んだ。スカートの裾をつまんで礼をする。そこで、僕はふと気になった。

「あの……七海さん。そう言えば、犬の声を聞いた覚えがないんですが」

「最初は、口輪をしていたんです。大人しくなるまで付けていたんですよね。だから、小田桐さんも声を聞かなかったんだと思いますよ？　静かな良い子でしたもの」

　七海は天使のように笑う。繭墨と雄介は何故か複雑そうに顔を見合わせた。

「白雪さん……でしたっけ？　御当主。呼ばなくてよかったですね」

「全くだよ。御当主と七海君を会わせてみたまえ。反りが合わなさ過ぎて、怪獣大戦争もいいところさ」

　二人は小声で話した後、犬小屋に向き直った。異様な気配が漂ってくるが、相変わらず中は見えない。真っ黒に塗り潰されたそこには、まるで黒い毛をした大きな生き物が、隙間なく詰まっているようにも見える。




　或る物すごい缺乏と不滿をもつた、人の目に見えない動物。




「さて、これがどれほどに危険なのか確かめてみたいね。果たして、何とかできるものなのかどうなのか。気配だけで終わっているのか……あるいは」

　この黒く塗り潰された中身は、どうなっているのか。

　不満を持った魂が、居着いた末に、どんな風に変わったのか。

「飢えた生き物は、何でも食べるだろうからね。もしも、犬の抱いていた不満や飢えが、具現化しているようなら。見えないだけで牙や口が存在するのなら……これは怖いよ？」

　だからと言って、この中に手を入れてみる気にはならない。強い獣臭が鼻先に香る。闇は静かに詰まったまま、動こうとしない。すると、雄介が手に持った何かを振った。

「つまり、コレの出番ってわけですねッ！」

　スーパーの袋の中では、『神』が高速で足を動かしている。ぎょっとするが、どうやらずっとバットバッグの端にくくりつけてあったらしい。僕はそれを見て慌てた。明らかに奇怪なこの生き物を見て、七海はどう反応するのか。彼女は怖がりなのだ。怯えられたのならば、どう説明すればいい。

　だが、七海は僕の予想に反して、にっこりと微笑んだ。

「なんだかチープなオモチャですねぇ。生活能力のなさそうなお兄さんのご趣味ですか？」

　暴れる『神』はどう見ても意思を持った存在だが、七海は気にしていないようだ。安あん堵どする僕とは裏腹に、雄介は嫌そうな顔で呟いた。

「これ、オモチャに見えますか？　興味ないんですか？」

「七海は、興味のない物には、興味ありません！」

　きっぱりと彼女は言い切った。雄介は何か言おうとして諦めたらしい。あーもー、はいはいとぼやきながら、スーパーの袋を開ける。バネ仕掛けのように跳び出し、『神』は脱走を図ろうとした。だが、再び雄介に片手で捕えられる。

「まぁ、興味ないならないでいいんで、何か紐ひもとか貸してもらえませんか？」

　七海がアパートから持ってきた紐で、『神』をがんじがらめにする。犬のリードのように、雄介は長く垂れる紐の先を持った。『神』はやはり逃げだそうとするが、紐にビンッと引っ張られて、逃げられない。だが、『神』には知能が無いのか、それに気がつかず、ぐるぐると高速で足を動かした。土がざりざりと『神』の足の下で削けずられ、山になる。自動穴掘り機と化している『神』を見ながら、僕は思わず呟いた。

「見れば見るほど、奇妙な生き物ですよね……これ」

「はっはっはっ、言っておくけれどね、小田桐君。これが生まれたのは、ボクのせいじゃないからね。はっはっはっ」

　繭墨は乾いた笑い声を上げた。声が引きつっているところからして、どうやらこういった変な生き物は大の苦手らしい。妙なところで弱点を発見してしまった。

　雄介は、ひょいっと『神』を持ち上げた。空中でも、まだ『神』はぐるぐると足を動かしている。走り出して、一体どこへ行くつもりなのか。ぜひ、聞いてみたいものだった。雄介は角度を微調整すると、『神』を地面に置いた。そっと手を放すと、『神』は全力で走り出した。そのまま真っ直ぐに、紐を従えたまま、前へと駆け出して行く。




　犬小屋の中へと。




　闇の中へ、『神』は勢いよく消えていった。しばらくの間は、何も起こらなかった。闇は静かに沈んでいる。このまま何も起きないかと思った次の瞬間だった。




　ぐぅ………るるるる………うぐぁああああああああああああああああああああ。




　獣の吠ほえ声ごえが響いた。悲痛に濁ったそれは、どこか人の声にも似ている。同時に、小屋が揺れ始めた。最初は細かく振動し、徐々に激しく震え出す。まるで巨大な獣が中で暴れているかのようだ。小屋は、中から叩かれているかのように激しく揺れた。次の瞬間、何かが空中に飛びだした。半分ほど千切られた『神』が飛びだし、内側から伸びた『何か』に攫さらわれる。




　それは、血まみれになり、瘦せ細った獣の腕だった。

『神』が内側に引きずり込まれる。何かを嚙み砕く激しい音が響いた。




「『犬は病んでいるの？　お母さん』『いいえ、子供、犬は飢えているのですよ』……か」

　小さく呟き、繭墨は首を振った。徐々に犬小屋の震えは収まり、元通りの沈黙が戻った。中からはもう何の音もしない。再び、闇は固まった。僕達は思わず口をつぐんだ。中には、確実に『化け物』と化した何かがいる。対応に困る僕達を尻しり目めに、繭墨は犬小屋を見つめたまま囁いた。

「七海君………この庭は、普段から使うのかい？」

「いいえ」

　静かな問いかけに、七海は首を振って答える。すると、繭墨は間かん髪はついれず後を続けた。

「この犬小屋は、これから必要かい？」

「いいえ」

　再び同じ答えが返る。すると、繭墨は思案深げな顔をした。紅い唐傘をくるくると回しながら目をつむる。この『化け物』を一体どうするのか。犬の抱いた不満は、どうすれば解消できるのか。僕が息をつめて見つめると、繭墨はこくりと頷いた。

「いいかい、小田桐君」

「はい、繭さん」

「七海君に釘くぎと板を借りたまえ」

　ビシッと閉じた唐傘の先端で指示される。何故、釘と板がいるのか。そう思いつつも、僕は折れた板と、箱の錆さびた大工セットを、ガラクタの中から探し出した。七海に使用許可を貰もらう。僕と雄介の準備が整うと、繭墨はこくりと頷いた。腕組みをして、元気よく続ける。

「さて、それでは、板を犬小屋に打ちつけたまえッ！」

　沈黙が降りた。雄介は素直にラジャーっすと頷き、板を打ちつけ始める。立ったままの僕の背後で、トンテンカンテンとリズミカルな音が響いた。満足そうにその作業を眺める繭墨に、尋ねる。

「………繭さん」

「何だい、小田桐君」

「もしかして、物理的に封ふう鎖さするつもりですか？」

　半眼になって問いかける、繭墨は腕を組んだまま笑顔で沈黙した。

　それから、堂々と頷く。

「その通りさ！」

「いや、いいんですかそれでッ！」

　いやよくないだろう。絶対によくない。

　納得している繭墨に向けて思わず叫ぶ。だが、繭墨はふふんと猫のような笑顔を見せた。僕に唐傘を向け、一転して、真ま面じ目めな口調で言う。

「それじゃあ、逆に尋ねるけれどね、子供には甘くて騙だまされやすい、仕方のない小田桐君？　相変わらず肝かん心じんなところが抜けているせいで、将来詐さ欺ぎで泣くことになりそうな君に尋ねるよ？　封鎖したら、何が問題なんだい？」

　今、さらりと何かを言われた。無視できないほどの何かを言われた。だが、繭墨が唐傘で突いて答えを促うながしてくるので、僕は質問をオウム返しに口にした。

「………問題、ですか？」

「この『生き物』は絶対にこの中から出て来られない。それなら一番の問題は、この中に手を入れる人間がいた時のことさ。動物園の檻の中にいる生き物に対して、近寄る人間はいないだろう？　見るからに危険とわかるからね。檻を乗り越えて餌になるのは自己責任さ。それなら、これもそれと同じにするのが一番の対処法だよ。『人間が入れないよう』に、犬小屋を改造すればいい」

　背後では、雄介が高速で釘を打ちつけている。彼は幾つかの板を組み合わせながら、器用に入り口を塞ふさいでいった。繭墨は、それを見て軽く鼻を鳴らす。

「『生き物』の『飢え』は、そう簡単には祓はらえはしない。こういうのが向いている知人にでも、声かけをしてはおくけれどね。生前の『飢え』を満たすのは、ボクの領分じゃないよ。ボクという生き物には向かない。それなら、今はこれが一番さ」

　後で近寄るな危険とでも、紙に書いて貼っておこう？

　トンテンカンテンと雄介はリズミカルに釘を打ちつけていく。その時、ふっと彼は作業に邪魔な何かを摑んだ。犬小屋の中から伸びたままになっている紐を摑み、ズルズルと手元に引き寄せる。

「──────触れないものは無いのと同じ。見えないものも無いのと同じさ。それにね、言うだろう、小田桐君」

　その先端には、ぶらんと縛られた『神』の名残なごりがぶら下がっていた。無残に食いちぎられたそれは、一瞬震え、墨の塊になって紐から抜ける。




　バシャリと、黒い水が地面を叩いた。




「────『触らぬ神に、祟たたりなし』だよ？」




　繭墨はそう言い、めでたしめでたしと締めくくった。









StoryⅣ






『神』を卸おろそうとした者は、私だけではない。

　先人に『神』を描えがこうとした者は何人もいる。




　だが、それらは全て失敗に終わっている。何も起こらなかった者。自身が描き出した『何か』に食われた者まで様々だが、一様に共通しているのは、彼らが安らかな死を迎むかえることができなかった点だ。彼らは皆、華々しく『神かみ卸おろし』を宣言しながら、後にその愚ぐ行こうを一族の者によって断罪されている。達成できなかった時点で、目指した偉い業ぎようも咎とがへと変わる。『神』に触れようとした人間の末まつ路ろなど、ろくなものがない。遠い昔から、暗黙の了解として、それは人々の心に刻まれている。




『人』は『神』を目指してはならない。

　それは禁きん忌きだ。目指すだけでも、罪つみなのだ。

『神』とは、人など及およばない領域にいるからこその『神』だ。

　遙はるか高みにいるからこその『神』なのだ。

　私とて、それを知っている。




　だが、私には■■■を迎えに行く術すべがないのだ。神かみ世よの昔、伊い邪ざ那な岐ぎは伊い邪ざ那な美みを黄よ泉みの国へと迎えに行ったという。『神』にはその術が許されている。だが、憐あわれな人間にはその術がない。それが許されるのならば、私はすぐにでも■■■を迎えに行くというのに。どれほどに朽くちた姿になっていようとも、どれほどに変わり果てた体になっていようとも、■■■を連れて帰るというのに。




　だが、わかっている。私の望みには意味など無い。

　どれだけ願おうと無意味だ。どれだけ祈ろうと無む駄だなのだ。

『神』は『人』を救わない。矮わい小しような『人』の望みなど叶かなえはしない。

　それならば、禁忌を犯すことに何のためらいがある。




『神』を創つくって何が悪い。『神』を描いて何が悪い。私は祈った私は願った。何日も何日も祈り続けたその果てに、何もかもが無意味だと悟さとったのだ。信仰など何の意味もない。『人』に姿を見せない『神』など、いないのと同じだ。




『神』など存在しない。だから、私が創る。




　そして、『神』を創るためには、『神』と崇あがめられる少女の血が必要だ。自身も優すぐれた異能者であり、我々の異能を人の身でありながらいっさい受けつけぬ、『神』と謳うたわれるあの少女の血が。それを手に入れるためならば、私は何でもしよう。そのための血は集めた。そして、集まった。私は、私の全力を賭かけて、彼女に対たい峙じしなければならない。それが、礼儀だ。彼女を殺す、私の礼儀だ。たとえ私が既すでに畜ちく生しようだとしても、それだけは守らなければならない。




　恐らく、■■■はこんな私を許してはくれないだろう。

　それなのに、何な故ぜ私は進むのだろう。何故、私は──────。




　────さぁ、神を卸そう。





　　　　＊　＊　＊






　何か、声が聞こえた気がした。

　それは、まるで落らく雷らいにも似た痛つう烈れつな叫びだ。




　僕は思わず目を覚まし、辺あたりを見回した。だが、気のせいだったのか、マンションの中は沈黙に包まれている。眠り慣れないソファーから起き上がると、チョコレートの残のこり香がが鼻先に香った。軽く咳せきをすると、僕は再び辺りを見回した。

　今は何時だろうか。警護のため、繭まゆ墨ずみの家に泊まったことは、今までにも何度かある。だが、いつまで経たっても慣れることはない。小さな繭墨の寝息が耳に届いた。向かいのソファーに視線を移すと、彼女は礼儀正しく胸の前で指を組み、目を閉じていた。ネグリジェを着て目をつむる姿は、一見して中世の姫に見えなくもない。だが、その頭には、やはりポンポン付きの帽子がある。

　今日のポンポンは、どういう仕組みなのか、自動的に上下に揺れる魚だ。

　デフォルメされた紅あかい金きん魚ぎよを見て、僕は溜ため息いきを吐つく。

　ソファーから降り、水でも飲もうと台所へ向かう。すると、小さな灯あかりが点ついていた。消し忘れた覚えはないのだが、繭墨が点けっぱなしにしたのだろうか。その時、薄うす闇やみに染まったそこに、誰かが立っていることに気がついた。ぼんやりと白い姿が佇たたずんでいる。幽霊か何かかとぎょっとするが、よく見ると白しら雪ゆきだった。白い着物の輪りん郭かくを闇に溶かしながら、彼女は呆ぼう然ぜんと立っている。その着付けは妙みように乱れていた。まるで、慌あわてて起き上がり、夢うつつに着替えでもしたかのようだ。

　彼女の目は、ぼんやりと水道を見つめていた。












　水を飲みに来たのだろうか。そのわりには、彼女の視線はさまよっている。

　まるで何かを探そうとしていたのに、それがわからなくなってしまったかのようだ。

「──────どうしたんですか？」

『…………』

　尋たずねると、彼女はぼんやりと振り向いた。黒く濡ぬれた目が僕を映す。彼女は口を開き、何かを言おうとした。だが、そこでふっと何かに気がついたかのように筆を手に取った。扇せん子すを静かに広げ、彼女は何かを描く。薄闇の中、見にくい文字を、僕は何とかして目でなぞった。

『夢を見ました』

「………夢、ですか？　悪い、夢だったんですか？」

　そう尋ねると、彼女は何故か困こん惑わくした顔をした。黒い目が悲しそうに細められる。泣きだす寸前のように、濡れた目が光った。夜の中で、白雪の表情は年相応に幼く見える。ぎゅっと手を握りしめ、彼女は首を横に振った。

　その口元に、薄うつすらと笑みが浮かぶ。

　──────笑み？

『昔の夢です。幼い頃、もっと気楽に無む邪じや気きに生きていた。その頃の夢です。あの頃の私は、当主としての責任も重圧も、誇ほこりすらも何も知りませんでした。全てを人に押しつけて、自分は無関係のまま生きられるものと、そう思い込んでおりました。私はただ享きよう楽らく的てきに、生き続ければいいのだと。お恥ずかしい話です。私は、ひどく愚おろかな子供でした』

　そう、白雪は幾いく度ども文字を消しながら語った。パシッパシッと扇子が開き、閉じる乾いた音が響く。声の無い言葉を追いながら、僕は彼女の姿を見つめた。

　彼女は、まだ夢の中にいるような目をしている。

　起きた時、目の前にあった現実を認められないかのように。

『目が覚めたのは、兄の声が聞こえたせいです。悲ひ鳴めいに似た声が、聞こえた気がしました。聞こえるわけがないというのに』

　僕はふと先ほど感じた『声』を思いだした。まるで雷鳴のように、全身を誰かの叫びが貫いた。あれは、誰の声だったのだろうか。白雪が感じ取ったという『声』が、彼女の衝撃を通じて、僕にも伝わって来たのだろうか。

　僕の腹の鬼は、時に人の感情や記憶を食らう。

　鬼が思わず拾うほどに、彼女は兄の声に心を貫かれたのだろうか。

　お兄さんは今どうしているのか。

　そう問いかけようとして、繭墨の口にした言葉を不意に思いだした。




　─────君の兄は、どうして裏切ったんだい？




『どうせ、幻げん聴ちようです』

　自分自身に言い聞かせるように、彼女はそう呟つぶやいた。パシンッと扇子を閉じる。それから、彼女はコップを手に取り、水を少量注そそいだ、少しずつ丁てい寧ねいに飲んでいく。何度かに分けて生ぬるい水を飲み干ほすと、彼女はコップを伏せた。排はい水すい溝こうに飲み込まれる水の流れを見つめ、首を振る。

　それから、深い溜息を吐くときびすを返した。その黒い目は、いつも通りの冷静な光を宿している。すれ違いざまに、彼女はパンッと扇子を開いた。

『忘れてください』

　再び扇子は音を立てて閉じられた。僅わずかな風が耳元を撫なでる。白雪はそのまま歩いていく。僕は思わず、その背中に声をかけた。

「白雪さん」

　白雪はそのまま行ってしまうかと思ったが、振り返った。険けわしく凜りんとした眼まな差ざしの底には、どこか縋すがるような光が浮かんでいる。

　何も聞かないで欲しいと、その目が言っていた。

　僕は思わず口をつぐんだ。彼女の兄とは、水み無な瀬せの離り反はん者しやのことなのか。彼は何故、水無瀬家を出たのか。尋ねたいことは山ほどある。だが、それらの疑問を、僕は無理やり飲み込んだ。

　人の傷には、簡単に触れてはならない。

「────お休みなさい。どうか、いい夢を」

　僕がそれだけを言うと、白雪は僅かに目を見開いた。次にゆっくりと頭を下げる。顔を上げた時、その口元には泣きそうな笑みが浮かんでいた。だが次の瞬間、彼女は再び険しい眼差しを取り戻し、きびすを返した。

　白い姿が消えて行く。遠くで扉が開き、小さく閉まる音がした。僕はそこに佇んだまま、ぼんやりと暗い天てん井じようを見つめた。




　先ほど、聞いた悲鳴を思いだす。

　全身を貫く、獣けものじみた誰かの叫び。




　まるで時が来たことを、告げるような声だった。





　　　　＊　＊　＊






「やぁ、おはよう、小お田だ桐ぎり君」

「おはようございます、繭さん。もう早くはない時間ですがね」

　十時半を過ぎて、やっと起きて来た繭墨に言う。相変わらず黒一色で彩いろどられた姿は、どこかふらふらしていた。もしかして、まだ眠り足りないのかもしれない。彼女は何度も目を擦こすり、ソファーに座った。華やかなドレスに包まれた小さな背中は、どこか丸まって見える。

「どうしたんですか？　随ずい分ぶん眠そうですね」

「いや……今朝の三時過ぎかな。電話がかかって来たんだよ。それも、ボクの携けい帯たいの方にね。君は安らかに眠っていたから、気がつかなかっただろうさ。それから随分長い間、話をしていたのだけれど、おかげ様で眠くってねぇ……まったく、人の眠りを妨さまたげてまで、かけてくるのは止やめて欲しいよ。まぁ………情報自体は、それなりに面白かったけれどね」

　そう言い、繭墨は朝食代わりのホットチョコレートをすすった。幾度も目を瞬またたかせながら、ニーソックスに包まれた足を振る。いつも追加する砂糖を、こっそり無しにしたのだが、それにすら無反応だ。昨夜、電話がかかってきたとは気がつかなかった。白雪と会ったのは、恐らく真夜中だが、それよりも遅くにかかってきたとは、何事だろうか。しかも、繭墨の携帯電話が鳴ったことは、僕の記憶の中では数えるほどしかない。

　一体それは、誰からの、何の連絡なのだろうか。

「繭さん、もしかしてまた何か」

「さて、久しぶりに外に出かけようか、小田桐君？」

　カチャリとカップを置き、繭墨は僕を見上げた。やっと覚かく醒せいしたのか、そこにはいつも通りの猫に似た光がある。大きな目が、何かを言い聞かせるように瞬いた。同時に、白雪が居間の扉を開ける。今朝は僕の選んだあのワンピースを着ていた。彼女は繭墨を見ると、僅かに体を強こわ張ばらせる。緊張の漂う顔をちらりと眺ながめ、繭墨はふっと視線を逸そらした。彼女には興味ないとでも言うかのように、四角い生チョコレートをつまむ。

「外に、ですか。繭さん、あまり出歩かない方がいいのではなかっ」

　尋ねようとすると、繭墨は僕を横目で見上げた。

　人差し指を顔の前に立てて、静かに放す。

　静かに、とその動作が語っていた。彼女の視線と動作で僕は意味を察さつした。

　彼女にかかってきた電話は、水無瀬家のことに関係がある。

　ココアパウダーで汚れた指を舐なめ取とり、繭墨はとんっとソファーから飛び降りた。軽やかな足取りで居間を横切ると、唐から傘かさを手に取る。彼女はそれを、くるりと回すと肩に載せた。ヘッドドレスのレースが、髪と共に揺ゆれる。

　僕を振りむき、彼女は笑顔で言った。

「さぁ行くよ。小田桐君。気分を変えて、昼食を外で取るのもいいだろう？」

　たまには君が食べるような安い店で、適当な物でもつまもうか。

　繭墨は白雪の視線を振りきって歩き出した。黒と紅で彩られた背中に、迷いはない。白雪に目礼をし、僕は繭墨の後に続いた。彼女がどこへ向かっているのかはわからない。一つだけ、確かなことがあった。




　昼食は確実に、僕の奢おごりだろう。
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　いらっしゃいませ、こんにちはー。

　店内でおめしあがりですかー？




「チョコレートシェイクを一つ。それから、えーっと、このセットの中から、どれか適当に一つお願いするよ」

「すみません、ビッグバーガーセット一つお願いします」

　僕が割りこんで言うと、店員の女性は困惑しながらも、かしこまりましたと答えた。会計を済すませ、トレーを受け取る。振り向くと、繭墨は先に階段を昇っていた。清潔な白色を基調とした店内は明るく、頭上からは子供の笑い声が聞こえる。二階へ向かうと昼時だからか、席は大分埋まっていた。学生に親子連れ、会社員と客層は様々だ。一角に陣取った子供連れの母親達が、楽しそうに笑い合っている。繭墨はどこにいるのだろうと視線を巡らすと、窓際の席にいた。辺りから注目されることにも構わず、立ったまま誰かと話をしている。

　嫌な予感がした。

　それを無理やり飲み下して近寄ると、見慣れた姿がひょいっと手を挙げた。




「こんにちはッ！　奇き遇ぐうですね、小田桐さん」




　嵯さ峨が雄ゆう介すけは、予知能力でも持っているんじゃないだろうか。







　トレーを置き、繭墨にシェイクを手渡す。すると、繭墨はありがとうと答え、ストローをくわえた。一口すすり、微妙な顔をする。

「うーん。まぁ、チョコレート……かなぁ？」

「っていうか繭さん。わざわざ都心にまで出て、ファーストフードですか」

「うん？　たまには君の財さい布ふも考こう慮りよした方がいいかと思ってね。前、雄介君に聞いた時から気になっていたんだよ。実際に食べたことが、実は今まで無くてね。おかげでこうして雄介君にも会えたしね」

「いやー、お二人に会えて嬉うれしいですよ。あっ、小田桐さん。ポテト一つもらいますね？」

「止めろ、食うな」

　雄介の手を払いながら、僕は溜息を吐いた。繭墨の家から六駅乗り継ぎ、都心部で降りると、繭墨は迷うことなく歩き出した。飲食店が多く並ぶ地下街には向かわず、駅から出てすぐの広場に向かう。どこか行きたい店でもあるのかと思えば、ファーストフードショップだった。二階建ての大きな店てん舗ぽに、繭墨はさっさと入ると、僕のことを振り向くことなく注文を済ませた。ゴシックロリータに唐傘を手にした姿は悪目立ちしているが、彼女に気にする様子はない。再びシェイクをすすり、納得がいかないのか眉まゆをしかめている。

　横を見ると、雄介は肉が二枚挟はさまれた巨大なハンバーガーを齧かじっていた。店内に貼はられている広告の新製品だろう。バクバクと勢いよく食べる彼から視線を逸らし、僕は自分のぶんを手に取った。

　ポンッと軽い音をたて、繭墨はストローを口から放した。空からになったシェイクの容いれ物ものが転がる。僕が食べ終わるのも待たず、繭墨は語りだした。

「水無瀬家ではね、過去に側近が全て入れ替わっているんだよ。今回の事件で離反者に無む残ざんに敗れたのも、その点が関係しているそうだ。水無瀬家と繭墨家は敵対している──だから、情報は入ってこない。けれども、ボクが彼らと関わっていることを知った本家が、昨夜電話をかけてきたのさ。わざわざボクの携帯電話にね。水無瀬家の二人が寝静まり、小田桐君が家に帰るだろう深夜を選んで」

　まぁ実際には泊まっていたわけだし。こうして全て話してしまうわけだけどね。

　カラカラと繭墨は笑った。ストローを引き抜くと、くるくると意味もなく回す。それから囁ささやいた。

「本家が仕入れたのは、水無瀬家で過去にあった事件に関する証言だよ。何時間も聞かされたのだけれどね、その内容はほとんどが重ちよう複ふくしていた。彼らは要約するという術を知らないのかなぁ、ボクと話す時、かしこまりすぎるというか何というか……とにかく、長くってねぇ。ああ、嫌だ嫌だ。時間は貴重だって言うのに」

　繭墨は猫のように欠伸あくびをした。そう言う彼女も、なかなか本題に入らない。横を見ると、バーガーを食べ終わった雄介は、僕のポテトを齧っていた。ケースの中は、半分以下に減っている。後で殴なぐろう。そう心に決めながら、僕は繭墨に視線を戻した。

　にぃっと紅い唇くちびるが笑みを刻む。

　まるで御お伽とぎ噺ばなしでも紡つむぐように、繭墨は語りだした。




「六年前のことだ。水無瀬家ではね、次期当主になる予定だった跡取りが、水無瀬家の側近を皆殺しにしたんだよ」




　白い壁が、一面の紅に染まった。その中心に、紅く濡れた着物を纏まとった男が、筆を片手に佇んでいた。彼の傍かたわらには、一頭の灰色の虎とら。虎が嚙み殺したのは二人。他の側近は、血を抜かれて死んでいた。




　空中には、紅い金魚が何匹も舞っていたという。




「突然の凶行だったという話だよ。彼が、当主の地位を引き継ぐ日は間近だった。それなのに、彼は唐突に、今まで自分に仕えていた側近を皆殺しにした。その後、当主に追われ家を出た───そして、今回の事件に繫つながるんだ」




　要約すると、たったこれだけの話さ。

　あぁ、けれども一つだけ、変わった証言があるね。




「その時の彼の顔は、まるで、涙を流す般はん若にやのようだった、らしい」




　語り終えた繭墨は、頰ほお杖づえを突いた。空っぽになったフライドポテトのケースが、トレーに転がる。僕はその情景を思い浮かべた。真まっ赤かに染まった部屋、中肉中背の男が佇んでいる。想像上の彼は、襲撃の夜と同じように木彫りの面をはめていた。

　だが、その面は無表情ではなく、憤ふん怒ぬに染まった般若のものだ。

　木でできたその頰の上を、水滴が滑すべり落おちていく。

「ちなみに今の証言は、事件直後の幸ゆき仁ひと君の言葉だよ」

　僕は眉をひそめた。顔を伏せる彼の姿を思い浮かべながら、問いかける。

「幸仁、ですか？」

「彼は側近の中で、何故かただ一人だけ生き残った。まぁ、側近と言うよりも、小間使いと言った方が、正確な立場だったようだけれどもね。発見された時、彼は白雪君を抱だきかかえて、床下に潜もぐっていたというよ。目を見開いて、ずっと震ふるえていたらしい」

　血ち塗まみれの部屋から、彼らは二人で逃げ出して、そこに座っていたそうだよ。

　つまり、白雪もその光景を目撃しているのだ。

　僕は、昨夜の彼女の姿を思い出した。呆然と佇んだ彼女の目には、何が映っていたのだろうか。闇の中をさまよう彼女の眼差しは、どこか泣きだしそうなものにも見えた。

　何故自分がここにいるのかわからないと、嘆なげくように。

「次期当主である兄がいなくなって、一番かわいそうだったのは白雪君だね。ボクは、繭墨あざか就任直後、水無瀬家を訪れたことがあるんだ。当時の彼女は、お喋しやべりの大好きな可か愛わいらしいお嬢じようさんだったよ。既に跡取りが決まっていたせいか、大層甘やかされていてね。ボクらに挨あい拶さつもまともにしないで、遊びに行ってしまった」




　あの頃の私は、当主としての責任も重圧も、誇りすらも何も知りませんでした。全てを人に押しつけて、自分は無関係のまま生きられるものと、そう思い込んでおりました。私はただ享楽的に、生き続ければいいのだと。お恥ずかしい話です。




　私は、ひどく愚かな子供でした。




　白雪の自じ戒かいめいた言葉が耳を打つ。不意に、僕の目の前をかつて見た情景が過よぎった。それは、彼女の血に触れた瞬間に垣かい間ま見みた光景だ。子供の唇が大人の指で割られ、無理やり開かされていく。燃えるような目をした子供は必死に口を閉じるが、大人達は無理矢理その唇を開く。




「そして─────彼女の舌したは抉えぐり取とられた」




　あの時、一瞬だけ見えた紅い舌は、もうこの世のどこにもないのだ。




　気がつけば、僕は空になったシェイクの容器を握にぎり潰つぶしていた。プラスチックの蓋ふたが外れ、中で溶け切ったチョコレートが揺れる。僕のコーラはと横を見ると、雄介が勢いよく飲み干している最中だった。手の中から、潰れた容器を放す。かつて感じた怒りが、腹の底から湧わき上あがるのを覚えた。

　金魚屋や敷しきの老人を思いだす。あの老人は、金魚のためなら人間すら踏ふみにじる男だった。だが、その根底は僕に似ていたのかもしれない。

　異能のために、人間の尊そん厳げんを踏みにじる。

　その姿勢が、僕には理解できない。

「君には理解できない。理解しなくてもいい概がい念ねんさ、小田桐君。話はこれくらいだよ。まぁ、何がわかったわけでもない。ただの、どうでもいい昔話さ。本家がわざわざ伝えてくれたけれどもね、これで状況が変わるわけでもない」

　ストローをくるくると繭墨は指の上で回した。ピタリと止め、指で弾はじく。トレーに転がったそれを見て、彼女は僅かに笑いを孕はらんだ声で言った。

「ボク達は相変わらず、幕が上がるのを待つ観客だよ」

　退たい屈くつそうに首を振って彼女は言う。その姿は、長すぎる待ち時間に飽あきた観客そのものだ。舞台の幕が上がるまで、彼女の退屈は晴れないだろう。その姿を眺めながらも、僕は彼女の望む開幕は、もうすぐなのではないかという予感に駆られた。




　時を告げるようなあの声。




　あれは、まるで開幕と同時に、鳴り響くベルのようだった。
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　それじゃあ、帰ろうか小田桐君。




　繭墨がそう言うと、当然のように雄介も後を付いて来た。ここまで来ると、最も早はや相手をすることすら面倒になる。無視したまま地下鉄に戻り、定期券を押し込んだ。どこか薄暗く思える車内で、僕は繭墨に視線を向けた。ゴシックロリータに身を包み、席に座る彼女は、まるで置き去りにされた西洋人形のようにも見える。僕と雄介は吊つり輪わを摑つかみ、車内の振動に身を任せた。雄介が聞いているロックの音が、遠く掠かすれて耳に届く。都心部を通過し、繁はん華か街がいの駅も過ぎた昼間の車内は、それでも大分人影があった。大学に向かう生徒だろうか、若い女性の姿が多い。

　不意に、繭墨は閉じていた目を開いた。眠っていると思ったのだが、起きていたらしい。ふっと彼女は一度天井を眺めた後、辺りを見回した。

　顔をゆっくりと伏せ、囁く。

「──────小田桐君。君は、海に飛び込んだことがあるかい？」

「海───ですか？　ありませんね。行ったことはありますが、泳いだだけでした」

　急に何を言い出すのか。そう思った途と端たん、繭墨は唇に笑みを刻んだ。ガタンッガタンッと電車の振しん動どうが耳にうるさい。




　それが、急に濁にごった。




「それなら、驚くだろうね」




　────────どぷんっ




　急に異様な感覚が包み込まれ、僕は息を飲んだ。目に入る光景が一瞬滲にじみ、『何か』が体を覆おおう。まるで、電車全体が生ぬるい水の中に突っ込んだかのようだった。耐たえがたい感覚に、吊つり革かわを持つ腕が震える。喉のどが狭せばまり、息ができない。たまらず息を吐はき出だすと、無数の泡が空中に浮かんでいく錯覚を覚えた。僕の苦しみとは裏腹に、腹の中の子供は、嬉しそうに笑い始める。




　この感覚は、まるで海に飲まれたかのようだ。

　息が、できない。




「────落ちつきたまえ、小田桐君。それは錯覚だ。ここにも空気はあるよ。怯おびえるようなことは、まだ何も起きていないんだからね」

　その冷静な声を聞くと同時に、僕は息を吸すえることに気がついた。だが、体を覆う異様な感覚は無くならない。相変わらず、生温かい水の中にいるかのようだ。子供が嬉しそうに腹の中で回転する。痛みを覚えて強く腹を押さえつけると、指の下で肌がぼこぼこと蠢うごめいた。




　肌を覆う粘つく温かさは、羊よう水すいか血ち潮しおを思わせる。

　それならば、子供が喜ぶのも当然なのかもしれない。




　駅に着いたのか、電車は徐じよ々じよに減速して止まった。気がつけば、電車にもホームにも人影はない。無人の駅は、どこか紅色に霞かすんで目に映る。雄介は吊り革を一度叩たたいて手を放すと、嬉しげに口笛を吹いた。繭墨は地下鉄のホームへと飛び降り、くるりと振り向いた。無人の駅で、黒いリボンが弧を描く。

「さぁ、行こうか小田桐君───満たし過ぎたコップは溢あふれたようだ」

　パンッと澄んだ音を立てて唐傘が開く。

　そして繭墨は、嬉しそうに微笑ほほえんだ。




「待ちに待った─────開戦だよ」
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　地上に出ると、風景は異様さを増していた。何も変わらないはずの街並みの向こうに、薄紅く染まった空が見える。夕日とはまた違った、水に血を混ぜたような妙な紅色だ。その中を幾匹もの金魚が泳いでいる。空の紅よりも、さらに鮮あざやかな尾が翻ひるがえった。青空にいた時よりも、その動きは力強さを増していた。まるで本来の住処すみかに戻ったかのようだ。




　そして、目に入る壁という壁には絵が描かれていた。

　紅と黒の入り混じった奇妙な落書きが、壁面で踊っている。




　地下鉄の入り口の壁にも、妙な獣が蠢いていた。それは、細身の、鍛きたえられた筋肉をした『犬』だ。僕達に視線を向けると、鼻を鳴らし、『犬』は身を震わせた。そして、ずるりと半身を壁の外へと出した。細い足が道路を踏み、紅い目がこちらに向けられる。『犬』が牙きばを剝むき出だした瞬間だった。

　───────バキンッ

　その頭を、雄介がバットで殴りつけた。『犬』の首が破壊的な音を立て、ぶらんとぶら下がる。次の瞬間、それは墨すみに戻った。バシャリと音を立てて、黒と紅の混ざった水たまりが道路に広がる。壁を走って来たもう一匹が、勢いよく中から跳ちよう躍やくした瞬間、雄介は同じようにバットを振るった。脳のう漿しようが飛び散る。パシャリと軽い音を立てて、それが潰れた時だった。

　飛び散った血の滴しずくが、僕の足元まで流れて来た。

　不意に視界がノイズで満たされた。灰色の映像が目の前に広がる。眼前に迫るトラック。バランスを崩す自転車。止まりかけの心電図。様々な映像が脳裏を満たした。

　同時に耳元で、声が爆発する。




　痛い痛い嫌だ死にたくない辛つらい。




　老人の声が、子供の声が、女の声が、男の声が。僕の耳を満たした。鋭い音に耐えきれず、僕は耳を塞ふさいでうずくまった。だが、声は無くならない。耳を介かいさず、直じかに頭に響いてくる。それは、どうやら血の持ち主の記憶らしかった。活性化している腹の子供が、血から無差別に死に際の悲鳴を拾い上げたらしい。混ざり合った何人もの悲鳴が、次々と浮び上がっては消えていく。

　だが、そこに一つだけ消えない声があった。

　そこで僕は不意に気がついた。混こん沌とんとした悲鳴と苦痛の中に、揺るぎない誰かの記憶がある。落ちついた男の声が、悲鳴の中で妙にはっきりと耳に届いた。




　それでも、私は神を作るだろう。

　唯ゆい一いつ無む二にの、目的のために。




　やがて、ノイズは消え、目の前に別の映像が広がった。優しいとさえ呼べる、穏やかな光景が目に映る。




　白い手。白い腕。必死に握り返してくる誰かの瘦やせた手。その美しい指先。微笑む誰かの優しい笑顔。それが不意に途切れた。気がつけば、手の中には、表情のない能面があった。『私』がそれを選んだのは、泣けばいいのか怒ればいいのかわからなかったからだった。人を殺して、一族を裏切って、それでもなお、般若にも鬼にも『私』はなれない。なれそうに、ない。胸を焦こがすような悲しみと共に、『私』は思う。




　■■■は、私を許してはくれるだろうか。許してはくれないだろう。

　■■は、私を許してはくれるだろうか。許してなどくれないだろう。




　それでも───────『僕』は。




「小田桐君ッ！」

　鋭い叫び声と共に、突然顔を殴られた。小さな拳こぶしに容よう赦しやなく頰を打ち抜かれる。熱に似た痛みが頰を痺しびれさせた。呆然と見降ろすと、繭墨が僕を見上げていた。視線が合うと、黒い瞳ひとみはゆっくりと笑みを刻む。

「ふぬけないでくれるかな？　その絶望は、君のものじゃないだろう」

　そうだった。繭墨の言う通りだった。応こたえるように、腹の中の子供が笑い声を上げる。血を通して垣間見た映像に、どうやら僕は飲まれかけていたらしい。

　けれども一体、何に飲まれかけていたのだろう。

　あの白い手は、一体誰の記憶なのだろうか。

「他人の苦しみなんて、必要以上に理解するべきものじゃないんだ」

　その言葉に僕は呆然と頷うなずいた。繭墨は鼻を鳴らして前を向く。壁には、まだ獣が蠢いていた。時折、空から舞い降りて来た金魚が、壁に近寄りぶつかる。バシャリと音を立てて紅色が散った。すると、獣は口を開け、壁に潜り込んだ金魚を食った。獣の喉奥に金魚は消える。すると、その体は大きさを増し、二つに分かれた。僕は思わず目を見開く。

　彼らは、異能者の手を借りないままに、増殖している。

「こんなことができるとはねぇ、なかなかやるじゃないか。さて、開戦した以上は、御当主を迎えに行かなければならないね。放っておくわけにもいかない。走るよ、小田桐君」

　繭墨は、突然僕のネクタイを強く引っ張った。バランスを崩し、たまらず膝ひざを突く。すると、彼女は当然のように言った。

「と、いうわけで、運んでくれるかな？　わざわざ走るのも面倒だからね」

「そういうとは思っていましたがねッ！」

　ブチ切れながらも、小さな体を抱えあげる。僕が大人しく地面を蹴けると、繭墨は満足そうに頷いた。





　　　　＊　＊　＊






　幸いにも、壁にいる獣達にそう力はないようだった。血の力によって、自己分裂することはできるが、逆にほとんどの力を使い果たしてしまうらしい。雄介がバットで殴る度、彼らはたやすく血と墨の跡あとに変わった。

　それどころか、分裂する度、彼らの体は少しずつ崩れていくようにも見える。

　まるで、上う手まく増えることができないとでも言うかのように。

「『増える』ということは、生物にとって最も大きな命題さ。描き出された一時的な生き物達は、自己を増殖させることができない。その時点で、彼らは生物として最も重要な点に欠けつ損そんがある───それを、乗り越えられただけでも大したものさ。まぁ、『分裂』という単細胞生物じみた単純な方法だけれどもね。その結果がこのザマだ」

　そう言い、繭墨はチョコレートを齧った。人の腕の中で、包み紙を歯で切り裂き、吞のん気きに舌を這はわせる。

「恐らく、この獣達は、天秤を傾けるためだけのものさ。どうやら、死体からしか血を抜かない手法といい、離反者は犠ぎ牲せいを最小限に抑おさえたいらしい───小田桐君、速度が落ちてきているよ？　大丈夫かい？　君はもっとできる人だろう？」

　繭墨はそう言うが、僕に返事をする余裕はなかった。駅から歩いて十分程度。緩い上り坂を走るだけでも、全身から汗が吹き出してくる。絶え間なく頭痛と吐き気が押し寄せてきた。元々、僕はそう体力に自信はないのだ。さらに、崩れた獣達から、腹の子供が無差別に記憶を拾い上げる。腕の上で涼やかに座る姿を取り落とさないだけでも、褒ほめてもらいたい。

　目の前を幾いくつもの映像が過ぎる。視界が壊れたテレビにでもなったかのようだ。複数のチャンネルが混ざり合ったようなそれを見つめていると、気分が悪くなる。現実の映像と、血から伝わって来る映像が重なり合い、足をまともに運ぶことすら難しい。雄介のバットの音だけを頼りに足を動かしながら、僕は喉元に込みあげる生温かい胃い液えきを飲み込んだ。

　誰かの目を通した『死』の光景。幾つもの悲鳴、衝撃。その中に、常に『誰か』の記憶が混ざっている。無む造ぞう作さに集められた血の中に、唯一変わらないものとして、『誰か』の血が等分に含まれているらしかった。




　───────『鶴つる』を描いたことがある。




　本来ならば、壁から美しい鶴が飛び出し、宙を羽ばたくはずだった。けれども、そうはならなかった。壁からは、ぽたりと小さな折り鶴が落ちた。かつて、■■■が白い指で折った、あの折り鶴だ。私にとって、『鶴』とは空を飛ぶ優雅な生き物では無く、■■■が折ってくれた偽にせ物もののことを指すらしい。こんなところにも、■■■の痕こん跡せきは残っている。私の概念の中で、■■■は未いまだ生きている。地面に落ちた折り鶴を拾い上げ、私は号泣した。泣くしかなかった。泣くことしか、できなかった。




　こんなところにも、君はいる。

　それなのに、もうどこにもいない。

　鶴を折る手は、もうこの世のどこにもありはしないのだ。




　だから私は呼ばなければ。神は。きっと。いないから。だから。名めい誉よのためでも。皆が私を憎む。全能感から来る自惚うぬぼれでもない。それでも。異能の頂点を極めたいわけでも。ないのだ。ここまで。する理由を。私は。ただ。




　───────■■■■、だけなのだ。

　───────そう言えば、人は笑うだろうか。




　ぜぇぜぇと舌を突き出して、僕は喘あえいだ。涎よだれがぼたぼたと顔の上に落ちるが、繭墨は何も言わない。不意に静せい寂じやくが耳を打った。ノイズが薄れていく。マンションのエントランスに辿たどり着ついたのだと、僕はそこで不意に気がついた。雄介に腕を引っ張られ、エレベーターの中に押し込まれると、僕は繭墨を抱えたまま膝を突いた。

　頰から涙が零こぼれ落おちた。悲しくて仕方がないのに、何が悲しいのかわからない。自分でも理解できない衝動に突き動かされるまま、僕は繭墨の体を抱かかえて号泣した。




　何故、■■■は死んでしまったのだろう。

　もうどこにもいないのだろう。




　繭墨の体は温かい。苦しいだろうに彼女は何も言わなかった。エレベーターが五階に辿り着くまでの間、僕はそうして子供のように泣いた。扉が開くと同時に、雄介が振り向く。その頰はいつの間にか深く裂さけている。流れ落ちる紅色を拭いもせずに、彼は言った。

「行きますよ。小田桐さん。涙、拭ふいてもらえますか？」

　拳で目を擦り、僕は立ち上がった。腕の中から飛び降りた繭墨が、率そつ先せんして廊ろう下かを歩き始める。外廊下からは、紅く染まった空が見えた。血に似たその純粋な紅は、夕焼けとは全く違うものだ。不意に、一匹の『金魚』が高く躍り上がると、そのまま空から落下してきた。繭墨は視線も向けず、唐傘を開く。バシャリと鋭い音と共に、血が零れ落ちた。繭墨は真まっ直すぐに顔を上げる。




　空には幾匹もの『金魚』が舞っていた。




　事務所までは、後少しだ。





　　　　＊　＊　＊






　──────バタンッ




　鋭い音と共に扉を閉じる。同時に、繭墨は唐傘を開き、体を半回転させた。彼女は紅い唐傘を扉の方へ向けて置く。そのまま部屋の中を横断し、予備の唐傘を二本、三本と広げ、それぞれを窓へ向けて置いていった。同時に、ぴしりっと罅ひびが入るような音が、僕の耳元で響いた。肌にまとわりつく異様な感覚がなくなる。それは、まるで潮が引いたかのような如によ実じつな変化だった。腹の痛みと吐き気から、僕は思わずその場に崩れ落ちた。喘ぐ僕を尻しり目めに、繭墨は新しい唐傘を肩に載せる。

「あのね、小田桐君。あの血は多くの人間から集められたものさ。腹の鬼を通して、その全ての記憶を覗のぞき込こんでいたら、飲み込まれるのも無理はないよ。チャンネルを一つに絞しぼりたまえ。そして、客観的に眺めるんだ───その涙は君の涙じゃない。その悲しみは他の誰かの物だ。君が嘆く必要はない」

　繭墨の言葉通り、胸を満たす悲しみは緩やかに拡かく散さんしていった。他人の感情は、長く胸に残らない。僕は呆然と、掌てのひらに残った涙を見つめた。

「君が嘆いていいものでもないんだ」

　確かに、この感情は僕が泣くべきものではなかった。

　僕はこの悲しみを、微み塵じんも知りはしないのだから。

　だが複数の記憶が重なった中から、どうすれば一人だけにチャンネルを絞ることができるのか、想像がつかなかった。吐き気はおさまらない。眩暈めまいも残っている。このままでは、外を歩くことはできそうになかった。

「繭墨さーん。一体これ、どうなってるんですか？　何か効果があるんですか？」

「それは動かさないでもらえるかな、雄介君？　蓋をしてあるからね。金魚達が集まって来ても、中に入らないようにしてあるんだよ」

　その言葉に僕は顔を上げた。見ると、雄介は興味深そうに唐傘を突っついている。その様子を見て、疑問に思った。繭墨は、物理的に扉を封ふう鎖さなどできないはずだ。

　何故、そんなことができるのか。

「わからないのかい、小田桐君？　ここは異界になりかけているんだよ。それならば、ここはボクの領域だ。蓋をするくらいのことは、たやすくできるさ」

　そう繭墨が言うのと同時に、白い影が視界を過った。振り向くと、着物に着替えた白雪が、部屋から姿を見せたところだった。恐らくそれが正式な戦闘衣装なのだろう。彼女は白い着物を身にまとい、帯の部分に矢立てを挟んだ姿で、繭墨を見つめた。

「───君にもわかっているようだね、御当主。この世界は、今異界に傾きかけている。あまりにも多くの生き物が壁に描かれた結果だよ。さっきも言っただろう？　天秤が傾いたんだ。この世界は、異能の結果生み出された生き物を、多く保有することができない。今回はあまりにも幅広く、壁に多くの生き物が描かれた。すると、現実世界のバランスが崩れる。傾いた天てん秤びんは、元の安定を取り戻さなければならない───結果、余計な分銅は強制的に移動されたわけだよ。異界側へね。原因となったボク達も、見事こちらに取り込まれてしまった。全く、面倒なことをするよ」

　繭墨は窓へと近寄った。ガラスの外では、中に入れない金魚達がゆっくりと空を舞っている。まるで水族館の中にいるかのような光景だ。紅い空は、水の代わりに水槽を満たす血のようにも見える。

　新しいチョコレートをポシェットから取り出しながら、繭墨は囁いた。

「見たまえ、おかげで街は廃はい墟きよのようだ。これが離反者の望みだったんだろうね。おかげ様で、邪じや魔まの入らない一騎打ちと洒落しやれこめそうだ。それに、彼は死体からしか血を抜かなかった。他に犠牲者を出したくないのだろうけれどね────随分甘い」

　くっと、繭墨は唇を引き上げた。パキリとチョコレートを嚙み折り、馬鹿にするような声音で言う。

「まぁ、ボクの兄様よりは、おかげでやりやすいけれどもね。まさか、小田桐君がその弊へい害がいを受けるとは思ってもみなかったよ」

　涙は止まったが、頭痛は未だ続いていた。脳裏に、再びノイズ交じりの灰色の映像が流れる。子供の笑い声と共に、胃液がせり上がるのを覚えた。

『ここにいても仕方がありません。私共も打って出ましょう』

　扇子を開いて、白雪が訴うつたえた。どこか焦あせりの滲んだ文字は、彼女らしくもなく乱れている。だが、繭墨は横目で文字をなぞると、即座に切り捨てた。

「駄だ目めだね。見ての通りだ。小田桐君の調子が悪い。彼が落ちつくまで待つのが得策だよ。ボク達だけでは、分が悪い」

　すると、白雪は僕に視線を向けた。強く唇を嚙みしめ、僕を睨みつけてくる。その鋭い眼光の中には、焦りと僅かな怒りが滲んでいた。

　貴方さえいなければと、その目が語っている。

　彼女は明らかに追いつめられていた。

　その姿は、鎖くさりに繫がれた手負いの獣を思わせる。

「…………構いません。足手まといになるのはごめんです。僕を置いて行ってもらえませんか？」

　尋ねると、繭墨は鼻で笑った。腕を組んで悠ゆう然ぜんと続ける。

「あのねぇ、小田桐君。勘かん違ちがいしないでもらえるかな？　何も君のためじゃないんだよ。君のことはどうでもいい。けれども、君が腹に孕んだその子は──切り札になる。まぁ、鬼を孕んで平然としている君のことも、価値があると言えば、あるけれどね」

　けれども、君自身の意思は、今は関係ないし必要もないよ。

　繭墨はそう言い切った。相変わらずひどい言い草だ。でしょうねと、笑いながら僕は荒く息を吐いた。それなら自分で何とかするしかないだろう。立ちあがろうとした瞬間、膝が崩れた。脳裏を再び灰色のノイズが満たす。顔を上げると、窓の外には金魚の数が増えていた。ガラス越しでも、空を舞う血の群れから、感情と記憶が伝わって来る。




　私は。嫌だ。死。どうして。あの人が。神。私の。■■■は。きっと。さようなら。




　吐き気が強くなり、僕は体を折った。不意に冷たい手に背中を支えられる。顔を上げると、白雪が泣きそうな顔をして僕を見ていた。彼女は無理をするなと言うように首を横に振る。その顔に、不意に無数の腕が伸びた。大人達の無骨な指が、彼女の顔を次々に摑む。ゆっくりと開いた彼女の口の中。震える紅い舌に、熱せられた分厚いナイフが近づいた。




　─────悲鳴が、聞こえた気がした。

　─────たすけて、と。




　ハッとして彼女の手を離す。腹の子供が嬉しそうに声を上げて笑った。さきほどの記憶は、彼女のものなのだろうか。子供が好みの記憶を見つけて食ったらしい。思わず彼女の瞳を覗き込む。

　その瞬間、チャンネルが合った。




　■■■は、私を許してはくれるだろうか。許してはくれないだろう。

　■■は、私を許してはくれるだろうか。許してなどくれないだろう。




　白雪は、私を許してはくれるだろうか。許してなどくれないだろう。




　ノイズじみた声が消えて行く。後に残ったのは、噓うそのようにクリアな映像だった。視界が完全に切り替わる。穏やかな顔立ちの瘦せた女性が、『僕』の目の前で微笑んだ。ぎゅっと『僕』の掌を握り、安心させるように頷く。どうやら、『僕』は、喋ることができないらしい。それでも、彼女は何度も頷き、貴方の声は聞こえていると言うように優しく微笑んだ。

　愛いとしい、大切だという思いが、『僕』の胸から溢れ出す。

　彼女と一緒にいると幸せだった。彼女と出会えて嬉しかった。そう、他に望むものなど何も無かった。




　そう、目の前の彼女さえいれば何もいらなかったのだ。

　けれども、この女性は誰なのだろう？




「…………黒目。背中を覆う黒髪。どこか病的に瘦せた顔立ちと、細い手足」

「…………？」

「漠ばく然ぜんとした特徴ですみません。けれども、白雪さん『この人』は誰ですか？」

　僕が尋ねると、白雪は首を傾げた。困惑する彼女に向かって、さらに情報を追加する。

「今、金魚達の血から記憶が伝わって来たんです。鶴を折るのが上手い人です。そして……きっと優しい人だ」

　そう、『僕』の記憶の中で、彼女は誰よりも優しい人だった。

　白雪は目を見開いた。彼女は一瞬顔を強張らせたが、徐々に泣き出しそうに顔を歪めた。ぎゅっと強く筆を持ち、彼女は扇子の上にそれを走らせる。

　描き殴られた文字は、まるで子供のもののように滲にじんでいた。

『その人は、兄の妻だった人です。優しい人でしたが、死んでしまいました』

　彼女はそれ以上何も言わない。だが、それだけで十分だった。愛しい、悲しいという思いの意味を、僕はその瞬間、理解できた気がした。ゆっくりと立ちあがる。既にチャンネルは合っていた。最早、耳を満たし、頭を割ろうとする雑音は入ってはこない。吐き気も収まっていた。これなら、普段から腹に鬼を抱えている状態と、何ら変わりない。

　繭墨に向かって頷く。すると、彼女は猫のような笑みを浮かべた。

「さて、これで役者は勢ぞろいだ───終幕といこう」

　彼女は片手に唐傘を持ち、ぐるりと回した。だが、外に出ようにも、窓の外には何匹もの金魚が飛んでいる。一つ一つの体は小さいが、一気に飛び込んで来られれば、僕達の喉笛を嚙み切ることくらいたやすいだろう。

　アレは、ただの魚ではないのだ。

　雄介のバットでは分が悪い。白雪の墨で全部を殺すことは難しい。そして繭墨は──彼女に異能は効かないが、率先して盾たてになるわけがないだろう。幸仁は問題外だ。

　横を見ると、机の下に隠れて震えている幸仁を、雄介が引っ張り出しているところだった。繭墨は何を考えているのか、優雅に舞う金魚達を眺めている。血でできた彼らよりも、繭墨の唐傘の方が鮮やかに紅い。

「血───か。人の血でこれほどだ。人の血を使うという禁忌。それを行ったという自覚は、異能者の能力を遙かに高める」

　くっと繭墨は唇を歪めた。静かな声で囁く。

「それなら、『神の血』ならばどれほどだろうね」

　それは確実に人の血を凌りよう駕がするだろう。だが、『生き神』と崇められる繭墨は、血を流すことを拒むはずだ。そう僕が思った時、繭墨はふらりと歩き出した。部屋へ戻ると、何かを手に戻って来る。それは菓子箱だった。底に新聞紙が敷かれ、何かがしまわれている。中身を見て、僕は息を飲んだ。

　箱の中には、ガラス球が入っていた。金具と細い紐ひもが付き、首にかけられるようになっている。薄いガラスの中では、紅い液体が凝ぎよう固こすらせずに揺れていた。

　黒に近い深しん紅く。その色に僕は見覚えがある。

　繭墨の、血だ。

「繭さん………これはもしかして？」

「そう、ボクが君に以前渡した首飾りだよ。懐かしいだろう？　そんなに時間は経っていないけれどね、もう随分昔のことのようじゃないか」

　クスリと笑い、繭墨はガラス球を手に取った。ちゃぷりと音を立てて血が揺れる。その音を聞くと、胸が焼けつくように熱くなる錯覚を覚えた。血を掲げ、透すかし見ながら繭墨は言う。












「──────『神の血』か。馬鹿らしい話だけれどもね。実際にボクが『生き神』かどうかなんてどうでもいい。ようは、認識の問題だ」

　スッと繭墨はそれを白雪へ突きつけた。眉をひそめる彼女に向けて、繭墨は口を開く。低い声が流れ出した。呪じゆ文もんめいた言葉が朗ろう々ろうと響き渡る。

　その声は、まるで神託を告げる巫み女このもののようだ。

「さぁ、見たまえ白雪君。これはボクの血。離反者が追い求めた唯一無二の『生き神』の血。『神』を描くに足るものだ。本来ならば、君の目に触れることなどないだろう。だが、今『これ』は『ここ』にある」

　スッと繭墨は指を離した。白い指が放れると同時に、ガラス球は落下し、床に触れた。カツンと高い音を立ててそれは割れる。卵から中身が溢れ出すように、血がとろりと零れ落ちた。飛び散ったガラスの中心に、鮮やかな紅色が残る。

　固まって揺れるそれは、宝石のようにも見えた。

「────使いたまえ。『人の血』は『神の血』に敵かないはしない」

　繭墨の言葉に魅かれるように、白雪は筆を動かした。その先端は、血を恐れるように細かく震えている。そっと、紅の中に筆先が浸った。白雪は次の瞬間、それを目にも止まらぬ速さで動かした。




　──────『金魚』

　──────パチンッ




　繭墨が指を鳴らす。同時に、飾られた唐傘が全て音を立てて閉じた。窓ガラスに罅が入る。次の瞬間、無数の金魚が、部屋の中に飛び込んできた。その中心に、一匹の金魚が躍り上がる。

　それはどれよりも優美で、力強く───紅い。

　金魚が僕達に向かって口を開き押し寄せてくる。その体が破られた。繭墨の血から生まれた金魚が宙を舞う。そのヒレに触れるだけで、他の金魚は次々と四散していった。全ては一瞬の出来事だった。金魚の美しい舞いの跡には、もう何も残っていない。ただ、床の上に、点々と血の染しみが広がるばかりだ。

　格が違いすぎた。金魚は長い尾を揺らめかせ、空気を一打ちすると、大人しく宙に浮かんだ。繭墨がひらりと手を差し伸べる。すると、金魚は小鳥のように、その指先に舞い降り、爪つめに口づけた。ゆるりと繭墨は振り向く。そして、愛しげに金魚を空中に放つと言った。




「さぁ、今度こそ行こうか」




　舞台は始まった。

　負ける気は、しないよ。





　　　　＊　＊　＊






　空はさらに紅さを増していた。自己増殖の結果か、道には歪いびつな生き物達が溢れている。分裂をしすぎたせいで、その形は大きく崩れていた。顎の外れかけた犬が、繭墨へと視線を向ける。壁から飛び出し道を疾しつ駆くしてくるが、それに金魚が近寄り、歪な額に口づけた。ゴクンッと派手な音が響く。犬の体は一瞬でなくなった。血と墨を飲み干し、金魚の体が一回り膨ふくれる。次の瞬間、金魚は道路に飲み込んだ全てを吐き捨てた。神の血でできた体に、異物を混ぜるつもりはないのだろう。純粋な紅色を保ちながら、金魚はヒレを動かした。

　白雪は、新たに筆を走らせた。道路に狼おおかみと描くと、中から瘦そう軀くの獣が現れる。二匹の獣が、硬い毛並みをなびかせ、僕と繭墨の護衛についた。目の前を蠢く、魑ち魅み魍もう魎りようと化した生き物達。それらを見ながら、繭墨はカラカラと笑った。

「おやおや、これは見事だ。小田桐君。腹の中の子が活性化しすぎるようなら言うんだよ。ここは君にとっては生き辛い場所だろうけれどね、その子にとっては羊水だ。母体の腹を破って出てきかねないよ。その子だって、たまには狭い所よりも、広い所に出たいだろうさ───それにしても、都合がいいね。ボクら以外がいないのはいいことだ。手間をかけてくれた離反者に、拍手でも送ろうか？」

　両手を広げて、繭墨は言った。すると、幸仁がぼそりと呟いた。さっきまで彼は怖い怖いと隠れていたが、今では白雪を守るつもりなのか、何とか彼女に寄り添って立っている。

「きっと……犠牲を……出したく、ない……んです」

　ぼそぼそと彼は言い、泣きそうな顔で付け加えた。

「白しら峰みね様は………そういう、お方……です」

　人の死を、誰よりも、悲しまれる方……でした。

　その言葉に誰も応えない。何を言えばいいのか、僕も言葉を持たなかった。誰よりも人の死を悲しむという離反者。これだけの事態を引き起こしながらも、彼は心優しい人間だという。その矛む盾じゆんを僕は何となく理解できる気がした。




　私は畜生だ。それでも、私は悲しい。悲しまずにはいられない。




　今も血と墨の中から、その感情は絶えることなく伝わって来る。腹の子供がけらけらと笑う度、離反者のものらしい想いも伝わって来た。




　きっと、誰も私のことを許してなどくれないだろう。




「それでも、『私は』………」

　呟くと同時に、目の前で血ち飛沫しぶきが飛んだ。金魚に頭蓋骨を破壊された生き物が倒れ伏す。頭部が腫しゆ瘍ようのように膨れ上がったそれは、既に元の生き物の原型を保っていなかった。繭墨は足を進めながら語る。

「いつまでも落書きの相手をしていては埒らちが明かない。舞台は整ったんだ。後は役者に上がって来てもらわなければならないね。ボク達を招待したのは『彼』だ。責任は取って共に踊ってもらうさ────来ないのなら、探しに行こう」

　ラバーソールが血の滴を踏みにじる。唐傘を回し、繭墨は笑った。

「と、いうわけで小田桐君。また運んでくれるかな？」

　言われなくても、その予想はついていた。







　繭墨を再び担いで走る。眩暈は既に無くなった。しかし、自慢ではないが、僕は消火器を往復で運ぶだけでも息切れがするのだ。どれだけ繭墨が軽くても、人間一人分の体重は重すぎる。それでも、何とか意地だけで足を動かした。狼を二匹並走させながら、白雪が扇子を開く。

『大丈夫でしょうか？　小田桐殿。もしよろしければ、私がお持ちしましょうか？』

「いえ、結構です………お気づかいなく」

　白雪にそれだけの腕力があるとはとても思えない。だが、長なぎ刀なたを操る彼女の姿を不意に思いだした。もしかして繭墨を運ぶことくらいならば可能かもしれない。だが、彼女の両手を塞ぐわけにはいかなかった。分裂を繰り返し過ぎて、崩壊を始めている肉にく塊かいが道の左右から手を伸ばしてくる。

　──────ズンッ、ブシャッ、ズンッ、ブシャッ

　目の前では規則正しい音が響いていた。顔に跳ね跳んだ滴を、雄介が舌を伸ばして舐め取る。白雪に触れようとした猿の腕を、狼が嚙みちぎった。緩やかな下り坂を駆け降り、僕達は道路を横断した。ショッピングモールに紛まぎれ込こむ。その時、不意に優しい声が耳に届いた。




　赤いべべ着た

　可愛い金魚。

　お眼め々めをさませば

　御ご馳ち走そうするぞ。




　それは、かつて雄介が歌っていた歌だ。だが、今それを歌っているのは女性らしかった。フルスイングされたバットが、ショーウインドウに肉塊を叩きつける。唯一原型を保ったままの犬の足が、ずるりとガラスを滑った。その背後で歌が聞こえる。歌に合わせて、目の前に再び穏おだやかな光景が広がった。




　赤い金魚は

　あぶくを一つ。

　昼寝うとうと

　夢からさめた。




　水無瀬家の縁側で、『誰か』の頭を膝に載せて、女性が歌を歌っている。五月の新緑に包まれながら、その人は膝枕をした『誰か』の髪をゆっくりと撫で続ける。

　歌声は優しく空に響いた。

　そうだった。彼女は歌詞を気に入っていたのか、よくその歌を口ずさんでいた。

　そのことを、『私』は知っている。『私』だけが、覚えている。

　彼女の膝の上は、『私』の場所だったのだから。




　──────『私』の概念の中に、■■■は生きている。

　──────あぁ、だから金魚だったのか。




　そう、『僕』は不意に納得した。離反者が血で創り出した生き物が、金魚だった理由はそれだった。何故、紅い鳥でも蝶ちようでもなかったのか。何故、金魚を選んだのか。それは、この歌のせいだった。彼女がよく口ずさんでいた童謡。それが印象に残りすぎて、紅い生き物と言えば、『彼』には、金魚しか思い浮かばなかったのだ。




　だから、金魚が空を舞った。

　本来なら泳がないはずのものが、空を泳いだ。




「小田桐さん、地面にいるとうっとうしすぎます。ちょっと高い所に昇りましょう」

　雄介はそう言い、顎で歩道橋を示した。ショッピングモールに張り巡らされている連絡通路では、高さが足りない。百貨店前の通りへと繫がる歩ほ道どう橋きようへ足を向ける。大勢で駆けあがりながら、僕は唇を嚙みしめた。

　空に金魚を舞わせてしまうほどに、この世界を異界へと傾けてしまうほどに、離反者はこの時を熱望していた。待っていた。ずっとずっと希こいねがっていた。彼は、一人で慟どう哭こくするほどに、この時を待ちわびていたのだ。




『神』を卸せる日を。

　それならば、何故来ない。何をぐずぐずしているのか。

　僕達は、『生き神』である繭墨あざかはここにいるというのに。




『私』はずっと、待っていたはずだろう？




「───そう、開戦は終わったんだ。児じ戯ぎはもうたくさんだよ」

　僕の心を読んだかのように繭墨は呟いた。小さいながらも、その声ははっきりと耳に届く。彼女は不意に僕の手から飛び降りた。階段のせいでバランスを崩す僕を尻目に、繭墨はトンッと涼やかに着地する。

　そして、囁いた。

「そろそろ、来たまえ」

　応えるように獣の咆ほう哮こうが鳴り響いた。歩道橋が激しく揺れる。力強い足音を耳にし、僕は顔を上げた。

　逆側の階段を、燃えるような虎が疾駆していた。

　それは、水無瀬の家で見た時よりも遙かに美しい────『獣』だ。

　突然、白雪は手を翻した。狼がその瞬間、搔き消える。そして、彼女は空中に浮かぶ繭墨の血でできた金魚を握り潰した。白くたおやかな指の中で、金魚はなす術もなく粉ふん砕さいされる。ボタボタと血の垂たれる手に白雪は筆先を突っ込み、素早く階段に筆を走らせた。




　─────『龍』




　じわりと、階段の一段が紅く染まる。だが、僅かな繭墨の血だけでは、龍を具現化させるには足りないらしい。あるいは、足りないと白雪が認識したせいだろう。湖のように湖面を揺らすばかりで、紅色は動かない。白雪は、さらに筆を墨に入れると、黒で『龍』と重ね描きした。紅に黒が溶け込み、陰陽のように混ざり合う。そして、突然それは弾けた。階段の全ての段が紅と黒に染まる。うわああああっと雄介が悲鳴を上げた。僕達の足の下で、それは不意に形を取り始めた。鱗うろこができる。筋肉が生まれる。あまりにも鮮やかな龍の絵が、足の下で完成する。紅と黒の混ざった龍が、階段に横たわる形に生まれ───そして、突然動き出した。階段に潜ったまま、僕達の足の下を滑り抜け、邪魔物がいなくなったところで、首を外へもたげる。龍の目の前には、橋を疾駆してきた虎しかいない。

　二匹が、ぶつかりあった。虎の牙が龍の喉に食い込む。血と墨が雨のように降る。二つの咆哮が空気を揺らす。雨粒のように飛び散った血と墨が、頰を叩いた。それが伝い落ちるのを感じながら、僕は二匹の戦いを眺めた。

　言葉を口にすることはできなかった。壮絶に殺し合い、牙を食いこませ合う二頭を見ながら僕は痛感する。




　─────人間は、無力だ。

　─────二頭の生き物の戦いは、あまりにも優美だった。




　不意に虎の体が震えた。着地に失敗し、その足が崩れる。同時に、龍は体のほとんどを外へ出すと虎を巻き取った。ぎちぎちと音を立てて虎の肉が潰れ、骨が折れる。ぐしゃりと無残な音が鳴り響くと同時に、虎の体は墨と血へ戻った。道路の上へ、滴が落ちる。広がり、零れ落ちて行く水溜まりを見つめながら、白雪は震えていた。

　その背中に、勝利の余よ韻いんはない。彼女は目いっぱいに涙を溜ためて、唇を嚙んでいた。

「あっ………あ」

　突然、声が響いた。初めて聞く高い声に、僕は目を見開いた。

「あああああああああああああああああああああああッ！」

　白雪は突然、口を開くと絶叫した。身を反そらせて彼女は叫び声を上げると、突然何かを訴え始めた。言葉にならない声が、その喉からほとばしり出る。悲鳴にも似たその音を聞きながら、僕の脳裏をいつか見た映像が過った。

　涙をたたえた、舌を抉り取られる幼い少女。

　不意に、彼女の心が伝わって来た。無茶苦茶な叫びの中から、まるでだまし絵のように、明確な言葉が浮かび上がってくる。

『出てきなさい、卑ひ怯きよう者もの。神卸しなど関係ありません。一体一で勝負なさい』

　それは、彼女の魂たましいの咆哮だった。

　腹の子供が拾うほどの、痛切な叫びだった。

『どうしてですか、どうしてですか、どうしてッ………』

　そうだった。僕は知っていた。わかっていた。『彼』にもわかっていた。




　白雪は、『私』を決して許してはくれない。




『どうして、貴方あなたは私を見捨てたんですか、兄様！』




　絶叫が終わる。涙が彼女の頰を幾筋も流れ落ちた。異様な静寂の中、不意に白雪は顔を上げた。その目に、安あん堵どに似た感情と、恐ろしいまでの怒りが過る。僕は彼女の背中から視線を逸らし、前を見つめた。龍は頭をもたげ、じっとしている。その向こう側に、一人の男が立っていた。いつか見た中肉中背の作さ務む衣えをまとった姿が目に入る。男の首からは血の滲んだ包帯が覗いていた。怪け我がは決して軽くないようだが、その姿からは痛みや疲れは感じられない。顔には、新しく彫ったらしい木彫りの面がはめてある。やはりそこには、怒りも悲しみもなかった。まるで作りかけのように、表情がない。




　沈黙が、降りた。兄妹が対峙する。




　白雪は何も言わない。男も応えない。白雪は泣きながら指を掲げると、突然それをパチリと鳴らした。途端、龍は壁の中に潜った。龍は黒と紅の塊に別れ、白雪の服を這い昇り、二つの袖を染め上げた。

「─────えっ？」

　龍が、消える。圧倒的に有利な、『生き神』である繭墨の血を使った生き物がいなくなる。何故かと尋ねようとした瞬間、繭墨が手を上げてそれをさえぎった。

「口出し無用だよ、小田桐君。雄介君も、近寄るんじゃない。幸仁君もだ────気持ちはわかるけれどもね」

　その声の冷たさに僕は息を飲んだ。繭墨は前を睨にらんだまま、告げる。

「口を挟めば────殺されるよ」

　合図など何もなかった。だが、まるで二人にしか聞こえない何かがあったかのように、両者は同時に両手を上げた。ゆらりと、鏡に映したかのように白い手が動く。筆を摑んだ細い腕。それが互いに床に触れると、全く同じ動きで文字を描いた。




　────────『虎』




　墨だけで描かれた獣が、同時に床から飛び出した。そして相手に牙を突き立てる。まるで兄弟のように似た形をした二頭の虎が、互いを食い殺そうと牙を立てあった。その様子を眺めながら、白雪も男も無言で佇んでいる。獣の吠え声がうるさく響く。だが、それは異様なほど静かな戦いのように、僕の目には映った。墨が飛び散り、床を、手すりを濡らす。喉元を嚙み合いながら、二頭の獣が狭い通路を転がる度、歩道橋が揺れた。それでも、目に映る光景は静せい謐ひつさを失わない。




　黒と白だけで彩られた獣の殺し合い。

　静かに佇む二人の背中。

　まるで何もかもが、絵の中の出来事のようだ。

　だが、永遠に続くように思われた闘争にも、いつか終わりは来る。




　一頭の虎が、もう一頭を押し倒した。足で肩を押さえつけ、その喉笛を嚙み破る。断だん末まつ魔まの咆哮は無かった。ぜろぜろと血泡を立てながら、虎はゆっくりと墨へ戻っていく。その瞬間、残された虎は駆け出した。敵を生み出した異能者の元へ──佇む白雪の元へ、牙を立てようと跳躍する。白雪は、確かにそれを見た。僅かに顔を上げ、自分に襲いかかる『死』を見つめたはずだった。




　それなのに、彼女はとても穏やかに微笑んだ。

　まるで、これでいいのだとでも言うかのように。




　──────ああ、やっぱりか、ちくしょうッ！




　その瞬間、僕は地面を蹴った。白雪の肩を摑み、後ろへと引き倒す。虎の燃えるような目が僕を捕とらえた。失敗した。彼女と共に、後ろに倒れればよかったのだ。そう思う暇ひまもない。必死に後ろへ跳ぶのと同時に、虎の爪が、胸から腹にかけてかすめた。鋭い痛みと共に血が吹き出すが、僕は悲鳴を嚙み殺す。虎は床に足を着いた瞬間、バネのように跳ねあがろうとした。だが、その頭を横なぎにバットが殴った。

　───────雄介。

　虎は一度後ろへ下がった。だが、僕は動けそうにない。血がボタボタと地面へ落ちる。けれども、それをどこか他人事の様に感じた。傷の痛みなど、どうでもいい。そんなことよりも、喉が怒りで震えていた。

「何やってるんですかッ！　小田桐さん、アンタ馬ば鹿かですかッ！」

　確かにそうだ。僕は、何をやっているのか。どうして、こんなことをしているのか。

　そう自じ嘲ちようしながらも、後悔はなかった。その時、白雪が僕の袖そでを摑んだ。彼女は必死になって口を動かしている。どうやら、扇子に言葉を描くことすら忘れているらしい。聞こえはしないが、何を言っているのかは大体想像がついた。

　何故庇かばうのか。私は死ぬつもりだったのに、何故庇うのか。敗者は死ぬべきだ。誇りを失うくらいならば死んだ方がマシだと、前にも言ったはずだ。




　恐らく、そんな内容だろう。下らない。

　馬鹿にするにも、ほどがある。




「…………ふざけ、るなよ………ちくしょ、う」

　僕は血塗れの指で、彼女の手を摑んだ。彼女はハッと目を見開いた。細い腕に僕は爪を立てる。彼女は痛みを感じるかもしれないが、そうせずにはいられなかった。もういい加減にして欲しかった。ふざけるにもほどがある。

　虎は殴られてすぐ跳んでくるかと思ったが、グルグルと警戒の声を上げるばかりだった。何故かはわからないが、好都合だ。

　どうしても、彼女に言わなければならないことがあった。

「……アンタは……無理やり当主にされた、んだろ？　兄が、一族を裏切ったせいで……無理やり」

　遠い昔、彼女は大人達に舌を抉り取られながら絶叫していた。

　たすけて、と。

　自由に生きていた彼女は、きっと当主になどなりたくなかったのだ。

　そう言うと、白雪は全身を強張らせた。次の瞬間、彼女は必死になって首を横に振った。全力で、僕の問いかけを否定する。それも、恐らく彼女の本心なのだろう。

　綺き麗れい事ごとも一族の誇りも、ちゃんと聞いている。わかっている。

　だが、何もかもがクソくらえだ。

「アンタの誇りも……一族を想う心も、そりゃ本物かもしれない……最初は噓でも、本物に、なったのかもしれない。それでも、アンタは……ずっとこの時を待っていたんじゃないのか？　だから、一人で……繭墨のところまで……来たんじゃないのか？」

　過去の映像の少女は、当主になどなりたがってはいなかった。彼女は兄さえ当主でいてくれたのなら、苦痛も重責も背負う必要などなかった。だから、彼女には『兄』が許せなかった。それでも、彼女はきっと兄に自分が敵わないことくらい知っていたのだ。

　それでも、戦いたかったと言うのなら。




「それは自殺とどう違うってんだッ！　もう僕の前で誰かが死ぬのはうんざりだッ！　いい加減にしろッ！　ふざけるなあああああああああああああああああッ！」




　もう今までに何人が死んだ。

　人の命がそんなに軽いわけがない。

　どいつもこいつも、ふざけやがって。




　絶叫すると、腹から血が吹き出した。紅色がぼたぼたと地面に垂れる。すると、小さな声が響いた。分化して間もない指が伸びてくる。腹に耳を押し当てるようにして、『僕の子』は囁いた。




　───────ぱぁぱ？




　ぐぷりと傷口から小さな指が現れた。僕の腹をみちみちと切り裂いて、中から僕の子が───雨う香かが現れる。虎が一層唸うなり声ごえを強くした。虎はどうやら、この気配を察して警戒していたらしい。何か危険なものが、理解できないものがいると、獣の勘で気づいていたのだろう。




　目の前の『獲物』が、『化け物』を孕んでいることに。




　べちゃりと、生まれた赤子は地面に落ちた。雨香は、少し成長しているように見える。以前は薄らと生えそろっていただけの産うぶ毛げが、随分と伸びていた。血濡れた体を、彼女はもぞもぞと動かした。雨香が地面から立ち上がろうともがくと、虎はそれを唯一の好機と見てとったのか、全身の毛を逆立たせたまま走り出した。

　虎が口を開く。雨香は無邪気に笑いながら、その上顎と下顎に触れた。

　そして、虎を真っ二つに引き裂いた。

　肉が裂ける嫌な音が響く。虎の体は崩れ、墨の海が広がった。きゃはきゃはと雨香は無邪気な笑い声を上げる。奇妙な威圧感が全身を貫いた。目の前にいるこの子供は、虎よりも格が上だった。水無瀬の家で、今の異界に浸りかけた世界で、目にしたどんな異形よりも、雨香の方が凶悪な存在だった。

　彼女は、一時的なものではない肉を持っている。

　彼女には、体が、臓器がある。

　存在の濃密さがまるで違った。彼女は静しず香かの子宮と、僕の腹を介することによって、赤子としての実態を保っている。墨で濡れた両手を彼女は上げた。自力で立ち上がり、物を摑むことができるほどに成長している。背筋に寒気が駆け降りた。以前より育ったその姿を眺めながら、僕は実感する。




　もうどんな生き物を呼んでも、彼女には敵わないだろう。

『僕の子供』は、それだけ化け物すぎた。




　男もそれを察したのだろう。彼は、繭墨と雨香に交互に視線を送った。繭墨を殺し、血を奪うには、雨香を殺さなくては不可能だ。だが、鬼である雨香は殺せない。男の面で隠された顔を、一瞬絶望が過った気がした。だが、男は突然何を思ったのか、懐ふところからナイフを引き抜くと駆け出した。殺せるとでも思ったのか、無謀にも雨香に近づく。雨香はきゃはきゃはと笑いながら、無邪気に口を開いた。

　男は、自分からその中に腕を押し込んだ。がぷりとまるで柔らかなパンでも食べるように、雨香の歯は男の腕を両断する。その痛みに悲鳴すら上げず、男はナイフで雨香の肩を裂いた。直ぐにナイフを投げ捨て、筆の先をその血に漬ける。そして、腕を食い進められる前に、身を翻して駆け出した。雨香が再び口を広げる。次の瞬間、白雪が鋭い悲鳴を上げて、男の背中に腕を伸ばした。

「止めろッ、雨香ッ！」

　思わず僕は雨香を止めた。雨香はぴたりと止まり、それから再び男を追いかけようとした。だが、ぺたりと転び、ああああんと泣きだす。

「なるほどね────ボクの血の代わり、か」

　繭墨は呟いた。男は止血もしないまま、階段を駆け降りて逃げて行く。僕は無理やり立ち上がった。男を追いかけようとした白雪が、慌てて戻って来て体を支えてくれる。繭墨もゆったりと歩きだした。体を引きずりながら、僕は手すりと白雪に頼って歩く。男が見える位置、歩道橋の半ばまで移動し、繭墨は興味深そうに囁いた。

「さて─────どうなるだろうね？」

　男は、歩道橋を降りてすぐの、百貨店の壁に張りついていた。丁ちよう度ど白色をした壁面を、幾度も幾度も撫でる。何度も感触を確かめた後、男は震える手で筆を持ち上げた。一度だけ、男は動作を止めた。その瞬間、筆先の震えもぴたりと収まる。




　その沈黙は、まるで何かに祈っているようにも見えた。

　次の瞬間、男は筆を走らせた。

　紅い、紅い、紅い字が、壁面に浮かびあがる。







　──────『神』







　この瞬間、『神卸し』は行われた。





　　　　＊　＊　＊






　最初は何も起こらなかった。『神』は沈黙したまま動かない。だが、次の瞬間、壁という壁を何かが走り抜けた。街中に描かれた落書きが、一斉に『神』の元へ集まり、吸い込まれていく。人の血が、墨が、鬼の血を核として、『神』の中に飲み込まれていった。紅と黒が混ざり合い、紋様を形成する。そしてできあがったのは、曼まん荼だ羅らを思わせる構図だった。『神』という字を中心に、紅と黒が複雑な模様を描いている。だが、次の瞬間それはどろりと崩れた。全ての色が壁に飲み込まれていく。そして、何もかもが消え、壁面は元どおりの白に戻った。




　それが、不意に蠢きだす。

　ざわざわと波打つそれは、もう壁ではなかった。

　それは、白い肉だった。

　血を飲み込み、壁が肉と化している。




「人を超えた生き物の血を使い、『神』を呼ぶ、か」

　繭墨が囁いた。応えるように、壁面は泡あわ立だち始める。ぼこりぼこりと肉が分裂し、増殖を開始した。やがてそれは、増殖と淘とう汰たを繰り返しながら、形を取り始める。

　まるで細胞分裂を思わせる光景が続く。

　最初に、そこに生まれたのは樹だった。

　無数の樹木が壁から細い枝を生やし、幹みきがずぶずぶと伸び始める。葉が何百何千と茂り、幾枚も地面に舞い落ちた。だが、男を包み込むほどの森を形成した途端、それは唐突に壁に吸い込まれた。また壁は平面に戻る。次の瞬間、無数の魚がそこから躍り上がった。その図は、魚達が網にかかって、海から吊り上げられようとしている様子にも似ている。幾匹もの魚が力強く跳ねあがり、宙を叩く。

　だが、それも再び崩れた。

　次にそこに現れたのは鹿だった。立派な角を持った牡お鹿じかの上半身ができあがる。次いで斑はん点てんの鮮やかな小鹿の尻ができ、細い雌め鹿じかの脚が伸び、直ぐに飲み込まれた。次に伸びたのは人間の腕だった。大人の子供の老人の女の男の、ありとあらゆる腕が何かを渇かつ望ぼうするように伸ばされ、何も摑むことなく消えていく。

　これは一体何なのだろうか。

　肉は何を形作ろうとしているのだろうか。

「森しん羅ら万ばん象しよう────宇宙に存在するあらゆる事象を飲み込んだ『神』、か。まぁ、人間が想像できる範囲での事象だろうけれどね。アレはどうやら、この地球に存在する全てを、飲み込んだ存在らしいよ」

　獣を、人を、自然を、海を。

　ありとあらゆるものを作り上げ、無に戻し、『神』は膨れ上がる。

　やがて、壁面はゆっくりと盛り上がり始めた。表面を蠢かせながら、一つの形を取り始める。胎児が肉の塊から形作られていくように、壁は明確な方向性を持って動き始めた。樹を魚を獣を人を鳥を虫を、体中に貼りつけながら、壁は体積を増し、自身の形を完成させる。




　そこにできあがったのは、歪なヒトガタだった。

　巨大な腕が、ゆっくりと壁面から伸び、肉を滴らせながら立ち上がる。




「そして…………『誕生』だ」




　繭墨が囁くと同時に、『神』は口を開いた。音に表すことのできない咆哮が響く。それを聞いた瞬間、全身が痺れた。心臓さえも、一瞬動きを止めた気がする。それほどまでに、『神』の悲鳴は恐ろしい代しろ物ものだった。何の音と形容することすら、人間の言葉ではできない。全身から汗が流れ落ちる。僕は傷の痛みも忘れて、生み出された巨大なそれを眺めた。その肌の上では、未だ誕生と消滅が続いている。ありとあらゆるものが生まれては、無に戻り、肌に飲み込まれていく。異様なその全景を眺めながら、僕は納得した。これほどの存在を見せつけられては、納得せざるをえなかった。




　これは、『神』だった。『神』以外、ありえなかった。

　この世界で誰がこれ以外のものを『神』と呼ぶのだろう。




　僕以外の全員も言葉を無くしている様子だった。男は歓喜するように、『神』の足元で両手を広げた。生まれたばかりの『神』は、ただそこに立ちつくしている。何をするでもなく、行うでもなく、ただそこにいた。『神』は生まれた。生まれてしまった。それはきっと、繭墨の言葉を借りるのならば、重すぎる分銅だろう。それなら一体この異界は、これからどうなるのだろうか。紅く染まった空の下、『神』が佇む情景は、まるで世界の終わりのような光景にも見える。

　その中で、不意に繭墨は囁いた。

　聞き慣れた声が、実につまらなさそうに言葉を紡ぐ。







「─────いや、それは『神』じゃないよ」







　沈黙が降りた。僕は『神』から視線を逸らし、彼女を見た。

　誰も彼もが怯える中、繭墨は普段通りの、どこか退屈そうな眼差しをしていた。

　いつの間にか、その手の中にはチョコレートがある。

　パキンと軽い音を起てて、甘い菓子が割れた。

「ふざけないでもらえるかな？　そんな不格好な生き物のどこが『神』だい？　そもそもね、森羅万象を表現しようとして、最終的に『ヒトガタ』で落ちつく時点で落第点だよ、馬鹿馬鹿しい。想像力が貧困すぎるね」

「………繭、さん？」

「小田桐君も、何やっているんだい。こんなものに見とれて。そもそも考えてご覧、簡単な話だよ」

　彼女はそう言い、僕を見ていつも通りの笑みを浮かべた。朗々とした声は、まるで演説でもするように紅い空の下へ響いていく。男は顔を上げ、仮面の向こうから繭墨を見た。『神』も緩かん慢まんに首を回し、繭墨に視線を向ける。その眼球は、虫の複眼のように、無数の目がみっしりと詰まってできていた。千を超える視線が、繭墨を貫く。おぞましいそれを受けとめながら、繭墨はにぃっと笑って見せた。

　馬鹿にするように、彼女は唐傘を回して先を続ける。

「彼は、『アレ』を呼び出すために『鬼』である雨香君の血を使ったね。『鬼』は所しよ詮せん『鬼』だよ？　『神』じゃない。何故『鬼』ごときの血で『神』を創れるんだい？」

　そんな計算式は、成立するわけがない。

　一に一を足して、百が生まれるわけないじゃないか。

　繭墨はそう吐き捨てた。男の全身が震える。創造主の動揺に応えるように、『神』の全身も波打った。僕はそれを見て不意に思い出した。水無瀬の能力は、異能者自身の概念によって左右される。彼に生み出された『神』は、恐らく彼の概念によって、言い換えれば『信仰』によって生み出され、『神』としての形を保っている。




　だが、そんな脆もろいものに支えられた生き物は。

　─────本当に『神』なのだろうか？




「そもそもね、小田桐君。鬼の血を使おうが、ボクの血を使おうが無駄だよ。人間が生みだすことができる時点で、それは『神』じゃない。本当の『神』など決して呼べない。『神』天にいまし、この世は全て事もなし───あるいは否。『信仰』はただ捧げるだけのものだ。『神』は応えるだけの存在であるべきだ。人の手で創り出されるものじゃない。あれは、彼のイメージした『神』の断片が形を取っただけの、無様な粘ねん土ど細ざい工くさ」




　にいっと繭墨は深く笑みを刻んだ。

　そして、低い声で呪のろいを吐く。




「─────それさえも、完成しやしない」




　繭墨はそう言い切った。同時に、『神』はその言葉を否定するように腕を伸ばした。途方もない威圧感が眼前に迫る。白い肉が、波打つ海が、人の腕が、獣の脚が、鳥の翼が、その掌で生まれては消えていく。途方もない重量が繭墨へと迫る。だが、繭墨は動こうとしなかった。怯えることすらしない。彼女は目の前に迫る肉塊を見て、にっこりと微笑み、唐傘を回した。ぐるりと、紅色が優美な円を描く。




　僕は動かなかった。

　動く必要など、どこにもなかった。

　胸に湧きあがるのは、絶対的な確信だ。




　──────彼女は、死にも傷つきもしない。

　──────『異能』では、繭墨あざかは殺せない。




　唐傘に『神』の指先が触れる。その瞬間、中から破裂したかのようにそれは弾け飛んだ。粘土細工が熱で溶けるように、ゆっくりと肉が糸を引いて地面に落ちる。今までの墨で生まれた獣達と同じように、『神』の体は崩れ始めた。どろどろと白い肉が零れ落ちていく。溶けたチョコレートのように、不格好に崩れていくそれを見ながら、繭墨は囁いた。

「神なんてね──………本当はいやしないんだよ。少なくとも、ボクにとってはね」

『神』はその場に崩れ落ちた。どろどろに溶けた肉は、既に生き物としての最低限の形すら保ってはいない。肉の海が街に広がって行く。男は困惑した顔で、それに腕を伸ばした。崩壊していく肉に触れ、一歩後ろに下がる。肉から剝はがれた獣や魚が、男の足元に転がり、跳とび跳はねた。男は崩れて行く死肉に途方に暮れた様子で触れながら、辺りを見回した。だが、次の瞬間、不意にその動きを止めた。

　呆然と彼は死肉の海の中に立ちつくした。

　そして、突然ざぶざぶと肉を搔きわけ、進み始めた。




　崩れていく、『神』の顔に向かって。




「───────はっ？」

　僕は思わず間抜けな声を出した。『神』の巨体が崩れていくことによって、死肉の海は深さを増していく。早く逃げなければ男も危ない。それなのに、彼はためらうことなく海の中心まで進み出た。そして、『神』の首が崩壊した部分で立ち止まった。その一帯の『肌』は『人間』で形成されている。男は、突然自身の面に腕を伸ばした。片手で、不器用にそれを何度も引っ張って取り、空を仰ぐ。




　露あらわになったその顔は、白雪とよく似た、穏やかな青年のものだった。

　そこにゆっくりと、泣きそうな微笑みが浮かぶ。




　男は手を差し伸ばした。『神』の首の名残なごりに埋まった『人間』の群れから、『何か』の腕を取り、引き剝がす。その間にも、男の腰まで死肉は上がって来ていた。肉の浸食は緩やかに進むが、男は逃げようとしない。白雪が歩道橋の手すりに飛び付き、男に向って絶叫した。言葉にならない声で、何かを訴えかける。だが、男は顔を上げることすらしなかった。やがて、男は胸まで肉に埋まりながら、手に取った『何か』を死肉から引き剝がした。




　それは、黒髪の女性だった。

　目を閉じたその顔立ちは、まるで眠っているかのように穏やかだ。




『神』から引き剝がされた『彼女』は、まだゆっくりと息をしている。















　男はそっと彼女の髪を丁寧に撫でた。そして、その額に口づけ、力いっぱい抱きしめた。片腕で彼女の体を不器用に支える。そこで力尽きたかのように、男は死肉の海の中に崩れ落ちた。肉の波が彼らを飲み込んでいく。白雪の絶叫が響く。死肉はさらに広がり、街を飲み込み────そして唐突に消えた。

　空はゆっくりと青色を取り戻した。体にまとわりついていた海に似た感覚が無くなる。異界は、死肉を飲み込んだまま閉じていた。世界が元に戻ると同時に、雑音が一斉に耳に届いた。歩道橋の下で、車がクラクションを上げながら走り去っていく。昼の街並みの中を、人が何人も歩いているのが目に入った。大学に向かう女性達が、喋りながら行き過ぎていく。歩道橋を渡ろうとした男性が、僕達の様子に異様なものを覚えたのか、目を逸らして階段を駆け降りて行った。白雪は、手すりを摑んだままその場に崩れ落ちた。細い背中が震えている。僕は声をかけようとしてできなかった。喉元を血がせり上がる。小さな腕が袖を引っ張ってきた。




　───────ぱぁぱぁ？




　心配そうに尋ねる雨香の声を聞きながら、僕はその場に崩れ落ちた。

　歩道橋に叩きつけられる寸前、僕のことを白い腕が支えた気がする。白雪がぎゅっと子供のように僕を抱きしめた。だが、それは気のせいだったのかもしれない。けれども、どちらでも構わなかった。




　確かなのは、『神』に似た何かは生まれ───彼女の兄が死んだということだ。




　これは悲劇なのかもしれない、それでも。




　それでもきっと、彼女の兄に後悔はないだろう。





　　　　＊　＊　＊






　私は、神を作ることにした。




　書かき記しるしておきたいが、それは狂気の果ての選せん択たくでもなければ、盲もう信しんの末の妄もう想そうでもない。私は、一個の人間として、自身の概念に挑戦する道を選んだ。それが無謀な挑戦だということはわかっている。決して辿り着けない境地だということも、先人の試みから理解している。それでも、私は、この道を歩むことを決めたのだ。私は、『具現化された神』を、無意識の海から描き出してみせる。私は必ず辿り着く。人では至れない境地へ、人の身で挑もうと思う。




　誰もが、私を責めるだろう。

　誰もが、私を殺そうとするだろう。




　それでも、私は神を作るだろう。

　唯一無二の、目的のために。




　そのために、私は私の大切な妹を、白雪さえも裏切った。側近を自分の憤怒のために殺し、彼女に水無瀬の全てを押しつけて、私は家を後にした。あの無邪気な妹に、恐ろしい痛みを刻みつけた。彼女の言葉を、永遠に奪った。白雪はきっとこんな私を許してはくれないだろう。私のことを憎み続けるだろう。彼女もきっと私を殺そうとするに違いない。それはとてもとても悲しいことだ。それでも、私はこの道を歩まずにはいられない。




　私の大切な妹よ。君は理解してはくれないだろうか。この道を歩まないということは、私の死と同意義なのだ。決して君に重責を負わせるつもりはなかった。辛い思いをさせるつもりもなかった。誰の怨みも買わず、誰も怨うらまず、誰にも憎まれず、誰も憎まず、私は死にたかった。一族のために、君のために、全てを背負って、そして死にたかった。けれども、こうせずにはいられなかったのだ。私は神を呼ばなければならない。そのための道具として、生き神と言われる年若い少女を犠牲にしてでも、私は神を卸さなければならない




　私の妻のために。

　私の優しい柚ゆ木き乃ののために。




　私の妻は、私を許してはくれるだろうか。許してはくれないだろう。

　白雪は、私を許してはくれるだろうか。許してはくれないだろう。




　それでも、私はこの道を選ぶのだ。きっと後悔はしないだろう。それでも、寂さびしくて悲しくて仕方がない。私は愚おろかだ。彼女は笑って死んだのに、許すことのできない私は愚かだ。諦められない、私は畜生だ。だが、それでも、このささやかな私の願いだけはどうかわかって欲しい。




　この手紙を、君へと託す。白雪。私の部屋の、いつも私が座り続けたこの場所に。




　果たして君は、受け取ってくれるだろうか。そして、この文を読んでくれるだろうか。いや、君は気がついてはくれないだろう。奇跡でも起きない限り、この手紙は君には届かない。私は君にこの手紙のことを、伝えすらせずに家を去るのだから。私は君に何も教えない。私の身勝手な気持ちで、これ以上君の心を搔き乱すことなど許されない。




　それでも、愚かだと知りながら、私は残さずにはいられない。

　だからこれは、単なる私の身勝手な独白だ。




　ただ■■■■と希う。

　そんな私を、どうか許してくれ。




　どうか─────────…………。





　　　　＊　＊　＊






　目を開くと涙が零れ落ちた。不思議な夢を見た。静かに語りかける、誰かの独白だ。きっとこれは、男の最後の記憶なのだろう。

　悲しい夢だった。そして寂しい夢だった。

　男の思念を幾度も反はん芻すうし、僕は零れ落ちる涙を拭った。気がつくと、白雪と繭墨が僕を覗き込んでいた。繭墨はいつも通りの笑顔で、白雪は心配そうに僕を見つめている。無理やり表情を作り笑いかけると、彼女は安堵したように何度も頷いた。

　体を起こすと、繭墨のマンションにいた。どうやら、革張りのソファーの上に寝かされていたらしい。繭墨はゴシックロリータの上に、血けつ痕こんの滲んだ白衣をはおっていた。いつも通りの光景だ。雄介は追い出されたのか、食事でも取りに出たのか、姿が見えない。幸仁は相変わらず白雪の後ろに隠れていた。時たま顔を覗かせるので、心配はしてくれているようだ。チョコレートの匂いのする部屋に唐突に戻されても、終わったという実感など直ぐには湧かない。ただ、腕を組む繭墨の姿を見ていると、じわじわと安堵が滲んできた。

　どうやら、全て終わったらしい。

　それでもまだ、わからないことがあった。

「白雪さん、今度こそ話してくれませんか。貴方のお兄さんは、何故裏切ったのか」

　尋ねると白雪はそっと顔を伏せた。彼女の唇は震えている。そんな顔をさせるつもりはなかった。なるべく穏やかな声が出るよう願いなら、僕は先を続ける。

「もう、どうでもいいことかもしれない……いいえ、最初からどうでもいいことだったんです。これは、僕達が知る必要のあることじゃない」

『神卸し』は行われ、そして終わった。

　巻き込まれただけの僕達には、動機など必要ない。

　知る権利すら、ないのかもしれない。

「─────それでも、僕は知りたいんです」

　彼が最後に浮かべた笑顔の意味を。

　彼がずっと希っていたことの意味を。

「僕が見た記憶の中で、彼はずっと………悲しんでいました」

　白雪はゆっくりと顔を上げた。その目に徐々に決意の色が浮かぶ。そして、彼女は筆を手に取り、扇子へと走らせた。彼女はまるで叩きつけるような勢いで、字を描いていく。歪んだ文字が、叫びのように並んだ。

『兄には愛した女性がいました……名は、柚木乃。彼女は私のことも、名の音が似ている。まるで本当の妹のようだと言って、よくかわいがってくれました。優しい、人でした』

　僕の脳裏に、童謡を歌う女性の姿が浮かぶ。彼女は、穏やかな笑みの似合う人だった。だが、その体はどこか病的に瘦せていた。

『彼女は体の弱い人でした。小康状態を保つことで精いっぱいだったため、子供を産むことは難しい体でした。きっと、無理に産もうとすれば、母子共に体がもたなかったでしょう。兄が彼女を娶めとると言った時、一族は皆反対しました。特に、当時の当主。私の父が反対したのです。それでも、兄は強引に彼女を娶りました。兄は、幸せそうでした。とてもとても、幸せそうでした』

　胸に、腹の子を通して伝わって来た彼の感情を思い出す。確かに、彼は幸福だった。彼女が傍そばにいるだけで、彼は満たされていた。彼女との結婚は、ずっと一族のために生きて来た彼が、恐らく初めて見せた反抗だったのだろう。

　自分自身の手で摑んだ幸福ほど、尊い物はなかったに違いない。

『けれども、ある日のことです。父は彼女と離婚するようにと、兄にいつになく強く言い聞かせました。恐らく、自身の衰おとろえを父は自覚していたのだと思います。兄が当主を継ぐのならば、子がいなければならない。それを、兄は断りました。断固として、それだけは受け入れませんでした。その時、柚木乃さんは体調を崩していました。彼女の世話は、ここにいる幸仁が行っていたのです。柚木乃さんは、辛そうでしたがお元気でした。明日の朝には、また起き上がれるようになるだろうと笑っていました』

　こくりと幸仁は頷く。そして、また泣きだしそうな顔をした。それは、金魚屋敷で彼が見せた表情と全く同じだ。耐えきれないほど、辛いことを耳にした顔だった。

　あの時、老人は何の話をしていたのだろうか。




『────そして、次の日の朝、彼女は死にました』




　アレなら、もう子供を産めなくなりましたので、別の場所にやりました。

　脳裏に老人の言葉が蘇る。

　子供を、産めなかった。だから─────────。




「それに反発を覚えて、君は白雪君が当主になるのを見届けた後、家を出た──一族が許せなくなったから。そういうことだったんだね？」

　繭墨が尋ねる。それに、こくりと幸仁は頷いた。白雪は辛そうな顔で、さらに筆を走らせた。

『柚木乃さんの死が、本当に父の差し金だったのかどうか。私にはわかりません。それでも、きっと兄にとっては自明だったのでしょう。それからしばらくして、兄は突然一族の者を殺害し、その血を集めました。追われた兄は一族の追跡を逃れ、身を隠し、当主を、父を殺せるだけの力を蓄たくわえ、神卸しを企てたのです』

　そして、全ては今回の事件に繫がるのだ。彼は神卸しに取とり憑つかれた。より多くの血を集めることで力をつけ、繭墨の血を奪い、神を呼ぼうとした。

『兄が一族を裏切った理由はわかります。けれども、何故神を卸そうとしたのか、私にはわかりません。兄は一族全員を超えようとしたのか、それが兄による復讐だったのか。それなら兄はきっと、私をも憎んでいたのでしょう』

　白雪は悲しそうに筆を走らせた。それを見た瞬間、僕は違うと叫び出しそうになった。僕は知っている。夢の中で、彼は言っていた。

　どうか許して欲しいと。ただ■■■■だけなのだと。

　けれども、その理由はもしかして、僕しか知らないのだろうか。

『できることならば、兄にもう一度会って尋ねたい。けれども、それは二度と叶いません。狂ったまま死んだ兄のことは、もう誰にも理解できないのでしょう』

　それは違う。彼は狂っていたわけではなかった。

　彼は一族全員を超えようとしたわけでも、自分の力を示したかったわけでもない。

　名誉のためでも、全能感から来る自惚れでもない。異能の頂点を極めたかったわけでもなかった。彼は、ただ。




「───────会いたかった、だけです」




　そう僕が呟くと、白雪は目を見開いた。首を傾げた彼女に向かい、僕は続ける。

「人に笑われても、蔑さげすまれてもいい。彼は会いたかっただけなんですよ」

　僕は繭墨に視線を向けた。笑われるかと思ったが、予想に反して彼女は何も言わなかった。ただ、真剣な顔をして続けるように頷く。僕は彼女の動作に押されて、続きを口にした。




　ただ会いたいと希う。

　そんな私を、どうか許してくれ。




　夢で見た、あの言葉。

　きっとアレは、彼の最後の願いだったのだ。




「手紙が、あるはずです────貴方へ向けての」





　　　　＊　＊　＊






　水無瀬の屋敷。当主の部屋。かつて兄が使っていたというそこで、白雪は縁側を探っていた。そこは見覚えのある場所だった。温かな光が差し込み、庭が一望できる縁側は、かつて彼が柚木乃の膝枕で眠っていた場所に他ならない。見つめていると、髪に彼女の手の感触が蘇って来る気がした。白雪は床板を一枚一枚探り、やがて動きを止めると、胸元から筆を取り出した。解かい錠じようと床に描くと、文字はゆっくりと滲み、消えていく。白雪は息を飲み込み、そこに重ねて文字を描いた。




　─────『白雪』




　すぅっと文字が溶ける。次の瞬間、何かからくりの動く音が聞こえた。パタンッと小さな音を立てて、床の一部が反転する。そこには、小さな箱がくくりつけられていた。届かなくてもいいと思いながらも、隠さずにはいられなかったのだろう。紐の結び目は硬く、容よう易いには解けそうにない。爪を傷つけながらも白雪はそれを外し、中身を見た。朱しゆ塗ぬりの箱の中には、畳まれた地図と手紙が入っている。その横に、くすんだ鍵かぎが添えてあった。




　───────我が妹へ。




　ぎゅっと白雪はそれを抱きしめる。僕は地図を受け取ると、繭墨に向かって頷いた。







　繭墨を抱きあげて移動するはめになるのは、何度目だろうか。そろそろ、彼女には自分で歩行する術を覚えてもらいたい。疲労するから面倒だと言うなら、そんな足は切り落としてしまえと思う。

「ボクが歩くよりも、君がボクを抱えた方が建設的だろう？　ほら、無駄な事を考える暇があるのなら、さっさと歩きたまえ」

　パシッと軽く殴られるが、心を読まないでもらいたい。さらに言うなら、額を叩くのも止めて欲しかった。ただでさえ、竹たけ藪やぶの中は歩きにくいのだ。バランスを崩しかねない。白雪はというと、着物の裾が乱れるのも気にせず、不ふ屈くつの精神で横を歩いている。水無瀬家所有の山の中を、地図を頼りに僕達は進んでいた。果たして地図の通りに進めているのかは定かでない。だが、目を凝こらせば、薄らと獣道に似た通り道を見つけることができた。恐らく彼女の兄が残した物だろう。必死に足を進めながら、僕はいつ終わるとも知れない歩みを続けた。地図上で見る限り、水無瀬の家とは丁度逆側の斜面、山の三合目辺りに位置する部分に、紅い丸が付けられている。




　道なき道を、ただ追い続けた後、僕達は不意にその小屋を見つけた。




　小さな東あずま屋やが、竹藪の中に佇んでいた。白雪は目を見開きそれに駆け寄った。小さな小屋は、荒れてはいるものの、造りは未だしっかりしている。僕は繭墨を降ろし、ゆっくりと白雪の後を追った。白雪は扉に飛びつき、開こうと苦心していた。南なん京きん錠じようがかけられていることに気がつかないらしい。僕は手を伸ばすと、彼女の代わりに鍵を開け、引き戸を横に引いた。

　埃ほこりが舞い散った。暗い部屋の中には、陽光が幾筋も差し込んでいる。どこか聖堂を思わせる光景だった。暗い床を、透明な光が撫でている。だが、次の瞬間、僕は『それ』に気がつき絶句した。同時に、彼が離反した際、殺され、奪われた一族の者の血が、どこに行っていたのかを悟った。




　壁一面に、まるで念仏のように紅い文字が描かれていた。




　小さな字から大きな字まで。無数の文字がびっしりと壁中を覆っている。その中には、丁寧に描かれたものも、殴り描かれたものもあった。祈るように描かれた細かな文字も、泣き叫ぶように荒く描かれた文字もある。だが、それらは全て、同じ言葉を刻んでいた。




　──────水無瀬柚木乃。




　文字は、全て動き出すことなく沈黙している。

　人が生まれかけた形跡は、ない。

「死者を蘇らせることはできない────だから、か」

　繭墨が背後で囁いた。彼女はためらうことなく、部屋の中に足を進めた。床の中心に立ち、辺りを見回す。柚木乃柚木乃柚木乃柚木乃柚木乃。狂ったように描かれた文字を見ながら、彼女は囁いた。

「人の名前をいくら描こうと、自分が『死んだ』と認識してしまった人は、もう元には戻せない。生き返らせることなどできない───何故なら、壁に文字を描いたところで、それが愛しい人の姿に変わるなどと、人には想像できないからね。人には人など創れない。それは、人の想像の範はん疇ちゆうを超える」

　壁中に描かれた文字は悲鳴のようだった。愛しい者を失った慟哭がここには色濃く残っている。文字は口々に、その悲しみを訴えかけてきた。




　どうして、彼女は蘇らないのかと。

　どうして、二度と会えないのかと。




「それよりは───『神』を呼ぶ方がまだ楽だ」

　ハッと僕は目を見開いた。繭墨は静かに頷く。

「───もしも『神』を呼ぶことができたのならば。『神』を超えたのだと自分自身が認識できるようになりさえすれば、自由に人を生き返らせることができるようになるかも知れない。『人』を『生き返らせる』のは『神』の権利だ。概念に縛られた『人間』にはそれができない。『神卸し』を成功させることができたのなら、『愛しい人』を描きだせるようになるかもしれない。だから─────」




『神』を超えるために『神』を呼ぶ。

『神』になど、会いたくもないというのに。




「ひどい遠回りだよ。そして無駄な遠回りだ。だが、彼にはそれしかなかったんだろうね────ボクはかつて言ったよ。神など人間が好きにすればいい。彼にとって、『神』とは人を蘇らせるための手段だった。自分が愛しい人を再現できるようになるために、彼には『神』を卸す必要があった」




『神』などいらない。必要ない。

『彼女』に会えるのならば、『神』などいらない。

　それでも『彼女』に会うためには、『神』を呼ぶしかないのだ。




「自分自身は『神』より上なのだと、自分に納得させるために」




　──────ただ、会いたかった。それだけだった。




　僕はかつて見た光景を思い返した。彼は『神卸し』を失敗した後、死肉の海の中に佇んでいた。だが、何かを見つけると、自らの危険も厭いとわずその中に進んで行った。そして、死肉の中からまだ息のある『誰か』を引きだし、晴れやかに笑った。

　まるで、願いが叶ったとでも言うかのように。

「あの時、彼が引きずり出した女性は、柚木乃さんだったんですか？」

　僕が尋ねると、繭墨はゆっくりと首を横に振った。彼女は希望的な憶おく測そくなど口にしない。ただ、ためらいなく、残酷な事実を囁いた。

「さぁ、アレは何だったんだろうね。彼の『神』のイメージは森羅万象だった。その一部、『人』のイメージの中に、彼の愛する女性が含まれていたんだろう。ただ、アレが、彼の愛した女性と同じものだとはボクには思えないよ。ただ彼の概念が影響しただけの、よく似た形をした別の何かさ」

　人は人を蘇らせることはできない。あそこに生まれた物達は、彼の概念を繫ぎ合わせた偽物でしかない。それは僕にも理解できた。だが、僕は唇を嚙みしめ、問いかけた。

「それでもあの一瞬だけでも、彼の望みは叶ったんじゃないでしょうか？」

　繭墨は答えないが、否定もしない。白雪は不意にふらりと前へ歩み出た。兄の筆跡が残る部屋の中へ入る。そして、呆然と辺りを見回した。彼女は目に部屋中を映していく。壁に残る文字には、一族の者の血も使われている。それを見て、白雪は何かを耐えるようにうつむいた。顔を伏せたまま、彼女は動かない。僕は思わずその背中に声をかけた。

「──────泣いてもいいんじゃないですか？」

　ハッと白雪は顔を上げた。どうしてそんなことを言うのかと、そう問いかけるように彼女は僕を睨みつける。だが、その目の奥が揺れていることに、僕は気づいていた。

　人間は、泣きたい時に泣かなければ後悔する。

　彼女にそんな思いをして欲しくはなかった。

「─────あの時、彼が肉に飲まれた時、貴方は泣いていました。悲しい時は、泣けばいいじゃないですか。貴方が本当は泣きたくないと言うのなら、僕は何も言いません、ですが………」

　そう、もしも彼女が泣きたくないのならば、僕はこんなことを言いはしないのだ。

　部屋の中を見回して、途と方ほうに暮くれた顔で佇む。

　ただ一人立ちすくむ彼女の姿は、とても──────。




「だって、貴方は、悲しそうじゃないですか？」




　白雪は目を見開いた。彼女はそのまま何の反応もしめさなかった。だが、突然ぽろりと涙が零れた。次々と涙が頰を伝い落ちる。まるでダムが決壊したかのように、彼女は幾つも幾つも、見開いた目から涙を流した。やがて、その顔がぐしゃりと歪んだ。




　彼女は叫ぶように泣きだした。




　あ、あああああああああああああああん。ああああああああああああああん。




　子供のような大声が、東屋の中に響いていく。繭墨は何も言わない。僕も黙ったまま、その声を聞く。小屋の中は、愛しい人を呼ぶ声なき声で満たされている。




　その中に、延々と泣き声が響いていく。

　兄を想って泣く、妹の声が。





　　　　＊　＊　＊






　──────ドスッ




　ソファーに座る雄介の腹にかかと落としをする。上手いところにはまったのか、彼は声もなく悶もん絶ぜつした。やり過ぎたかとも思うが、こちらは既に二十回以上忠告している上に、何故か朝飯まで奢っている。このまま昼飯までいつかれるのはごめんだ。僕は雄介の首根っこを摑み、部屋から強制排除しようと床を引きずった。雄介は情けない声を上げる。

「繭墨サーン。助けてもらえませんかー？」

「また今度おいで雄介君。小田桐君の懐かい柔じゆうには手て土産みやげが有効だよ」

「持ってくるならコーヒーか煙草たばこにしろ。一時間は置いてやる」

　宣言をして、僕は雄介を部屋の外に追い出した。ガチャリと鍵を閉めると振り向く。

繭墨霊能探偵事務所。五月の光が差し込む部屋の中は、とても明るい。

　足を組んだ繭墨は、ホットチョコレートのカップを置いた。カチリという音と共に甘ったるい芳香が漂う。事件が完全に終わりを告げて一週間。水無瀬の家ではまだ立て直しまで色々あるかもしれないが、僕達は既にいつも通りだった。視界の範囲内に、繭墨がいる日常。チョコレートの芳香が消えない部屋。悪夢じみた日々だが、これが日常だと妥協してしまえば、まあ悪くは無い────気がする。

　だが、そんなわけがない。

　慣れるのは危険だ。そう僕は頷くと、依頼もない退屈な午後を過ごそうと、ソファーに向かった。




　ピンポーン




　その瞬間、チャイムが鳴った。雄介が戻って来たのかと袖をまくり上げる。だが、玄関を開けてみると宅配便だった。滅多に来ないと言うのに一体何なのか。首を傾げながらも、僕は小さな箱を受け取り、繭墨の前の机に置いた。

「繭さん、これ宅配便です」

「そうかい、そうかい。御苦労様。珍しいね、誰からだい？」

「えーっとですね……水無瀬しらゆ、っええ？」

　驚きながらも包み紙を破く。中からは、特に何の変哲もない白い箱が現れた。開けると、ガラスの筒つつと二通の手紙が出てくる。片方は繭墨宛あてで、もう片方は僕宛てだった。筒の中には、紅い金魚が一匹泳いでいる。身をくねらせる優美なそれは、どうやら繭墨の血で創ったあの金魚と同じものらしかった。

　繭墨は手紙を開封すると、愉快そうに笑った。

「ハハッ、御当主。気が利きくじゃないか。水無瀬家には秘密で、個人的なお礼だそうだよ。あの時、袖に回収した血で金魚を作ってくれたそうだ。いや、いいね。役に立ちそうだ。大事に飼おう」

　こう繭墨が言えば、次の言葉は予想できる。僕はガラスの筒を持ち上げた。

「世話は頼んだよ？　小田桐君」

　この金魚は餌えさが必要なのだろうか。どこで飼えばいいのだろうか。悩みながらも、僕は金魚が上下に行き来する筒を眺めた。とりあえず横に置き、自分の手紙を手に取る。開封すると、中から一枚の紙片が出てきた。手紙のようだが、ほとんど何も描かれていない。




　ただ真っ白な紙の中心に、数行の文字が並んでいた。




　かくとだに

　えやはいぶきの

　さしも草

　さしも知らじな

　燃ゆる思ひを




「はっ？」












　次の瞬間、それはあっという間に消え失せた。後には真っ白な紙だけが残る。消える寸すん前ぜんに紙を覗き込んだ繭墨が、何故か驚いた目で僕を見つめた。彼女にしては珍しい表情だ。それから、彼女は突然、腹を抱えて大笑いを始めた。

「ハハハハッハハハ、これはこれは、御当主も趣味が悪い。しかも、小田桐君。意味がわからないのかい君は。ハハハッ、きっと、ハハッ、きっと御当主は君にもわかるように有名なこの歌を選んだっていうのに、君って男は、全くもって、この甲か斐い性しようなしッ！」

　指をさされて爆笑されるが、僕にわかるわけがない。答えを探ろうにも、消えてしまった文字は確かめようがなかった。笑い続ける繭墨の方を見ると、僕は大人しく頭を下げた。プライドは長く保ほ持じしていても、ろくな事がないと学習済みだ。すると、繭墨は散々笑った末に言った。

「『せめてこんなに恋い慕っていると言おうにも言えず──、きっとあなたは知らないのでしょうね、伊吹山のさしも草のように燃える我が恋の思いの火を』」

「────はぁ？　何ですかそれ」

　唐突に繭墨が口にした言葉に、僕は眉をひそめた。脈みやく絡らくがなさすぎて、全く理解ができない。繭墨は憐れむような表情をする。次の瞬間、僕はそれがもしかして、先ほどの文字の意味かと気がついた。

「百人一首の一つ。藤ふじ原わらの実さね方かた朝あ臣そんの歌った有名な恋の歌だよ」

「恋の？　ですか？　何故僕に？」

「さぁね。ボクに君の良さがわかるわけがないだろう？　でも、御当主に好かれているのは確かなようだ。よかったじゃないか、小田桐君。御当主は結構、君の好みなんじゃないのかい？」

　からかうように繭墨は言った。馬鹿なことを言うなと怒ど鳴なりつけようとしてできなかった。彼女が僕を好いている？　そんなことを急に言われても意味がわからない。混乱を覚えるのと同時に、顔が紅くなるのが自分でもわかった。落ちつけと額に触れると、繭墨は冷や水をぶっかけるようなことを言った。

「まぁ、君が御当主と結婚なんかしたら、水無瀬家は滅亡確定だろうねぇ」

　カラカラと繭墨は笑う。それを振り切るためと、紅くなったままの顔を隠すために、僕は立ち上がり窓を覗き込んだ。強い光が視界を焼く。一瞬、空を飛ぶ紅い残像が見えた気がして、僕は息を飲んだ。強く目をつむり、開く。すると、そこにはやはり何もいなかった。




　死ぬ直前に、空を仰いだ男のことを思い出す。

　晴れやかな笑みを浮かべた彼の目には、何が映っていたのだろうか。




　重傷を負い、死肉に飲み込まれた彼は、もう生きてはいないだろう。後悔はしない。けれども許して欲しい。そう願い続けた彼は、果たして安らかに死ねたのだろうか。

「彼は今頃、本当の彼女に……柚木乃さんに、会えているんでしょうか？」

　僕は不意にそう呟いた。それは、甘すぎる考えかもしれない。だが、死んだ後くらい救いがあってもいいはずだ。答えは恐らく返らないだろう。そう思っていたが、意外にも繭墨は囁いた。

「さぁ────わからない」

　僕は思わず振り向く。繭墨は足を組んで答えた。




「それこそ、神のみぞ知る────だよ」




　地面を這う人間には、天のことなどわからない。

　それを知ることができるのは、『神』のみだろう。




　だが、それでも────。




「僕は、二人は再会していると思いますよ」




　それでも、願うことは人間にもできる。




　繭墨は、にっと笑みを浮かべた。何が気にいったのか、一転して、明るい声音で言う。

「そうかい。君がそう思うなら、それもいいだろう。前にも言っただろう、小田桐君、我……」

「『我思う、故ゆえに我あり』だから、考えることを止めてはいけない。僕の平穏は、僕が決めますよ繭さん……二人は再会して、事件は終わった。それでいい」




　それはあまりにも都合のいい決めつけかもしれない。それでも僕は、再び願いを込めて空を見上げる。




「それで、いいんです」




　五月の空は高く澄み渡っている。

　蒼あおく澄んだその中に、もう金魚の影はない。














　紅く染まり、現実との接点を完全に失った世界。どこか人の胎内に似たそこには、おびただしい量の死肉が広がっていた。現実と完全に切り離された空間で、死肉は氷のように冷え固まっている。腐ふ敗はいすることもないまま、それはいつまでもそこに残されていた。死肉の中には、獣や魚。人などの、無数の死体が埋まっている。かつて蠢いていた何もかもが、母体である肉が死ぬと同時に息絶えていた。まるでそこは無数の生き物の墓場のようだ。けれども、その中でただ一つだけ、生きているものがあった。




　死肉の中に、一人の男が横たわっている。

　彼は安らかに目をつむっていた。

　その心臓は既に動いてはいない。




　その腕の中に、一人の『女性の形をしたもの』がいた。

　ソレは必死になって、男から零れた血を舐め取っている。

　生き残るためだけに。

　肉から追い出されてもなお、命を繫ぐためにそれは舌を動かす。




　そして、母体から離れても大丈夫だという確信に至ると、ソレは、おそるおそる歩き出した。このまま、ここにいては死んでしまうと、ソレにはわかっていた。そして、ソレにとっては、そのことが何より怖ろしかった。ソレは、生まれたからには死にたくなかった。その恐怖は、生まれた時から備そなわっている、生き物としての最も単純で明確な本能だった。




　てとてととソレは歩いた。だが、その体は徐々に崩れていく。肌が崩れ、肉が零れ落ちる。だから、ソレは自分の形をもっと縮めることにした。ソレは、形を保ったまま、余分な肉を捨てていった。その様子は、まるで自分の意思で伸び縮みをする粘土細工のようだった。やがて、ソレは子供の姿になった。それでも、生命を維持するには難しかった。ソレは自分の無力さに泣いた。もうすぐ潰ついえてしまう自分の命を嘆いて啼ないた。




　ああああああああん。ああああああん。おあああああああああああああ。




　べしゃりとソレは転ころんだ。それでも、ソレは啼き続けた。紅く染まった世界にはもう何もいない。だから、その声は誰にも届かなかった。届かない、はずだった。




　カツンと、澄んだ足音が無音の世界に響いた。




　紺こん色いろの影が紅い地面に落ちる。白いソレの肌の上に、誰かの影が投げかけられる。ソレは影に気づいて顔を上げた。




　そして、『彼』を見つけた。




　紺色の唐傘を差し、狐きつね面めんを付けた、異界に当然のように佇む人間の姿を。




「人間の情念から生まれた生き物は全て『鬼』……か」




　彼は呟く。そして、ソレに向かって囁きかける。




「ねぇ、よかったら、俺と一緒に来ないかい？」




　ソレには動物じみた知能しかなかった。ソレは肉で出来ているが故にかしこくはなかった。それでも、ソレは彼と共にいれば生き抜けると本能的に悟り…………。







　──────にっこりと、笑った。





B.A.D.　２ 繭墨はけっして神に祈らない　了











あとがき






　出ました。







　二巻です。







　こんにちは、綾あや里さとけいしです。またこうしてお会いすることができて光栄に思います。初めましての方には、この出会いに心の底からの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。既すでにお読み下さった方は、一巻同様、少しでも読んで良かったと思っていただけたことを願うばかりです。ちなみに、立ち読みの方に向けてお知らせしますと、「B.A.D.バツド」二巻には、レジに持っていきますと、何でも願い事が叶かなうという都市伝説があります。一巻をお持ちでない方は、一巻も合わせてお持ちいただきますと、より高い効果を期待できます。




　さて、何と今回はあとがきが五ページもあります。前回、あとがきの校正の方が本文の校正より大変だったという人間に対して、一体何をやらせるのかと、空中に向かって思わず小一時間ほど訴うつたえました。ですが、訴えてみても真っ白な画面は埋うまるはずはありません。靴屋の小人さんは、きっと現代社会では絶ぜつ滅めつ済ずみなのだと思います。こうなったら、『ポテトチップスの塩味とチーズ味の台たい頭とうに対する、肉フレーバー派の切実なる不満と焦しよう燥そうについて』でも切せつ々せつと語ろうかと思ったのですが、理性が正しく働きました。コンビニで買うスナック菓子がないと嘆なげいている場合ではありません。せっかくの機会ですので、繭まゆ墨ずみあざかの誕生秘話でも語らせていただこうかと思います。




　繭墨あざかは、過去の綾里Ａと現在の綾里Ｂの合作で完成したキャラクターになります。遠い昔、ある日の綾里Ａは、ひたすらどん詰づまりで悩んでおりました。それこそ、回し車の中で回るハムスターのごとく、綾里Ａの脳内は、無駄な高速回転を続けておりました。しばらくすると昼寝モードに入る予定のはずでしたが、その日は何な故ぜかそうはならず、悩みに悩んで、悩み抜いた結果、自分の魅力的だと思う物を組み合わせてみようと不意に思い立ち、完成したのがチョコレートを齧かじり、ゴシックロリータを纏まとい、唐から傘かさを持った少女、繭墨あざかの原型でした。好みの集大成のキャラクターが完成した結果、回し車の中からテンション最高潮で飛び出し、脱走を計はかったまではいいものの、結局話を上う手まく進めることができず、ファイルを放置し、綾里ＡはパタリとＰＣを閉めました。




　綾里Ａの物語　─完─




　本当なら、そこで終わるかと思われたのですが、時間は数年跳とび、現在の綾里Ｂがそのファイルを開きました。そして、繭墨あざかと冒頭部分のメモを発見しました。そして、開きまくっていた穴を補強し、ぼんやりと形だけあった話を削けずったり根こん底ていから新しくしたりして、めでたく話を完成させることができました。




　過去の自分のファイルを見つめ直してみると、新たな発見や出会いがあったりします。時には、過去の自分を目の前に召喚して、顔面を叩き倒した上に、謝れ！　今すぐ土下座してこの俺に謝れ！　さもなければ腹を切れ！　と叫びたくなったり、あるいは、『一体お前は何を考えていたんだ』と真顔で聞きたくなるような代しろ物ものも出てきたりはしますが、それでも、過去に一時的に降ってきたり考えたりした何かは、後から見てみると大変面白かったりもします。つまりこの話を要約すると、ファイルを小まめに保存することは大切だと思いました。後、過去の頑がん張ばった綾里Ａのことは、ちょっとだけ褒ほめてやりたいです。そして、未来の綾里Ｃはもっと頑張ってくれると期待したいと思います。負けるな綾里Ｃ頑張れ綾里Ｃ。綾里達の未来は、君の手にかかっている。




　…………これで、ぎりぎり五ページにはなったのではないかと思われます。




　それではここで、お世話になりました方々に御お礼れいを！




　担当の笠かさ原はらさん、儀ぎ部ぶさん。今回も多くのご指導を賜たまわり本当にありがとうございました。絵師のkonaさん。美しいイラストの数々をありがとうございました。七なな海みのあまりの天使のような愛らしさに、あの性格にしたことを全力で後悔しました。そして、一巻、二巻共に素晴らしいカバーデザインをして下さったデザイナー様。心の底より感謝申し上げます。お二方に「B.A.D.」をご担当いただけた私は、本当に幸運だと思います。そして、私を日々支えてくれている皆様。大切な友人達、お世話になりました先生、愛する家族と迷惑ばかりかけてしまっている姉に精一杯の感謝を！




　そして、この本を取って下さった方々へ最大の感謝を。本当に嬉しく思います。ありがとうございました！　よろしければまたお会いできることを、切に願っております。ファミ通文庫のwebマガジンFBonlineエフビーオンラインのほうでも、短編の連載が始まりますので、暇ひますぎてやることがないわぁ、という時にでもぜひっ、ぽちっと御読みになっていただけますと、涙を流して喜びます。







　次回は三巻。







　狐が、出ます。








二〇一〇年二月某日　綾里けいし























作中、次の著書を引用、または作品に合わせて一部表記を変更して使用させていただきました。




『萩原朔太郎全集　第二巻』（筑摩書房）

『詩集 月に吠える・青猫・純情小曲集』（講談社）

『日本童謡集』（岩波文庫）

『小倉百人一首を学ぶ人のために』（世界思想社）







著者

綾里けいし

Keishi Ayasato




愛知県在住。幼い頃より読書を好み、自然と作家を目指すようになる。『B.A.D.』で第11回「えんため大賞」優秀賞に輝き、見事デビュー。好きな食べ物は焼き肉、寿司、ラーメンと、外見に似合わずガッツリ肉食系。















イラスト

kona

kona




兵庫県在住。フリーのアニメーター兼イラストレーター。プニっと可愛いキャラに、目玉や骨などホラーなモチーフを組み合わせた独特の雰囲気のイラストで人気を博す新鋭。今作ではゴスロリに初挑戦。

http://canaria.xii.jp/



















イラスト／kona

デザイン／アフターグロウ












電子版　ファミ通文庫




B.A.D.バツド




2 繭まゆ墨ずみはけっして神かみに祈いのらない
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ファミ通文庫『B.A.D.　2 繭墨はけっして神に祈らない』

2010年4月9日初版発行

2011年12月26日第8刷発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

編集企画　ファミ通文庫編集部

http://www.kadokawa.co.jp/
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